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「死にさらせっ！」

　舌っ足らずな声に似合わぬ咆ほう哮こうと同時、一いつ閃せんされる鉄パイプ。空気を裂さいて薙なぎ払はらわれた先端が、本日もまたピアスだらけの鼻はなっ柱ぱしらに叩たたきこまれる。

「ヒャッハアアアアアアアアアアアアァ！」

　かと思われた、次の瞬間。男子生徒が身をかがめ、鉄パイプを回避した。

　真まっ赤かなモヒカンヘアの毛先を、暴力の風がなで過ぎる。

「「「…………ッ!?」」」

　予期せぬ事態に教室内がどよめいた。鉄パイプを振るった久く瑠る宮みやも、両の瞳ひとみを大きく見開いている。モヒカンの目がキラーンと輝いた。

　その手に握られているのは、巨大なチェーンソー。ドドドドドドッと重低音を響ひびかす凶器を下段に構え、モヒカンが舌した舐なめずりをする。

「ギャハハハハ！　オレサマの勝ちだァ、久瑠宮ちゅわああああああぁん！」

　甲かん高だかい雄お叫たけびと共に、チェーンソーが振りあげられた。高速回転する刃の群れが床を傷つけながらひるがえり、久瑠宮を股またの下から真まっ二ぷたつにする。

「ギャハッ!?」

　なんてことには、やっぱりならなかった。身体からだをずらして難なんなくかわした久瑠宮が、空あいた右手でモヒカンの顔面をわしづかみにする。

「ぎゃああああああァ!?」

　どれほど力を加えられているのか、モヒカンは無ぶ様ざまにもがくことしかできない。取り落とされたチェーンソーの刃が、勢いよく傾かたむいてきて、

「うわああああああァ!?」

　近くの男子生徒――神かみ谷や京きよう輔すけの机を、ガガガガガガッと削けずり始はじめた。

　危うく殺されかかった京輔は、仰ぎよう天てんして椅子から転げ落ちる。

「きゃあっ!?　どこ触さわってんのよ、ヘンタイッ！」

「ぶっ!?」

　倒れた先で引っぱたかれた。

　脳天締めアイアンクローを食らわす久瑠宮は、その騒ぎに一いち瞥べつもくれず、

「わたしの鉄パイプを避よけるとは、成長したじゃないかモヒカン。だが、覚えておけ？　貴様ごときがわたしをねじ伏ふせるなど、百億万年早いんだよおおおおおおォ!?」

　激げつ昂こう。黒板に右腕を叩きつける。

「ギャッハアアアアアアアアアアアアァ!?」

　後頭部からめりこむモヒカンと、放射状にヒビ割れる板面。

　白目をむいて失神した問題児から手を離し、久瑠宮が顔をしかめた。

「まったく……《林りん監かん学がつ校こう》でも散さん々ざん痛めつけてやったというのに、つくづく懲こりないクソブタだ。また私物を盗み出しおって。鍵かぎをかけても突破するとは、忌いま々いましいにも程がある……おい、医い療りよう班はん！　この汚物を片づけろ」

　久瑠宮の命令を受け、待たい機きしていた白ずくめの集団がモヒカンを回収。担たん架かに乗せてえっほえっほと運んでいく。京輔の机を断ち切る寸前だったチェーンソーも、エンジンを切って一緒に持ち去られていった。

「……ちょっと。いつまでそうしてるつもり？」

　そのとき、巻きこまれた左隣の女子生徒――赤あか錆さび色いろの髪と目をした少女が、イライラとした声を出す。腰にしがみついている京輔をにらんで、

「さっさと離れなさいよ、ドスケベッ！」

「ぶっ!?」

　また引っぱたかれた。

「……さて。では、朝のホームルームを再開するぞ」

　気を取り直した久瑠宮が、用意していたプリント類を配くばり始はじめる。

　ジンジン痛むほっぺを押さえ、受け取ったその紙面には、




　プルガトリウム更こう生せい学がく院いん《一学期末テスト》日程




　――と、書かれていた。

　試験があるとは聞いていたものの、実じつ施しされるのは今回が初めて。

　ざわざわする教室内を見回し、久瑠宮が説明を入れる。

「我が校における筆記試験は、一年に三回。一学期・二学期・三学期の最後に行われる期末テストだ。中間テストは存在しない。その分範囲は膨ぼう大だいだから、各自しっかり復習しておけ？　テストは二日で十教科。試験時間は授業と同じ六十分だぞ」

　プリントには時間割表が描えがかれ、上下に説明書きが載のっていた。

　一日目が、国語、社会、英語、技術・家庭、美術。

　二日目が、数学、理科、音楽、保健体育……そして、道徳。

　道徳という科目や範囲の広さを除のぞけば、案外普通の試験に思える。

　とはいえ、テストが憂ゆう鬱うつなのはこの学院の生徒も変わらないらしく、教室内の空気は明らかに沈しずんでいた。

　そんな中、久瑠宮は追おい討うちをかけるように、

「尚なお、赤点は平均点の半分未満だ。わたしの授業を受けておきながら、万が一にも赤点なんぞを取った輩やからがどうなるか……口にせずともわかるな、ブタ野郎ども？」

　暴力的な声音で脅おどす。手にしたプリントを握にぎり潰つぶして、

「赤く染そまるのが答案用紙だけで済すむとは思うなよ。試験直後の長ちよう期き休きゆう暇かも潰れるし、補習では色んなモノが潰されるかもしれんな。あまつさえ、追試に落ちてみろ。わたしが勉強以外のことをたっぷり教えこんでやる！　恐怖や絶望、恥ち辱じよくや屈くつ辱じよく、世界各地の拷ごう問もん手段や処刑方法などを、貴様ら自身の肉体を教材にしてなァ!?」

　――ダァン！　と、拳こぶしを叩きつけた。

「「「……………………」」」

　静まり返る教室。この場にいる全員が、瞬時に理解したことだろう。

　これは、普通の試験ではない。命を賭とした死し験けんなのだと。

　戦慄せんりつする教え子たちを睥へい睨げいし、久瑠宮は「……ただ」と続けた。

「期末試験には、鞭むちばかりではなく飴あめも用意してあるぞ。成績優秀者には、期末テスト後の夏休みに限り、表社会シヤバへの仮釈放を認める！　もちろん保ほ護ご観かん察さつつきだが、学院の外で一週間ほど、好きに振ふる舞まうことが可能だ。したいことがあるならすればいいし、行きたい場所があるなら行けばいいし、会いたい奴がいるなら会えばいい」

　久瑠宮がチラつかせた飴に、教室内の空気が変わる。

　驚きよう愕がく、動揺、歓喜、興奮。中でも特に顕けん著ちよな反応を示したのが、

「――おい」

　椅子を蹴けり、立ちあがった京輔だった。

　弾はじかれるようなその行動に、クラスメイトの注目が集まる。

　だが、京輔は構わない。

　頭の中にあるのは、今告つげられた言葉だけ。

『会いたい奴がいるなら会えばいい』と、久瑠宮は確かにそう言ったのだ。

「…………本当か？」

　ニヤニヤ笑う教師の顔をにらんで、念を押す。

　久瑠宮は「もちろんだとも」と首しゆ肯こうした。

「教師が生徒に噓うそを教えるわけがなかろう？　仮かり釈しやく放ほう中、貴様らは自由だ。保護観察官に従したがい、遵じゆん守しゆ事じ項こうを守ってさえいれば、何をしようがおとがめなしさ」

「…………条件は？」

　再び尋たずねる。優秀というのはどれくらいの成績で、仮釈放が認められるのは何人までなのか。それら細かな条件を、最初に確認しておかなければならない。

　久瑠宮は丸めたプリントを弄もてあそびながら、

「全十科目の合計点数で、学年三位以内に入ること。プリントにもある通り、それが仮釈放の最低条件だ。その上で普段の生活態度に問題なしと判断されれば、仮釈放が許可される。基準はそれほど厳きびしいものではないから、安心するがいい。モヒカンくらいの素そ行こう不ふ良りようであれば、満まん場じよう一いつ致ちで撥はねられるだろうが……」

　吐き捨て、久瑠宮が顔を歪ゆがめた。

　授業すらマトモに出たことのないモヒカンは、赤点最有力候補。まず間違いなく補習なわけで、久瑠宮としては今から気が重いのだろう。

「クソッ、あのファッキンブタ野郎！　死ね！　死ね死ね、死にさらせ！」とわめき、プリントをズタズタにする姿を見ていると、同情せずにはいられない。

「ふんっ。質問は以上か？」

「……はい。ありがとうございます」

　うなずき、京輔は腰を下ろした。プリントに書かれた内容を読みこむ。

　頭のよさも普通レベルな京輔にとって、学年三位以内というのは、容よう易いに達成できる条件ではない。仮釈放のハードルは高かった。

　――けれど。

（できるできないじゃねぇ。やるんだ！　赤点とか補習とか、そんなもんにビビってやがる場合じゃねぇぜ。何がなんでも三位以内に入って、オレは――）

　外に出る。たとえ一週間でも元の場所に戻って、会うのだ。

　京輔を待ち続けている妹に。顔を見せて謝り、安心させてやりたい。

　時間はかかるかもしれないが、必ず帰ると。

　それまで辛しん抱ぼうしていてくれと。

　――だから。

　未成年の殺人犯が集まる、異常な学まなび舎や《プルガトリウム更生学院》。

　冤えん罪ざいによって無理やりブチこまれた京輔は今、決意していた。

　七月下旬の金曜日。期末テストまで残り十日。

　生まれて初めて、死しに物もの狂ぐるいで勉強することを……。




「ああ、それからもう一つ。重大なお知らせがある」




「……あん？」

　授業の準備をし始めていた京輔は、何事かと久瑠宮を見る。

　重要でも、大切でもなく――重大。

　響きに不吉なものを感じた。

　久瑠宮が「こほんっ」と咳せき払ばらいをする。

「この一年Ａ組に、新しい仲間が加わることになった」




　――転入生だ。




「「「…………ッ!?」」」

　久瑠宮が発した衝撃の単語に、教室内がざわついた。

　殺人犯が放りこまれる学院に転入生とは、どういうことなのだろう。

　しかも七月、テスト直前という時期に……。

　ますます嫌な予感がした。

「中ちゆう途と半はん端ぱなタイミングではあるが……『なるべく早く入学したい』という本人たっての希望と一身上の都合により、異例の転てん入にゆう措そ置ちが取られる運びとなったのだ」

　言って、久瑠宮が新しい鉄パイプを取り出す。

　鉤かぎの形に曲がった先端部分を、生徒たちへ突きつけ、




「転入生は今年のゴールデンウィーク明け、自分が通っていた中学校へ登校。授業中の教室内に侵入し、用意していた改かい造ぞう猟りよう銃じゆうを発砲――しようとした。しかし、組み立て方に不備があったのか、弾は発射されることなく不発ミスフアイア。取り押さえられ、敢あえなく御ご用ようとなったのさ。つまり殺人未み遂すいだな。それでも奴の殺意は紛まぎれもない本物で、銃が動作不良を起こさなければ、神谷の十二人に匹ひつ敵てきする被害者数を出していたかもしれん……ゆえに殺害人数ゼロでありながら、その凶悪さは見過ごすことができないものとして、更生するべく引き取られたのだ」




　鉄パイプを銃に見立てた久瑠宮が「ばぁんっ」と射撃の真ま似ねをした。

　ご丁てい寧ねいにも、京輔の額ひたいに照しよう準じゆんをあわせて。

　血は噴ふき出さなかったが、汗がぶわっと浮かび出る。

（猟銃を持って教室に侵入とか、ヤバすぎるだろ。そんな奴がこれからウチのクラスに来るっていうのか？　怖くて、テストに集中できねぇよ……）

　殺害人数こそゼロだという話だが、ちっとも気休めにならない。

　起こした行動からして、転入生がマトモな人物だとは思えなかった。京輔が戦慄している一方、クラスメイトの多くは色めき立っており、

「へェ、猟銃とかすンげェな！　オレも一回撃ってみてェぜ。バンバンバンッてよ」

「ヒッ、ヒヒヒ……散さん弾だんの嵐で血の雨が降る……一面真っ赤な水みず浸びたし……ヒヒッ」

「日本で銃とは、物ぶつ騒そうなかたですねぇ……ふふ。美人であれば大歓迎ですが」

「ソイツどんだけ凶悪なのまぢで!?　オヤジ狩がりってか、ニンゲン狩りじゃんっ！」

　などなど。席が近い者同士で騒ぎあっている。

　しかし、久瑠宮が一言「黙だまれ」と口にした途と端たん、ピタリと喧けん騒そうが止やんだ。

　生徒は教師に絶対服従。度たび重かさなる恫どう喝かつと暴力によって叩きこまれた教えが、心と身体にすりこまれているのだ。

「まぁ、わたしがアレコレ言ったところで仕方あるまい。詳しいことは直接ご本人の口から語ってもらおうではないか。貴様らも気になるだろう、殺人犯ども？　学友を躊ちゆう躇ちよなく虐ぎやく殺さつしようとしたサイコ野郎が、どんな奴なのか……ククク」

　笑い、久瑠宮が教室前方の入り口を見た。

　皆もつられて視線を向ける。

「よし、いいぞ。入ってこい！」

　久瑠宮が呼びかけた、直後。

　ガラガラガラガラ……と引き戸を開いて、




「失礼シマス」




　調ちよう子しっ外ぱずれな高い声と同時、いよいよ転入生が現れた。

　その姿を映した生徒たちの瞳が一いつ斉せいに見開かれる。

　――転入生は女子だった。

　低い背丈に痩やせぎすの身体。制服の袖そでと裾すそから伸びる肢し体たいは今にも折れそうで、病的なほど華きや奢しやである。

　だが、皆の目を釘くぎづけにしているのは身体ではなく、その『頭』だった。

「ウゥ～ン。視界ガ悪イデスネ」

　教室内をキョロキョロ見回して、転入生が入ってくる。

　本来人間の頭部があるべきそこには、茶色い馬の生首があった。

「「「――――――――」」」

　正体不明の馬人間に、皆が戸と惑まどう。

　血管まで再現された肌の質感はリアルで、艶つや々つやと輝いていた。半開きの口と大きな鼻の穴、ギョロリとむいた目玉が迫力満点である。

「ひいいいぃ!?　ＵＭＡウマです！　未確認動物ですっ！　怪物さんですうううぅ!?」

　ドン引きする京輔の左後ろで、女子生徒が悲鳴をあげた。

　実際はもちろん、本物ではなく被かぶり物ものだろう。それでも、臆おく病びような彼女が恐慌をきたすほどには精せい巧こうであり、インパクトは絶ぜつ大だいだ。

「中ハトッテモゴム臭くさイデスシ。早ク脱ぬイジャイタイデス。息苦シイヨォ～」

　…………加えて、この声。

　パーティー用のヘリウムガスでも吸っているのか、不自然なほど甲高い。

　ゆっくりと教室を横切り、馬人間が教卓へとたどり着くまで、生徒たちはこの不ぶ気き味みな転入生をガン見していた。

「……フゥ。ナんトカここマデ来レマしタ。転ころバナかッたノハ奇跡デス」

「うむ、ご苦労だった。まだ外すなよ？　とりあえず、そのままあいさつをしろ」

「ハイ、ワかリましタ！」

　教壇の上で久瑠宮と会話した後、馬人間が姿勢を正す。

　左後ろでは「ひえぇ!?　こ、ここここ、こっちを向きましたあああぁ!?」と女子生徒が飛びあがり、正面の女子生徒に抱きついていた。

　当の馬人間はというと、そんな騒ぎには目もくれず、ただ正面を――。

　京輔だけを凝視していた。

「…………え？」

　ふいに、京輔は違和感を覚える。

　得え体たいの知れない転入生に対して、ひどく『懐なつかしい』と。

　そんな想いを抱いだいてしまったのだ。

「皆サン、初めまシテ。おはようゴザイます。ワタシがココニ入学シたいト思ッタのはどうシテも会いタイ人がイタからナのデス！　命に代かエテモ絶対ニ会イたい、ワタシニとって、世界デ一番大切ナ人が……ソノ人の後を追ウため、ワタシは銃ヲ手に取ッタのデス！　ナノに一人も殺セなかったトキは、ドウシヨウかト絶望シテいタのデスが……こうシテ無事ニ入学できタこと、とても嬉シク思いマス」

「……おい」

　ヘリウムガスの効果が薄れ始めているのだろう――甲高い声の合間合間に聞こえる、元の声。それは、決して聞こえるはずのない声で……。

「おいおいおいおい」

　自分でも情けないほど声が震ふるえる。

　頭をブンブンと振り、脳のう裏りを過よぎった『ある人物』の姿を打ち消した。

「…………あり得ねぇだろ」

　アイツがこんなところに来るなんて。

　いくら声が似てようが、背せ格かつ好こうが似てようが、雰囲気が似てようが――そんな間違い起こるわけがない。それなのに、

「ウン、嬉しイよ……すっごく嬉シい！　嬉シイ、嬉しイ、嬉シい、嬉しい、嬉シイ、嬉しい嬉シイ嬉しい嬉シい嬉しい嬉シイ嬉しい嬉しイ、狂いソウにナルくらい嬉しい！　アハッ……アハアハ、アハハハハハハハハハハハハ！　あの日突然、引ひキ裂さかれてから毎日毎日、想イ続けてた願いが、ようやく叶かなったんだもん！　クスクス」

　偽いつわりの声が剝はがれていくにつれ、希望が崩れ落ちていく。

　京輔の胸に芽め生ばえた予感は、すでに確信へと変わりつつあった。

　処理しきれない感情があふれ、思考回路を凍結フリーズさせる。

　世界が白く霞かすんでいくようだった。

　絶望の中、転入生が首元へと手をかける。




　――待ってくれ。




　叫びたかったが、口が動いてくれない。

「ああ、やっと……」

　想いは届かず、転入生は止まってくれない。

　頭に被った馬の生首を『邪魔だ』と言わんばかりに脱ぬぎ捨すてて、




「やっと会えたね、お兄ちゃんっ！」




　素顔をさらした、転入生――。

　神谷綾あや花かが、花咲くような笑みを浮かべた。





















「――と、いうわけで！　神かみ谷や京きよう輔すけの妹、神谷綾あや花かです。年齢は十三歳で、お兄ちゃんとは二つ違い。殺した数はゼロ人ですけど、悪かったのは綾花ではなく銃じゆうの方なので、あんまり気にしないでください。ちなみに、さっきの馬とヘリウムガスは久く瑠る宮みや先生がした演出ですよ？　綾花の趣味ってわけじゃないです」

　晴はれ晴ばれとした表情で、綾花が自己紹介をする。

「…………噓うそ、だろ？」












　悪い夢でも見ている気分だった。

　この教室に綾花がいるという光景を、現実として受け止められない。

　――受け入れたくない。

　呆ぼう然ぜんとなる京輔に、綾花が笑いかけてくる。




「噓なんかじゃないよ」




　ナイフのように現実を突きつけ、

「正しよう真しん正しよう銘めい、本物の綾花だよ？　信じられないかもしれないけど、勇気を出して会いに来ちゃいましたぁ！　えへへ。嬉しい？　嬉しいでしょ。嬉しいよね？　綾花はすごく嬉しいよ！　お兄ちゃんにまた会えて、嬉しいっ！　だけど、う～ん……前に見たときよりやつれたかなぁ？　大丈夫？　綾花に会えないのが、そんなに寂さびしかった？」

　反応できない京輔に、綾花が話しかけてくる。

「……あれ？　ねぇねぇ、お兄ちゃん。なんで黙だまっているのかな」

「――――――――」

「ねぇ！　どうして無視するのかなッ!?　せっかく再会できたのに――」

「こらこら。落ち着け、神谷妹。そう急せかしてやるものではない。サプライズがあまりに衝撃的で、神谷もいっぱいいっぱいなのだ。察さつしてやるがいい」

　ヒステリックにわめきかけた綾花は、久瑠宮のフォローで「……ん」と鎮ちん静せい。

「ああ、そっか！　綾花に会えたのが嬉しすぎて、言葉を失なくしちゃってるんですね？　クスクス。仕方のないお兄ちゃんだなぁ……そんなところも、大好きだけどっ！」

　ぽんっと手を打った後、くすぐったそうに破は顔がんした。

　綾花の口調は朗ほがらかで、京輔が知る彼女となんら変わりない。

　――それがおかしかった。

　ここが普通の教室だというなら、わかる。

　しかし、ここはプルガトリウム更こう生せい学がく院いんの教室。クラスメイトは全員殺人犯という、危険極きわまりない場所なのだ。にもかかわらず平へい然ぜんとしていられる綾花の神経が、京輔には理解できなかった。『怖い』とさえ思ってしまう。

　実の妹にそんな思いを抱いてしまったという事実が、京輔を愕がく然ぜんとさせた。




　きいイいいいいぃぃィン、こオおおおおおォぉぉん、

　　かアあああああァぁぁん、こおオおおおおぉぉォン……。




　そうこうしているうちにも時は過すぎ、かすれたチャイムが響ひびき渡わたった。

「彼氏はいますか？」「いません」「好きな異性のタイプは？」「お兄ちゃんです」「好きな食べ物は？」「お兄ちゃ――甘いものです」「趣味は？」「お兄ちゃんに料理を作ってあげることです」「得意料理は？」「お兄ちゃんの好きなものです。肉じゃがとか八はつ宝ぽう菜さいとかロールキャベツとか」「隠し味は？」「愛です（意味深）」エトセトラ。

　行われていた質問タイムを、久瑠宮が切りあげる。

「……よし、そこまで！　自己紹介はこれくらいで十分だろう」

　腕時計で時刻を確認し、黒板に書かれた『神谷綾花』の字を消して、

「開始時間が遅れてしまったが、授業に入るとしよう。再来週には期末テストがあるのだからな？　貴様もさっさと席に着くのだ、神谷妹よ」

「はい、わかりましたっ！」

　元気のいい返事をし、綾花が教壇を降りた。

　足取り軽く向かった先は、京輔の右隣。主あるじが調教されて不在の空席だ。

　綾花はまるで当たり前のように、その机をズラしてくっつけ、

「えへへ。お兄ちゃんのお隣、ゲットしちゃった」

　堂々と着席。イタズラっぽく微笑ほほえむ。

　久瑠宮が「うむ」と満まん足ぞく気げにうなずいた。

「今日からそこが貴様の席だ、神谷妹。好きに使うがいい。ただし、机をくっつけるのは初日だけだぞ？　自分の教科書が届いたら、元の位置に戻して授業を受けろ」

「はぁーい！」

「返事を伸のばすな」

「はい、すみませんでしたっ！」

「よろしい」

「……てへへ。いきなり怒られちゃった」

　綾花がぺろっと舌を出す。

　その表情は終しゆう始し、変わらぬ笑顔。綾花は殺人犯のクラスメイトも、サディスティックな暴力教師も、なんら脅きよう威いに感じていないのだろうか。

　この異常な環境下にあって、京輔の隣で一緒に授業を受ける綾花は、ただどこまでも幸せそうだった。





×　×　×






　一時間目の終わりを告つげるチャイムが鳴り響く。

　綾花に興味を持ったクラスメイトが絡からんでくるより早く、

「……ちょっと来い」

「ひあっ!?」

　京輔は綾花の手を取って、強ごう引いんに連れ出していた。

　教材を片づけている久瑠宮の前を横切り、皆の視線を浴あびながら教室を出て、脇わき目めも振らずに廊下を進む。

「お兄ちゃん、速――ていうか、痛いっ！　手が痛いよぅ！」

　綾花が悲鳴をあげるが、京輔は無視。

「やれやれ。テスト作りは面倒ですねぇ。『お友達』にも手伝――」

「どいてください」

「うわぁ!?」

　隣の一年Ｂ組から出てきた、スーツ姿の冴さえない中年男を突き飛ばして足早に歩き、旧校舎の屋おく上じようへとあがる。

　京輔はそこでようやく足を止め、綾花と向かいあった。

　握にぎられていた手をさすり、「お兄ちゃんってば、乱暴なんだから……手首がもげるかと思ったじゃん！」とぼやく綾花を正面からにらむ。

　綾花が首を傾かたむけ、目をしばたいた。

「なんか表情が硬かたいけど、どうしたのかな。疲つかれてる？」

「――――――――」

　綾花の首が「あれれ？」と逆方向に傾く。

「……お兄ちゃん？　なんで黙っているのかな。ずっとそうだよね？　授業中だって、綾花が話しかけても反応してくれなかったし！　意味わかんないよっ！」

「…………だろ」

「え？　なんて言ったの。もっと大きな声で言ってくれなきゃ、聞こえな――」




「意味わかんねぇのは、お前だろうがッ!?」




「…………っ!?」

　怒ど鳴なられ、綾花が身をすくませた。

　耳を押さえて「お、大きすぎるよ……」と抗こう議ぎする。

　どこまでも緊張感の感じられない綾花に一歩近づき、京輔は吐はいた。

　授業中ずっと押しこめていた感情を、渦うず巻まいていた情じよう動どうを、我が慢まんしていた言葉を――こらえきれずに叩たたきつけた。

「こんなところに入学してきやがって……猟りよう銃じゆうを持ってクラスに乱入？　生徒を銃殺？　何してんだよ……何しようとしてんだよ、お前ッ!?　自分がしたことわかってんのか？　わかってて、そんな風にケロッとしてられんのかよ!?　お前は人を……人殺しをしようとしたんだぞッ!?　なのに、どうして笑っていられ――」




「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁん！」




　怒ど号ごうを打ち消す大音声をあげ、綾花がしがみついてくる。

「だって、だってぇ……寂しかったんだもんっ！　すっごく、すっごく寂しかったんだもおおおおおおぉん！　ある日突然お兄ちゃんがいなくなって、綾花を置いてけぼりにして、綾花はひとりぼっちになって……死ぬほど寂しかったんだもおおおおおおおおおおおおおおおぉん！　寂しくって悲しくって辛つらくて苦しくて、どうすればいいのか全然わからなくって、綾花は毎日毎日、毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日、悩んでたんだもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉんっ！　どうすればお兄ちゃんは戻ってくるんだろうって、どうすればお兄ちゃんとまた会えるだろうって、どうすれば……綾花も、お兄ちゃんと同じところに行けるんだろうって！　悩んで悩んで悩んで悩んで、考えて考えて考えて考えて、探して探して探して探して、綾花は思ったんだもん！　綾花も同じことをすれば、お兄ちゃんと同じところに行けるんじゃないかって……綾花も人殺しをすれば、お兄ちゃんと同じところへ連れていってもらえるんじゃないかって、そう思ったんだもおおおおおおおおおおおおおおおぉん！　だって、寂しかったから……死ぬほど寂しかったからあああああああああああああぁ！　どんなことをしてでも、会いたかったから……うううううううううぅ」

　京輔の胸に顔をこすりつけ、わめき散ちらす。

　回した腕に信じられない力がこめられ、呼吸が圧あつ迫ぱくされた。

「銃が撃うてなかったときは、この世の終わりみたいな気分だったよ……。綾花は一人も殺せなかったから、十二人殺したお兄ちゃんと同じ場所には行けないんだって思った。大勢の人たちに取り押さえられながら、この身一つでなんとか殺してやろうと頑がん張ばったんだけど、ダメで……綾花はずっと泣いていたんだ。お兄ちゃんはもう戻ってこないんだって、お兄ちゃんにはもう会えないんだって、お兄ちゃんと同じ場所にはもう行けないんだって……ずっと、ずううううううぅっと泣き続けてたの。だから……だからね？　あの教室でお兄ちゃんの顔を見たとき、綾花は嬉しかったんだ。すごく嬉しかったの！　ここがどんなに怖いところでも、どんなに危険な人がぞろぞろいても、どんなに苦しい毎日が待ってても、そんなの全部どうでもよくなっちゃうくらい、嬉しくて――」

「綾花……」

「だから、綾花はこんなに幸せなんだよ？　お兄ちゃんがここにいる。綾花のそばで、触れられるくらい近くで……一緒にいてくれる。それだけで、綾花は幸せなんだもん。ああ、会いたかった……ずっとずっと会いたかったよ、お兄ちゃん」

　目を閉じ、身をゆだねてくる綾花。

　その身体からだはすっかり痩せおとろえていた。元々細かった手足は今や棒ぼうきれのようで、ほんの少しでも力を加えたら、粉こな々ごなに砕くだけてしまいそうである。

　何が綾花をここまで変えてしまったのか？




　――そんなもの、京輔以外にあり得なかった。




　京輔を失ったという欠けつ落らくが綾花をさいなみ、追いつめ、蝕むしばんで……。

　ついには、殺人にまで踏ふみきらせてしまったのだ。

　原因は京輔にあるというのに、頭ごなしに怒鳴りつけ、ただその行動だけを責せめようとしていた自分自身をなぐり飛ばしてやりたい。

「…………ごめん」

　謝り、綾花を抱きしめ返す。

　か細い身体が折れないように、優しく力をこめた。

　綾花が「お兄ちゃん？」とほうける。

「ごめんな、綾花……お前にそんな思いをさせちまって、本当にごめん。謝っても許されることじゃねぇのは、わかってる。それでも、オレはお前に謝りたいんだ……ずっとお前に謝りたかった。あの日、突然逮たい捕ほされてから、ずっと……お前に会って、謝りたかったんだ。綾花の方から会いにくるとは思わなかったから、びっくりしちまったけど……今ようやく落ち着いてきた。お前が会いたがってくれてたのと同じくらい、オレも会いたかったんだ。ずっとずっと、綾花に会いたかった」

「お兄ちゃん……」

　思いの丈たけを吐き出す京輔に、綾花が声を湿しめらせた。

　かけがえのない家族の存在を確かめ、その体温を感じる京輔の胸に、じんわりとした喜びが広がっていく。

「お前が人殺しにならなくて、よかった……」

　万が一にも銃弾が発射され、綾花が人を殺してしまっていたら、気がどうにかなっていたかもしれない。だが幸いにも犯行時、猟銃はミスファイア。

　綾花は誰だれも殺していないし、傷つけてもいないのだ。

　京輔の理性は首の皮一枚で繋つながっていた。それでも、綾花が『殺人未み遂すい』という罪を犯したことは事実で、十分すぎるほど衝撃だったが、

「なぁ、綾花――もう二度と、あんな真ま似ねしないよな？」

　抱ほう擁ようを解とき、緊張した声で訊きく。

　綾花は「うんっ！」と力強く首しゆ肯こうして、

「しないよ。するわけないじゃんっ！　綾花だって本当は、あんなことしたくなかったんだもん……お兄ちゃんにまた会うためでもなくちゃ、殺人なんかしたくない。綾花は殺人鬼さんじゃないもん。人殺しは怖いし、大っ嫌いだよ？」

「…………そうか」

　京輔は安あん堵どし、肩の力を抜いた。

　――なら、もういいだろう。

　今、京輔がするべきことは綾花を責めることではない。

　憔しよう悴すいした妹の心を癒いやしてやることなのだ。

　自らにそう言い聞かせ、京輔は綾花と向きあった。

「……だよな。好きで殺人なんてするわけねぇもんな」

「クスクス。当たり前だよ！　そんな怖いヒト、近寄りたくも――あっ!?　けど、お兄ちゃんは別だからね？　たとえ《十二人殺した殺人鬼》さんでも、嫌いになったりなんかしません！　怖がったりもしませんっ！　むしろ、喜んで命を差し出すよ」

　拳こぶしを握って一生懸命、綾花がフォローする。

　どこまでも兄想いな妹に、京輔は相そう好ごうを崩くずした。

「おう、サンキュー。十二人も殺してたらドン引かれるんじゃねぇかと思ってたけど、無む駄だな心配だったな。さすがはオレの妹だ！　ありがたく命を奪うばわせてもら……って、ちげぇええええええぇ！　オレは一人も殺してねぇの！」

　綾花に乗っかりかけた京輔は、慌てて自分の無罪を主張する。

　十二人殺したというのは冤えん罪ざいであること、それには深くて面めん倒どう臭くさい事情があること、学院では殺人鬼のフリをしているということ……。

　それら京輔が置かれている現状を、大おお雑ざつ把ぱに説明してやった。

　ただ、この学院の『正体』については、まだ黙っておく。

　一度に色々ブチまけすぎても、混乱させてしまうと考えたからだ。

　京輔の話を聞き終えた綾花は、「つまり……」と口を開いて、

「綾花とお兄ちゃんは、この学院でたった二人の殺害人数ゼロ同士ってことだよね？　お兄ちゃんとおそろいだなんて、嬉しいなぁ！　えへへ」

　唐とう突とつに破顔。もう一度、抱きついてきた。

　京輔は「うおっ!?」とのけぞる。

「お前なぁ……第一声がそれかよ。オレも嬉しいから、いいんだけどさ」

　呆あきれる京輔の脳裏に、とあるクラスメイトの姿が過よぎった。

　赤あか錆さび色いろのポニーテールに同色の瞳ひとみ――京輔がよく知る女子生徒もまた、殺害人数ゼロの仲間だ。つまり、二人ではなく三人なのだが……。

（アイツが隠してることを、オレの口から話すわけにもいかねぇか）

　そう判断した京輔は、黙ってされるがままになる。

　京輔の胸に顔を埋うずめる綾花の肩が、ピクンッと震えた。




「…………知らない女ヒトの臭においがする」




　確かめるようにくんくんくんっと嗅かぎ、低い声を漏もらす。

　くぐもっていてよく聞き取れなかった。

「なんの臭いがするって？　汗あせ臭くさかったんならワリぃ……ここでは毎朝、刑けい務む作さ業ぎようってもんがあってさ。四時間近く肉体労働させられんだよ。ジャージから着替えたんだけどやっぱり、その……に、臭うかな？」

「あ、ううん！　今のは綾花のひとりごとだから、気にしないでくれるかな？　綾花も気にしないしさ。うん、気にしないから……気にしない、もん……」

「……綾花？」

　何やらブツブツ呟つぶやき始める綾花だったが、本人が『気にしないでくれ』と言うなら、気にしないでおくことにしよう。

　今はそれよりもまず、確認しておきたいことがあるのだ。

「ところでお前、猟銃なんかどうやって――」

　京輔が尋ねようとした矢先、休み時間の終わりを告げるチャイムが響いた。

　綾花が胸から顔を離して、京輔を見あげる。

「ねぇ、お兄ちゃん。ここって、普通の学校よりも厳きびしいところなんだよね……授業に遅れちゃったら、どうなるのかな？」

「…………ぁ」

　みるみる血の気が引いていった。

　授業の開始時刻に遅れた場合どうなるか。

　答えは、もちろん――。





×　×　×






「……よし。今日のところはこれくらいでいいだろう。期末テストに備そなえて、しっかり復習しておけよ？　では、休み時間に入れ」

　久瑠宮が教科書を閉じ、荷物をまとめて教室を去る。

　板ばん書しよで埋め尽くされた黒板は、二箇所だけぽっかり空あいていた。

　放射状に走ったヒビと、その隣にべったり付着している真新しい血けつ痕こん。それら久瑠宮による調教の名残なごりを見つめ、綾花がブルブルと震える。

「カ、カッコイイ……」

　――恐怖ではなく感動で。

「久瑠宮先生、カッコイイ！　強くて優しいヒトだよね」

「お、おう……そうだなぁ？　ハハハ……」

　綾花に笑い返してやりながら、京輔は内心首をひねっていた。

　休み時間が終わった後、二時間目の途中で教室に戻ってきた京輔と綾花を、久瑠宮はあっさり許してくれたのだ。

『積つもる話もあっただろうし、仕し方かたあるまい』と。

　一秒遅刻してきただけで生徒を滅めつ多た打うちにする、あの久瑠宮が。

　しかも、授業の終わりがけ、保健室から還かえってくるなり、

『ヒャッハー！　オレサマ復活だぜ、ギャハハ……って、あアアアァーン!?　誰だァ、このちんまいガキは？　他ひ人とサマの席に座ってンじゃねェよ！　ブッ殺――』

『貴様の席はあの世だろうが!?　速すみやかに着席して死ね、マザファッカアアアァ！』

『おぎゃあああああああああああああああァ!?』

　からんできたモヒカンを鉄パイプで撃退し、守ってくれたのだ。綾花が目を輝かせる気持ちもわからなくはない。

「あの先生が担任だったら、安心して授業を受けられそうだよ」

「いや、どうだろう？　今日はたまたま機嫌がよかっただけじゃねぇかな」




「…………京輔」




　そのとき、一人のクラスメイトが話しかけてくる。

　京輔の左隣に座る、赤錆髪の女子生徒だった。

　彼女は興味深そうな目で京輔と、その右隣に座る綾花を見比べて、

「ちょっと、色々聞かせてほしいんだけど……いい？」

　遠えん慮りよがちに問いかけてくる。

「――――――――」

　綾花の笑顔が消失し、女子生徒をにらみつけた。

　だが、女子生徒に顔を向けている京輔は、綾花の変化に気づかない。

「ん……ああ、まだ紹介してなかったな。コイツは妹の――」

「神谷綾花です。初めまして！」

　立ちあがり、綾花が自己紹介をする。

　綾花はわざわざ机を回って、女子生徒のところへ移動すると、

「お兄ちゃんのお知りあいですか？」

　にこやかに訊いた。

　瞼まぶたの半分下りた瞳で、女子生徒が綾花を仰あおぐ。

「……ええ。あたしは紅あか羽ばね鋭えい利り。席が近いこともあって、お兄さんとは仲良くさせてもらってるわよ、それなりに。まぁ、同い年だし」

「へぇ、そうなんですね！　紅羽鋭利さんですかぁ、ふぅ～ん……」

　女子生徒――鋭利の言葉を聞いた綾花が、品しな定さだめをするように見つめた。

　何度か鼻をひくつかせた後、「……このヒトだ」と呟く。

　たちまち、綾花の眉み間けんにしわが寄った。

　鋭利はそんな綾花の態度を、警けい戒かいだと捉とらえたらしい。組んでいた脚あしをほどいて姿勢を正し、高圧的な雰囲気を和やわらげる。

「……そんな風に身み構がまえなくっても、心配いらないわ。あたしはあんたに危害を加えるつもりなんてない。もちろん、お兄さんにもね」

「――手は出さない、と？」

「ええ。だから、あんまりにらまないでもらえる？」

「そうだぞ、綾花。コイツ、見た目はちょっとアレだけど、初う心ぶで優しい奴なんだ」

　鋭利が「ハァ!?」と顔を赤らめた。

「見た目がアレってどういう意味よ!?　初心なんかじゃないし！」

「初心じゃないなら、ビッチなんですか？」

「んなっ……」

　さらっと尋ねる綾花に、鋭利は絶ぜつ句く。

　綾花がイタズラっぽく舌を出す。

「冗じよう談だんですよ？　外見通りだなんて思っていませんし」

「……チッ」

「オレの妹に舌打ちすんな！」

「……なんであたしが怒られるのよ。死ねばいい」

「お兄ちゃんに向かって『死ね』とか言わないでください！」

「だから、なんであたしが怒られるのよ……」




「あのあのっ！」




　ふてくされる鋭利の後ろから、女子生徒が身を乗り出してきた。

　栗くり色いろのショートヘアに亜あ麻ま色いろの瞳、綾花に負けず劣おとらず小こ柄がらな彼女は、立ちあがってお辞じ儀ぎ。緊張しながら自己紹介をする。

「は、初めまして！　いがらち……五十嵐いがらし舞まい那な、十四歳ですっ！　わたしも鋭利ちゃんと同じで、京輔くんにはいつもお世話になっていて、あの……いつもお世話になってまちゅ！　ああ、二回も言ってかんじゃいました、あうあう。ええっと……」

「…………あざとい」

「ふえぇ!?」

「なんでもないです。うざいだなんて思ってませんよ？」

「はわわ。思ってないなら、よかったです……安心しました！」

「はい、綾花も安心しました！　あなたがアホで」

　綾花の物言いにちょくちょく刺とげが含ふくまれている気がしたが、仲良く笑いあっているので無問題だろう。鋭利が仏頂面なのは、まぁいつものことだし……。

「ねぇ、お兄ちゃん。このヒトたちが、親しくしてるお友達？」

「だな。クラスで一番仲良くしてる奴らだ」

「ふぅ～ん……」

　綾花は鋭利たちを見てから、京輔へと顔を戻して、




「ケンカを売っているのかな？」




　かくん、と首を傾けた。

「…………え？」

「……ハァ？」

「ふえぇ？」

　驚く京輔たちに、綾花が「だって……」と教室内を見回す。

「このヒトたち、クラスで一、二を争う美人さんじゃん。そんな二人をひとりじめするなんて、男の人にケンカを売ってるようなものだよ？　そこに綾花が加わっちゃったらますますヤバイよ？　嫉しつ妬とで殺されちゃうんじゃないかな、お兄ちゃん」

「……………………」

　現に何度か殺されかけている京輔は、ぐうの音も出ない。

　一方、京輔たちの周りでは――。

「まったくもってその通りです！　殺されても文句は言えないんじゃないかと」

「テメェの周りだけ天国じゃねェか!?　地じ獄ごくに堕おちろ！　てか、堕とす！」

「ヒッ、ヒヒ……皆で囲かこんで袋叩きの滅めつ多た刺ざし、女の方は滅めつ多た挿ざし……ヒヒヒ」

「は？　イミプー。ないわー。まぢでないわー。ここはアタシの一人勝ちっしょ？」

　などなど。綾花の発言を耳にしたクラスメイトが、騒さわぎ立たてていた。

　皆、綾花に興きよう味み津しん々しんだったが、京輔たちのせいで話しかけられないらしい。

　京輔、鋭利、舞那の三人はそれぞれ何かと近寄りがたく、クラスメイトともほとんど交流していないため、かなり浮いていた。

　そんな京輔たちのポジションを、クラスの空気で察したのだろう。綾花がこっそりと耳打ちしてくる。

「……お兄ちゃんってさ、ここでは《十二人殺した殺人鬼》のフリしてるんだよね？　実は一人も殺してないこと、このヒトたちには教えてあるのかな？」

「…………ああ」

　声をひそめた問いかけに、京輔は小さくうなずいた。

　京輔たちは他にもいくつか、他の生徒が知らない秘密を共有している。

　プルガトリウム更生学院の正体が、殺人犯を更生させる場所ではなく、殺し屋として育てあげる場所だということ。二年生から実際に、殺し屋のカリキュラムが開始されること。卒業しても出られるのは表社会ではなく、裏社会であるということ……。

　それら、一年生が本来知らないことを知っているというのも、京輔たちが他の生徒と積極的にかかわりたがらない理由の一つだった。

　そして、何より――ここは異常な生徒が集まる、異常な学び舎。

　気の許せる仲間以外は全員、学友ではなく『敵』だと思った方がいい。

「ふぅん……そんなに信頼してるんだ？」

　綾花が、鋭利と舞那を探るように見つめる。

「おう。頼りになるし、信用できる奴らだ。女子更衣室とか女子寮りようとか、オレがついてやれねぇ場所もあるからさ。何かあったら、二人を頼れ？」

「えー。お兄ちゃんが去きよ勢せいして、お姉ちゃんになる……っていうのは？」

「却きやつ下かだ。ナニ言ってんだよ」

　真顔でのたまう綾花に呆れ、鋭利たちへと視線を向けた。

「お前らも頼む。オレの妹を助けてやってくれ」

　手をあわせてお願いすると、鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らして、

「……言われなくてもわかってるわよ、そんなこと」

「せっかくですから、仲良くしましょう！　わからないことや困こまったことがあったら、なんでも相談してくだちゃいねっ！　か、かんじゃいました……」

　最後の最後で失敗して落ちこむ舞那に、京輔は苦笑。

「よしよし」となぐさめてやりながら、友人たちの心強さに感謝する。

「二人とも、ありがとな。綾花も……」

「――――――――」

「……綾花？」

　親の仇かたきでも見るように、綾花がある一点を凝視していた。

　舞那の頭をなでる、京輔の手元を――。

「え？　あ、ごめん。何かな、お兄ちゃん？」

　しかし、次の瞬間には穏おだやかな表情に戻っている。

　綾花は首を傾かしげており、鋭利と舞那も怪け訝げんな顔をしていた。

　……気のせい、だろうか。

「いや、大したことじゃねぇ……綾花も二人と仲良くしてくれよ、ってこと！　オレがわざわざ頼まなくても、綾花だったら問題ねぇとは思うんだけどさ」

「うん。善ぜん処しよする」

　微笑み、綾花が鋭利と舞那へ向き直る。

　ツインテールをぴょこんっと揺らし、頭を下げた。

「お兄ちゃんともども、よろしくお願いします。お二人には訊きたいことが山ほどあるので、後でゆっくりお話ししましょうね？　クスクス」

「訊きたいこと？　なんだそりゃ」

「お兄ちゃんには関係あるけど、ありません。いないところで話します」

「あるけどないって、どっちだよ……」

　男子禁制の話題だろうか。よくわからない。

　仲良くなってくれるなら、どんな話でも構わないのだが。

「……ええ、よろしく」

「よろしくお願いします！」

　あいさつを交かわす三人を前に、京輔が一安心していると、

「あっ、いたいた！　あの娘こがうわさの転入生だね？　フシュー」

　朗らかなソプラノボイスが響いた。

　特徴的な排気音に、京輔の呼吸が停止する。

　……そうだ。すっかり失念していた。

　綾花に紹介しなければならない人物が、まだ残っていたのだ。





×　×　×






「ああっ、もう仲良くなってるじゃないか!?　ずるい！　私も混まぜておくれよ」

　うらやましげに言って、声の主ぬしが真っすぐ近づいてくる。

　気がつけば、廊下には軽い人だかりが生まれていた。隣クラスの生徒たちが、転入生を一目見ようとやって来たのだろう。

　好奇の視線が注そそぐ中、声の主は堂々と教室を横切り、




「やぁ、皆！　今日も元気な一年Ｂ組、氷ひ河かわ煉れん子こちゃんだよっ！」




　京輔たちの前まで来ると、その場で一回転。

　人差し指をほっぺに当てて「きゃるん♪」と、謎なぞのぶりっ子ポーズをキメた。

　綾花があんぐり口を開いて、女子生徒――煉子の顔を凝ぎよう視しする。

「おやおや、私の美び貌ぼうに見とれちゃってるみたいだね？　同性すら虜とりこにしちゃう自分の美貌が恐ろしい！　ごめんよ、転入生ちゃん……美しすぎてっ！　フシュー」

　うそぶく煉子の顔面は、漆黒のガスマスクで覆われていた。

　プラスチックの薄暗いのぞき窓に、円えん柱ちゆう形けいの吸収缶キヤニスター。昆こん虫ちゆうめいた仮面ですっぽり素す顔がおが隠されているため、秀しゆう麗れいさなど皆かい目もくわからない。

　ヘッドフォンまで着用しており、その姿は『異様』の一言だ。

　京輔たちは見慣れているから問題ないものの、初対面の綾花はさぞ衝撃を受けていることだろう。

「……………………」

　しばらく待っても反応しない綾花に、煉子が「おや？」と首を傾かしげた。

「どうしたんだい、転入生ちゃん？　まさか、本当に見とれて――」

「話しかけないでください」

「シュコッ!?」

　煉子がショックを受けたように固まる。

「見た目も大たい概がいおかしいですけど、言動まで意味不明です。変なマスクで顔を隠してるのに『美しい』とか……あなたみたいな変人さんとは、関わりたくありません」

　にべもなく一いつ蹴しゆうされた煉子が、慌あわてふためいた。

「うわあああぁ!?　なしなし、今のなし！　持ちギャグだから！　本気で言ってるわけじゃないからあああぁ！　そ、そんな目で私を見ないでおくれよぉ……」

「……はぁ。持ちギャグなんですか、ソレ？」

　綾花が煉子のガスマスクを指さす。

「うん。だからね、きちんとツッコんでくれなきゃ、私がアタマのおかしい子だと思われちゃうんだよ。シュコー……わかってくれたかな？」

「あ、はい。よくわからないヒトだということは、よくわかりました」

「そ、そうかい……ちっともわかってもらえてないのは、よくわかったよ」

　煉子がしょんぼり肩を落とした。

　京輔は「……ったく」と後頭部をかいて、二人の橋はし渡わたしをしてやる。

「あー……コイツ、見た目はブッ飛んでるけど、中身はそれほどでもないぜ？　鋭利や舞那と同じ、オレの友達だ。割と普通にいい奴だから、仲良くしてやってくれ」

「…………むぅ」

　懇こん願がんする京輔に、綾花が唇くちびるをとがらせた。

「……また女の人じゃん」とぼやいて、

「お兄ちゃんがそう言うなら、いいけど……お友達は選んだ方がいいんじゃないかな？　ガスマスクを持ちギャグにするような痴ち女じよは、どうかと――」

「な、なななな、なんだってええええええぇ!?」

　突とつ如じよ、煉子が素すっ頓とん狂きような声を出す。

　綾花がビクッと身を引いた。

　煉子はその分ずいっと近づき、両肩をつかんで、




「お兄ちゃんっ!?　もしかして、君は……京輔の妹なのかいっ!?」




　興奮した声で尋ねる。自己紹介を聞かされていない煉子は、ようやく綾花が京輔の妹だと気づいたらしい。

　ガスマスクから顔を背そむけて、綾花が「……そ、そうですけど」と答えた。

　煉子はますますテンションをあげ、綾花の顔をのぞきこむ。

「言われてみれば、似ている気がするね？　目元なんかそっくりだ！　他にもいっぱい面おも影かげがあるよ。うんうんっ！　可愛らしい妹ちゃんだなぁ。フシュー」

「ちょっ……ああもう、離れてくださいっ！　マスクが近いんですってば！」

　身をよじって煉子から逃れ、綾花が京輔の陰かげに隠れた。




「なんなんですか、いきなり!?　綾花が妹だから、何――」




「……………………アヤカ？」




　瞬間、煉子がすさまじい重低音を発する。

　明るかった声こわ音ねが変へん貌ぼうし、ドス昏ぐらい感情を帯おびた。

「「…………ッ!?」」

　その落差に綾花がたじろぐ。

　京輔の心臓も跳はねた。

　――アヤカ。

　煉子にとって、それは決して聞き捨てならない名前だ。《安全装置ガスマスク》を着けているにもかかわらず、煉子は殺気すら立ち昇らせて、

「今、アヤカって言ったかい？　アヤカって……そう言ったのかい、君が？」

　獲え物ものを捉とらえた猛もう獣じゆうのように身体を沈しずめる。

　のぞき窓が蛍けい光こう灯とうの光を反射して、ギラリと光った。

「……煉子？」「煉子ちゃん？」「ＧＭＫ……？」

　雰囲気を豹ひよう変へんさせた煉子に、皆がそろって困こん惑わくしている。ガスマスクを着けたままの煉子がこんな態度を見せるなど、初めてのことだ。

　異変を感じた鋭利が立ちあがり、煉子の肩に手をかけた。

「ちょっと。いきなりどうしたのよ、あんた？」

「アヤカだよ」

「……ハァ？　この娘の名前がどうし――」

「だから、アヤカなんだよおおおおおおおおおォ！」

　鋭利の手を振り払って、煉子が叫ぶ。

　癇かん癪しやくでも起こしたようだった。

「君は知らないのかい、鋭利!?　アヤカだよ、ア・ヤ・カ！　京輔が世界で一番大事な女の子！　私が告白したとき、京輔はこう断ってきたんだ……『すまない、煉子。オレが愛しているのはアヤカなんだ。だから、お前の想いには応こたえられねぇ』って！　私はアヤカに……妹ちゃんに負けたんだよおおおぉ！　うわああああああぁん！」

　下へ手たなモノマネを披ひ露ろうした後、泣なき崩くずれてしまう。

「「「…………ッ!?」」」

　皆が信じられない目で京輔を見た。

　綾花の頰ほおが、みるみる赤らんでいく。

「世界で一番大事な、女の子……？　愛し、てる……？　こ、告白を…………断った？　え？　ええええええぇ!?　ど、どどどど、どういうことなの、お兄ちゃんっ!?」

「えっ!?　いや、あの――」

　つめ寄ってくる妹に、京輔はうろたえるばかりだった。

　まさか、こんな形で妹愛を暴ばく露ろされるとは……。

　狼ろう狽ばいする京輔に、鋭利たちまでたたみかけてくる。

「京輔、あんた……妹が好きだからって、告白を断ったわけ？　あ、あり得えない……」

「綾花ちゃんは実の妹ですよね!?　ダメです！　そんなの、絶対ダメですっ！」

「うわああああああぁん！　バカバカ、京輔のバカああああああぁ！　私より妹を取るなんて、このシスコンッ！　シスコン、シスコン、シスコおおおおおおォン！」

「だあああぁ、うるせぇ！　お前ら全員、少し黙だまれええええええぇ！」

　鋭利の冷たい視線を撥はねのけ、舞那の制止に耳をふさいで、ポカポカ叩いてくる煉子の拳をガードしながら、京輔は吼ほえた。

　教室や廊下のあちらこちらから、「シスコン……」「シスコンなのか……」「重症だな」「ＧＭＫをフッただと!?」「サ・ツ・ジ・ン！　サ・ツ・ジ・ン！」「俺にはわかるぜ、お前の気持ち……いいよな、実じつ妹まい」「――否いな、義ぎ妹まいこそ至し高こう！」「通報しました」

　などなど。生徒たちの話し声が聞こえてくる。

　最近ようやく落ち着き始めていたのに、また注目を集めてしまった。

　げんなりする京輔の腕に、綾花が「お兄ちゃんっ！」と飛びついてくる。

「ねぇねぇねぇねぇ。お兄ちゃんは、綾花のことを愛しているのかな？　綾花のことを誰よりも、世界で一番愛してくれているのかなっ!?」

「「「――――――――」」」

　騒がしかった生徒たちが、一斉に鎮しずまった。

　京輔の返事に耳をそばだてるように。

「え、えーっと……それは、だな…………」

　綾花が期待に満ちあふれた目で、京輔を見あげてくる。

　――応えてやりたい、と思った。

　京輔にとって綾花は、かけがえのない存在だ。

　その気持ちに噓はない。

　あるのは、気き恥はずかしさだけ。

　どちらが大きいかなど、考えるまでもなかった。

「…………お兄ちゃん？」

「もちろんだ」

「え？」

「オレは綾花を愛してるッ！　綾花のことを誰よりも、世界で一番愛してるッ！　そうだよ、オレはシスコンなんだあああああああああああああああァ！」

　腹の底から声を出し、妹愛をブチまける。

　これで綾花が少しでも元気になってくれれば、という一心だった。

「「「――――――――」」」

　水を打ったような静せい寂じやく。

　叫ぶと同時に閉じていた目を恐る恐る開いた、次の瞬間。

「「「おおおおおおおおおおおおおおおォ！」」」

　割われんばかりの大歓声が巻き起こる。

　恥ずかしげのない答えを返した京輔に、惜おしみのない拍手が贈られた。野や次じ馬うまが盛もりあがる中、鋭利は「……ハァ？」と呆れ、舞那は「あわわ」と動揺している。

　皆の騒ぎに負けない声量で、綾花が「兄ちゃんっ！」と叫んだ。

「綾花も愛してる！　お兄ちゃんのことを誰よりも、世界で一番愛してるっ！　大好きだよ、お兄ちゃん……えへへ。綾花もブラコンだから、両想いだね！」

「そ、そうだなぁ！　両想いだなぁ……ハハハ」

「…………両想い？」

　力いっぱい抱きつく綾花と、今頃になって恥ずかしがる京輔。

　イチャつく兄妹を前に、煉子がポツリとこぼす。のぞき窓には遮しや光こう処しよ理りがほどこされているため、表情をうかがうことはできなかったが……。

「――――――――――」

　固く拳を握りしめ、立たち尽つくす煉子。

　その全身から立ち昇る悋りん気きはすさまじく、誰の目にも明らかだった。





×　×　×






「お兄ちゃん」

「あん？」

「大好きっ！」

「おわああああああぁ!?」

　言うなり綾花に飛びつかれ、京輔はどんぶりを落としかけた。抱かかえた腕に頰ずりしてくる綾花を見下ろし《日ひ替がわり残ざん飯ぱん丼どん》をトレイに戻す。

「お前なぁ……何回目だよ、それ」

「四十三回目だけど？」

「お、おう……」

　殺人犯でにぎわう昼休みの食堂。京輔と綾花は、並んでお昼を食べていた。

　食事中だろうと構わず甘えっぱなしの綾花に、周囲の視線が注ぐ。

『ブラコン』や『シスコン』という単語が聞こえてくるが、綾花は気にしない。京輔に抱きついたまま幸せそうに、四十四回目の『大好き』を口にした。

　京輔の対面で、鋭利がこめかみを押さえる。

「……どんだけ仲がいいのよ、あんたたち」

「兄妹っていうより、恋人みたいですよね……」

　鋭利の隣に座る舞那も、箸はしをくわえてぼんやり京輔たちを見ていた。

　綾花が京輔から離れ、これ見よがしに胸を張る。

「ふふんっ。綾花とお兄ちゃんは家族で、しかも両想いですから！　恋人なんかより、ずううううううっと強い絆きずなで結むすばれてるんです。――ね、お兄ちゃん？」

「お、おう……」

「お、おう……じゃなくてっ！　さっきからそればっかじゃん！」

「……そうか？」

「そうだよ！　今ので二十八回目」

「お、おう……」

「二十九回目！　なのに、お兄ちゃんの『大好き』はまだ七回だけしか聞いてない……もっとたくさん『大好き』って言ってよ！」

　頰をぷくっとふくらませ、綾花が京輔をにらんだ。

　機き嫌げんを損そこねる妹に、京輔がどう返したものか逡しゆん巡じゆんしていると、




「鬱うつ陶とうしいなぁ」




　聞えよがしに吐き捨てられる声。

　向かいのテーブル席についた煉子が、ひとりごちるように、

「とか思ってるんじゃないかな、京輔も。私はそう感じてるけどねぇ？」

「「「……………………」」」

　京輔たちはもちろん周りの生徒も食事の手を止め、煉子に顔を向けていた。

　口をつぐんでうつむいたまま、煉子は皆の視線を受け止める。

　ギスギスとした居い心地ごこちの悪い沈黙が流れた。

　――のも、つかの間。

「お兄ちゃんっ！　負け犬さんの遠とお吠ぼえは無視して、早く食べよう？」

　綾花が当てこするように、明るく話しかけてくる。

　自分の《日替わり残飯ドリア》ではなく、京輔の《日替わり残飯丼》を手に取ると、一口分をスプーンですくい、

「はい、あーん」

　京輔の口元に差し出してきた。

「――――――――」

　煉子のガスマスクが京輔たちを捉える。

　爛らん々らんとした氷蒼色アイスブルーの双そう眸ぼうが透すけて見えるようだった。

「……どうしたのかな、お兄ちゃん？　手が疲れるんだけど」

　戦慄する京輔を急かし、綾花がスプーンを揺らす。

　むくれる綾花と殺気だつ煉子。

　二人の間で板いた挟ばさみにあう京輔は、背中にたっぷり汗をかいていた。

　どちらの機嫌を取るかで、散さん々ざん迷まよった挙あげ句く――。

「ぱくっ」

「きゃーっ！」

　差し出されたスプーンに食らいつく。

　綾花が勝どきの歓声をあげた。

「シュコー……」

　選ばれなかった煉子は、がっくりと消しよう沈ちん。テーブル席の仲間になぐさめられながら、パックゼリーとストローチューブを用意し、のろのろ食事の準備を進める。

　傍はた目めにもはっきりわかるほど落ちこみ、元気を失なくしていた。

　心の中で『すまん』と謝る京輔に、綾花が二口目を差し出してくる。

「はい、お兄ちゃん。あーんして？」

「ま、またかよ……」

「うん。嫌なの？」

「嫌じゃねぇけど……」












　衆しゆう人じん環かん視しの中、妹にご飯を食べさせられるというのは、かなり恥ずかしい。

　顔を赤らめまごつく京輔に、鋭利と舞那が三さん白ぱく眼がんを向けてきていた。

「……どうしようもないシスコンね」

「……どうしようもないシスコンさんです」

　二人は同時に嘆たん息そくすると、それぞれの残飯メニューに手をつける。初めて四人で食事をする機会なのに、綾花は京輔にばかりからんできていた。

　――ただ、それも仕方がないのかもしれない。

　殺人を犯そうとしてまで会いたかった家族との、待ちに待った再会。

　なりふり構わず甘えたくなる気持ちはわかる。

　煉子は『鬱陶しい』と口にしていたが、京輔自身はそう思っていなかった。

　なんだかんだ、こんな風に妹から慕したわれるのは嬉しいわけで……。

「ぱくっ」

「きゃーっ！」

　ままよと開き直った京輔は、再びスプーンに食らいつく。

　綾花が黄色い声をあげ、幸せそうに微笑んだ。

「えへへ。美お味いしい？　ああ、ごめん……美味しくないよね、こんな残飯」

「美う味まいよ」

「え？」

「綾花が食べさせてくれるものなら、なんでも美味い」

「本当に!?　ありがとう、嬉しいっ！」

「お前もほら、あーん」

「はむっ」

「美味いか？」

「うんっ、美味しい！　お兄ちゃんが食べさせてくれる残飯、すごく美味しい！」

　その後も仲むつまじく互いのメニューを食べさせあう京輔と綾花を、食い入るように眺ながめる鋭利たち。いつしか、その手は動きを止めている。

「こ、これは……精神的にクるわね。ブラコンっていうか、ブラクラ？」

「見てるこっちが恥ずかしくって死んじゃいますよぉ……あうあう」

「――――――――」

　鋭利が顔を引きつらせ、舞那が赤面し、煉子が硬直していた。

　そのとき、綾花が「あっ!?」と声をあげ、

「ほっぺにご飯がついてるよ？　まったく、世話が焼けるんだから……」

　京輔の頰に付着していた米粒を取り去る。

「ぺろっ」

「ひゃあ!?　おい、何してんだよ!?」

「何って、ほっぺのご飯を取ってあげたんじゃん。『ひゃあ!?』だって！　相変わらず可愛い反応だなぁ。クスクス」

　綾花が舌をのぞかせ、可お笑かしそうに笑った。

「いや、手で取れよ……」と京輔が頰を押さえた、次の瞬間。




　――グシャッ。




　煉子がパックゼリーを握にぎり潰つぶす。

　黄緑色ライムグリーンの半固形物が飛び散り、制服を汚した。

「あらあら。煉子ったら、もう……」

　隣の女子生徒がハンカチを取り出し、拭ふいてやろうとしたとき。

　拳をテーブルに打ちつけ、煉子が勢いよく立ちあがる。

「きゃあっ!?」

　女子生徒の巨体が突き飛ばされて転がり、頭に被かぶっている小こ麦むぎ袋ぶくろが脱ぬげた。

　だが、煉子はそれを無視。

　乱暴な手つきでチューブを引き抜き、パックゼリーを床に叩きつけると、呆あつ気けに取られる生徒たちを残して、ズカズカと食堂を出ていく。

「――――――――」

　去さり際ぎわ、一瞬だけ振り返った煉子は、綾花を見ていた。

　ガスマスクを隔へだてていても感じられる、ギラギラとした鋭するどい眼がん光こうで……。

「あっ……お兄ちゃん！」

「待ってろ」

　立ちあがった京輔の裾をつかんで、見あげてくる綾花。

　その手を優しく引きはがし、頭をなでる。

「すぐ戻るから。鋭利たちと一緒に、大人おとなしく待ってろ。いいな？」

「うううぅ。で、でもぉ……」

　食い下がろうとする綾花を置いて、煉子の後を追いかけた。

《安全装置》であるガスマスク――強すぎる殺意や殺さつ戮りく衝しよう動どうを抑おさえるための装置がつけられていて尚なお、今の煉子には平気で人を殺しかねない気配がある。

　放っておけば、何をしでかすかわからなかった。

　だから、京輔は走る。邪魔な生徒を押しのけ、急いで煉子を追いかけた。





×　×　×






「…………何しに来たんだい？」

　旧校舎の二階へ続く階段。

　階上から踊り場を振り返り、煉子が問いかけてくる。

　無機質なプラスチックの双眸が、無感情に京輔を見下ろしていた。いつもは情じよう緒ちよ豊かな声すら平へい淡たんで、その殺さつ伐ばつとした雰囲気はまるで別人だ。

「あのまま、愛いとしのアヤカちゃんとラブラブしてればよかったじゃないか。どうして、わざわざ追いかけて来たんだい？　愛してもない女のことをさ」

「愛してもない女って――」

「じゃあ、愛しているのかな？」

「ん。そ、それは……」

「……愛してないんだろう？　君が愛してるのは、アヤカだもんね。だったらアヤカといればいい。一番大事に想ってる娘こといればいいんだ。一番じゃない私のことは放っておいて、二人でイチャイチャしてればいいのに……」

　煉子が拳を握りしめる。

　口振りこそ淡たん々たんとしていたが、隠しきれない激情が伝わってきた。

　その迫力に呑のまれる京輔を、煉子は「フシュー」とあざ笑い、

「私がアヤカを殺すとでも思ったのかな？　私があの娘をくびり殺して、このイラだちを鎮めるんじゃないかって……だから、私を追いかけてきたのかなァ？」

「……ああ」

「そうかい……やっぱり、私を心配して来てくれたわけじゃないんだ。ほんの少しでも期待しちゃった私が、バカみたいじゃないか。シュコー……」

　嘆息し、煉子がゆっくり階段を下りる。

「……うん。確かに私は、アヤカを殺したいって思っているよ？　《安全装置》が着けられているのに『殺したい』って感じちゃってる。でもね、京輔――」

　四段下ったところで足を止め、煉子が言葉を止めた。

　手を耳元へ持っていき、着けっぱなしのヘッドフォンを外す。

　しばらく立ち尽くした後、煉子は告げた。




「聴こえないんだよ、殺意メロデイが」




「…………え？」

「殺したいって思ってるのに旋せん律りつは流れず、静かなままで……こんな経験、初めてだ。君がアヤカと仲良くしているところを見ていたら、胸がムカムカしてきて、どうしようもなくイライラしてきて、いてもたってもいられなくなった！　泣きたくって、叫びたくって、暴れたくって、壊したくって、殺したくなって！　だけど、やっぱり何も聴こえないんだ。とても静かで、その静けさが不ぶ気き味みで、気持ち悪くて、落ち着かなくて、わけがわからなくって……耐えきれずに、飛び出してきたんだ」

　うめき、煉子が――《殺害機関マーダー・メイド》が頭を抱える。

　殺人のために生み出された煉子は本来、ありとあらゆる感情が『殺す』行為へ至いたってしまう存在だ。煉子を殺しへ駆り立てるのは、強すぎる殺意や殺戮衝動。

　それが、煉子には旋律として聴こえるのだという。

　煉子が装着しているガスマスクは、その殺意メロデイを抑えるための《安全装置》だった。

　にもかかわらず、煉子は殺意を抱いだき――しかも、メロディは流れない。

　かつて経験したことのない事態に、煉子は混乱しているのだろう。

「私は今までたくさん人を殺してきたよ？　殺意メロデイが響き、鳴めいじるままにね。なのに今、殺意は黙ったままなんだ。黙って私に『殺せ』と言ってる……ううん、殺意が命じてるんじゃない。私自身が思っているんだ。殺意に突き動かされることなく、私だけの純粋な気持ちで『殺したい』って」

「煉子……」

　京輔に初めて正体を明かしたとき、煉子は言った。

　殺意が生まれなくても感情は生まれる、と。

　憎い相手を『殺したい』と感じる――それも立派な感情だ。




「すまん。実はさ、一つ誤解させてたことがあるんだ」




「…………へ？」

　いきなり謝る京輔に、煉子がほうけた声を出す。

　黒いガスマスクの向こう、隠された瞳を見つめて、

「オレが綾花に抱いてる気持ちは、お前が考えてるような気持ちじゃねぇんだよ。オレは異性としてじゃなく、家族として綾花を愛してる。世界で一番大事に思ってるのは、本当だけど……比べられるものじゃねぇんだ」

「ええっ!?　だけど京輔、君は私の告白を断って――」

「ああ。だから、その……ごめん。アレな、綾花が原因みたいな言い方してたと思うんだけど、違うんだ。綾花はまったく関係がねぇ。綾花がいようがいまいが、オレの答えは変わらなかったと思う」

「……なら、なんでわざわざあんな断り方をしたんだい？」

「お前が勘違いして、それで殺意が止まってくれてたっぽいから……下手に訂てい正せいできなかったんだよ。オレも、命は惜しいしさ……」

「――――――――」

　弁べん解かいする京輔を、煉子が無言で見下ろしてきた。

　排気口から「シュコー……」と溜ため息いきがこぼれる。

「つまり、アレかい？　君は私の誤解に気づいていながら放置して、アヤカの存在を盾たてに、私の好意をやり過すごそうとしてた――っていうことなのかなァ？」

　中断していた歩みを再開し、煉子が階段を下りてきた。

「…………す、すまん」

　後ろめたさから、つい目を逸そらしてしまう。

「なるほどねェ、よくわかったよ。君が私に言いたいこと、謝りたいことはわかった。だけど、残念――」

　瞬間、煉子の気配が動いた。

　勢いよく階段を蹴けると、

「おわあああああああああぁ!?」

　踊り場に立つ京輔へ飛びかかり、押し倒してくる。

「……グッ!?」

　後頭部を強打し、もだえる京輔。

　その身体を下した敷じきにして、煉子が嗤わらった。

「フシュー。残念だったね、京輔ぇ～？　私の好意をやり過ごせなくて！　君に対する私の想いはアヤカなんていう盾、もろともしないんですよーだ！　私も君と同じだよ。アヤカがいようがいまいが、私の気持ちは変わらない……必ず君を夢中にさせて、殺してあげる。だからね、謝る必要なんかないのさ」

「…………煉子」

　重苦しい声音が一変、煉子はいつもの調子を取り戻していた。

「むしろ、お礼を言いたいくらいだね。確かに、私は君に一番大事な女の子がいても、あきらめるつもりはないよ？　ただ、あそこまでラブラブな様子を見せつけられたら、ちょっぴり心が折おれそうになった。いくら頑張っても、勝てないんじゃないかって。――だけど、違った。違ったんだよ！」

　馬乗りになった煉子が、ガスマスクを近づけてきた。

　目と鼻の先にあるのぞき窓に、京輔自身の顔が映うつりこむ。

「あの娘に勝つ必要は、ないんだもんね？　君にとってのアヤカは異性じゃなくて家族なんだし。つまり、私が手を出すまでもなく最大の恋敵ライバルは消えた！　これで心置きなく君を落とすことができるよ、京輔。フシュー」

「え、えーっと……」

　身の危険を感じた京輔は、さり気なく話題を変えることにした。

「そうだな！　じゃあ、誤解も解けたことだし、綾花と仲直りして――」

「やだ」

「……………………」

　即座に断られてしまう。

　煉子は京輔から顔を離すと、かぶりを振って、

「今の今まで『殺したい』とさえ思ってたんだよ？　そんな相手と親しくするなんて、無理無理。できっこないない！　いくら私が心優しいお姉さんでも難しいねぇ」

　肩をすくめる煉子の言い分に、京輔は「……だよな」とうめいた。

　やむなく二人の仲をあきらめかけたとき、




「――って、言いたいところなんだけど」




　煉子が明るい声を出す。

　京輔は「えっ」と拍ひよう子し抜ぬけして、ガスマスクを見た。

「あの娘は、君の妹……身内だもんね？　近い将来、君のお嫁よめさんになる私としては、是ぜ非ひとも仲良くしておきたい相手なんだよ。どうせだったら、お互たがい家族ぐるみの付きあいをしたいし。嫁と小こ姑じゆうとがギスギスしているのは嫌だろう？」

「……ま、まぁな」

　一部ツッコみたいところはあったが、素直にうなずいておく。お嫁さんはともかく、友達と家族には仲良くしてもらいたかった。

「アイツはオレと違って、腕うでっ節ぷしも強くねぇ……マジで普通の女の子だからさ。お前が力になってくれるんだったら、オレも綾花も助かるし」

「うんっ、任せてよ！　鋭利や舞那より先に、仲良くなってみせるから！」

　腰に手を当て胸を反そらして、煉子が張はりきる。

「おう。期待してるぜ、煉子！　……ってことで、そろそろどいてくれないか？」

「やだ」

「…………なんでだよ」

　煉子が「フシュー」と、艶なまめかしく笑った。

「せっかく押し倒してるんだし、このまま襲っちゃおうかなぁ～って。君が妹ちゃんとイチャついてたのを思い出したら、私もイチャイチャしたくなっちゃったんだよね……どうだろう、京輔？　『あーん』の代かわりに、私と『あんあん』するのは――」

「断る」

「…………なんでだい」

　覆おおい被かぶさろうとしていた煉子が、不ふ服ふくそうに身体を離す。

　京輔は煉子の顔を指さしてやった。

「……萎なえるんだよ、ソレ」

「ああ、コイツが邪魔なのかい……シュコー。林りん監かん学がつ校こうでのビキニといい、京輔をメロメロにする一番の障しよう害がいは、案外このマスクなのかもしれないねぇ……やれやれ。困ったものだよ。ママが戻ってきたら、なんとかしてもらわなくっちゃだなぁ」

　煉子がガスマスクの表面をなで、ブツブツとぼやく。

　これでも素顔は絶世の美少女なので、煉子の言葉もあながち間違いではない。惚ほれた瞬間ブチ殺される京輔は、マスクの存在に感謝した。

「……まぁ、いいけどねっ！　これぐらいのハンディキャップは乗り越えてみせるさ。恋は障害が多いほど燃える……真正面から攻めるだけじゃダメなら、外そと堀ぼりからじっくり攻めるまでだよ。妹ちゃんと仲を深めて、好感度をあげて、うまく味方につけることができれば、京輔も落としやすくなるだろうしねぇ？　フシュー」

　煉子が妖あやしげな笑い声をこぼす。

　後半はくぐもっていて、よく聞こえなかったが……。

「とにかくっ！　安心していいよ、京輔。恋敵じゃないとわかった以上、君の妹ちゃんとはとことん仲良くさせてもらうから。名づけて『小姑ＡＹＡＫＡアヤカ攻略作戦』！　君が私に嫉妬するくらい、親密な間あいだ柄がらになっちゃうんだもんね。フンシュコーッ！」

　どうやら殺やる気ではなく、やる気になってくれたらしい。

　拳を突きあげ気き炎えんを吐く煉子に、京輔は感謝と心強さを感じていた。






















「ねぇ、お兄ちゃん。どうして一年生だけこんなところに追いやられてるの？」

　窓から差しこむ午後の陽ひが、格こう子し模も様ようの影かげを落としている。

　壁かべは一面落書きだらけ、荒こう廃はいしきった旧校舎の一階廊下を歩きながら、綾あや花かが素そ朴ぼくな疑問を口にした。

　プルガトリウム更こう生せい学がく院いんの校舎は、二階建ての旧校舎が一棟と、四階建ての新校舎が二棟。全部で三棟存在しているが、一年生が利用できるのはボロボロの旧校舎のみ。

　上級生の縄なわ張ばりである新校舎には、京きよう輔すけもほとんど入ったことがない。

「ん？　ああ、それはな――」

「私たちが腐くさったみかんだからだよ」

　答えかけた京輔をさえぎり、煉れん子こが意い気き揚よう々ようと語る。

「一年生は上級生と違って、あんまり更生されてないからね。教育に悪いのさ。腐ったみかんは他のみかんをダメにする。それを防ふせぐための措そ置ちだよ、綾花ちゃん」

「……綾花はお兄ちゃんに訊きいたんですけど？」

　笑顔が消え、冷たいジト目に変わった。

「そんなにツンツンしないでおくれよぉ～。今までの態たい度どは謝るからさぁ～。ちょっと誤解があっただけなんだ。仲良くやろうよ、綾花ちゅわ～ん！」

「ああもうっ、くっつかないでください！　歩きにくいんですってば！」

　抱きついてくる煉子を引きはがし、綾花が京輔の陰かげに隠かくれる。

　煉子が「ありゃりゃ」と腕を下ろした。

「だいぶ嫌われちゃってるみたいだね……シュコー」

「第一印象、最悪だったしな。まぁ、ここから取り返してこうぜ？」

「…………むぅ」

　煉子のことをはげます京輔に、綾花が頰ほおをふくらます。

　京輔たちは現在、放課後の自由時間を利用して、綾花に学院内を案内しているところだった。京輔一人でしてもよかったのだが、仲直りの機き会かいになればと思い、煉子も一緒に連れてきたのだ。綾花はそれがご不ふ満まんらしい。

「お兄ちゃんと二人っきりで回りたかったのになぁ……」

　何かにつけてそんな不ふ平へいをこぼしては、ぶすったれている。

「大体なんです、その格好は。新ネタですか？　綾花のツッコミ待ちなんですか？」

「ああっ、ようやくツッコんでくれた！　そうそう。君と仲良くなるためにわざわざ、久く瑠る宮みやさんから借かりてきたんだよ。好きなんだろう、コレ？」

　煉子が指さす頭にはガスマスクではなく、リアルな馬の被かぶり物ものがあった。

　今朝、綾花が被っていたものである。光沢のある皮ひ膚ふとサラサラの前髪、左右別々の方を向いた目玉が気持ち悪い。綾花がますますムッとした。

「馬の生なま首くびなんか好きじゃないです。自分で被ったわけじゃないです――しっ！」

「うひゃあ!?　し、しまったあああああああああぁ！」

　綾花が素す早ばやく動き、煉子の頭へ手を伸のばす。

　煉子が防御しようとするも間にあわず、被り物をはぎ取られてしまった。

「クスクス。残念でした。これでようやく、素す顔がおが――」

　してやったりと微笑ほほえんだ綾花が、すかさず煉子の前に回りこみ、

「…………見えません」

　がっかりとする。煉子の顔はいつも通り、漆しつ黒こくのガスマスクに覆おおわれていた。

　わざとらしく顔を隠そうとしていた煉子が、「フシュー」と笑う。

「はぁ～い、残念でした！　マスクの上から被ってたんですぅ～。だぁ～まされたぁ、だまされたぁ♪　きぃ～みの行動、お見通しぃ～♪」

「…………～～～～～～っ！」

『先生に言ってやろ』のリズムで勝ち誇ほこる煉子を、綾花が真まっ赤かな顔でにらんだ。

　京輔は無言で煉子の頭にゲンコツをお見み舞まいしてやる。

「痛いたぁ!?　京輔、乱暴はやめてよ！」

「お前がふざけやがるからだ。綾花をおちょくるんじゃねぇっての」

「…………シスコン」

「あァ？」

　握にぎり拳こぶしを掲かかげる京輔に、煉子が「ひゃあ!?」と頭を抱えた。

　綾花が「クスクス」と嗤わらい、京輔の陰に引っこむ。

「残念でしたっ！　お兄ちゃんは綾花の味方なんです。――ね、お兄ちゃん？」

「ああ、もちろんだ。オレはどんなときでも、お前の味方だよ」

「えへへ。お兄ちゃん、好きっ！　大好きいいいぃ！」

　馬の生首を手放し、綾花が京輔に抱きついてきた。胸板に顔をこすりつけ、これでもかと甘え始める綾花を前にして、煉子が感心した声を出す。

「フシュー。綾花ちゃんは、本当に京輔のことが大好きなんだねぇ」

「…………ん」

　その反応を意外に思ったのだろう、京輔の胸から顔をあげ、綾花が煉子をまじまじと見つめた。だが、すぐさま調子を取り戻し、

「当たり前ですっ！　大好きなんかじゃ表現できないくらい、大大大大大好きですよ？　綾花には、お兄ちゃんさえいればいい……他には何もいりません。お兄ちゃんがそばにいてくれるなら、それでいいもん。それだけで――」

「…………綾花？」

　京輔の身体からだをきつく抱きしめ、呪文のように呟つぶやく綾花。

　差さし迫せまった様子の妹に、京輔が困こん惑わくしていると、

「うんうん、わかるよ。君の気持ちはよくわかる！　私も君とおんなじくらい、京輔のことが大大大大、だあああぁ～～～ぃ好きだからねっ！　フシュー」

　煉子が負けじと想いを主張し始める。

　綾花が「……はい？」と低い声を出した。

　京輔から身体を離して、ガスマスクをにらみつける。

「綾花とおんなじくらい？　何言っちゃってるんですか？　綾花が抱いだくお兄ちゃんへの愛を、あなたのチンケな愛と一緒にしないでもらいたいんですけど」

「チンケじゃないよ！　私の愛はすっごくブルータルなんだ。重たくって激しいのさ。軽くて薄うすっぺらい、エモーショナルなだけの愛と同じにされちゃ困るね。デスメタルとポップスくらい違うから。鼓こ膜まくと脳のう髄ずい、まとめて吹ふっ飛とんじゃうよ？」

　煉子の場合、物理的に頭を吹っ飛ばしかねないところが怖かった。重たすぎて圧あつ殺さつ、激しすぎてボロ雑ぞう巾きんにされかねないからな……。

　しかし、煉子の正体を知らない綾花は、物もの怖おじすることなく、

「へぇ、そうなんですか。すごいですねぇ～。デスメタルとか聴きませんけど。あんなうるさいだけの音楽……いかにもアタマ悪いですって感じで、あなたにはピッタリなんじゃないです？　綾花は親しみやすいＰＯＰソングの方が好きだなぁ」

　デスメタルをディスり始めた。途と端たん、煉子が声を荒あららげる。

「うるさいだけ!?　うるさい『だけ』だって!?　シュコー……君は何もわかっていないみたいだね、綾花ちゃん。演奏はもちろん、初心者にはただ叫んでいるだけに聴こえるデスヴォイスにも、実はたくさん種類があって――」

　そこから煉子の熱弁がスタート。

　グロウルだのガテラルだの、スクリームだのスクリーチだの、下げ水すい道どうだの溺でき死しだの、吸すうだの吐はくだの、散さん々ざんまくし立てられた末、綾花が発した一言は、

「ちょっと何言ってるかわかんないです」

　――だった。煉子はその一言を耳にした直後、

「なんでだ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」とデスヴォイスで絶叫。

　モッシュのように綾花を吹っ飛ばし、「綾花に何してんだあああああああああァ!?」と京輔からヘドバンみたいな頭ず突つきをもらって、「ぎゃっ!?」と地面にダイブする。

　綾花を助け起こしてやりながら、京輔は煉子にジト目を向けた。

「……ったく。お前、仲良くする気あんのか？」

「うう……このヒト、絶対仲良くするつもりないよ！　仲良くなるフリをして、綾花のことを殺すつもりだよ。マスクの下で残ざん忍にんな笑顔を浮かべているんだよっ！」

「仲良くする気がないのは、綾花ちゃんだろう……まぁいいけどさ」

　身体についた汚れを払い落としつつ、煉子がぼやく。このまま昇しよう降こう口ぐちにいても仕方がないので、京輔はともかく案内を続けることにした。

　上うわ履ばきから下した履ばきへと替え、外に出る。

　だだっ広い校庭を巡めぐり、体育館や武道場、『煉れん獄ごく園えん』と呼ばれる小さな自然公園などを順ぐりに紹介していった。

　その間、煉子たちはというと――。




「ねぇねぇ。綾花ちゃんは、何か得意なスポーツとかあるのかい？」

「個人競技ならなんでも得意ですよ。集団競技は苦手ですけど。球技とか」

「ああ、球技は私も得意じゃないね。ほら、胸に重たいボールがついてるからさ」

「……はぁ。大きすぎても気持ち悪いですけど。だよね、お兄ちゃん？」

「お、おう……」

「またまたぁ～。いつも私のボールで遊びまくってるくせに」

「待てコラ。デタラメ言ってんじゃねぇよ！　綾花の視線が痛いだろ!?　虹こう彩さいから光が消えて……あの、綾花さん？　どうして、バットなんか構かまえて――」

「お兄ちゃんの……バカあああああああああぁ！」

「ひぎぃ!?」

「京輔の球が死んだデツド・ボール！」




「煉獄園では、色んな動物が飼われているんだよ。ニワトリとかうさぎとか――」

「こういう蛇へびとかですか？」

「うひゃあああぁ!?　そ、そそそそ、その蛇は……ひええええええぇ!?」

「クスクス。なんでそんなに怯おびえてるんですか？　ピンクで可愛らしいと思いますけど……あっ、もしかして苦手なんです？　ほれ、ほれ、ほれぇ～」

「ひぃ!?　やっ、やめ……ダメだから！　その蛇には危ない毒があるからぁ！」

「ごめんなさい、手が滑すべりました」

　――かぷっ。

「うわああああああぁ!?　かっ、かまれたああああああぁ!?」

「煉子!?　待ってろ、今すぐ毒ぶす島じま先生を探して、ワクチンを――」

「そんなへっぴり腰じゃ無理だよ、お兄ちゃん。毒を吸い出す方が早いと思うな？」

「ええっ!?　ダメだよ、ああっ……す、吸っちゃらめええええええぇ!?」




　などなど。案内の最さい中ちゆう、何かにつけて騒ぎを起こしていた。

　結果、京輔と煉子は満まん身しん創そう痍いの疲ひ労ろう困こん憊ぱい。傷を手当てするべく寄った保健室のベッドで、ぐったり横になっている。

　そんな中、綾花だけがピンピンしており、

「ねぇ、お兄ちゃん。新校舎の方は見学したらいけないのかな？」

　生徒手帳の地図を見て、好こう奇き心しん旺おう盛せいな質問をしてきた。

　京輔は「……ん」と身体を起こす。

「いや、入っちゃダメって規き則そくはねぇけど。めちゃくちゃアウェーだぜ？　オレら一年が行っても、悪目立ちするだけじゃねぇかな。やめとこう」

「えー」

　綾花が唇くちびるをとがらせた。

「立入禁止じゃないなら行こうよ！」と京輔の肩を揺すってくる。

　すると、それを見た煉子がすかさず起きあがり、

「そうだよそうだよっ、行こうよ！」

　反対側から揺さぶってきた。

　綾花に同調することで、好感度をあげるつもりだろう。

「あー、はいはい……ったく、わかったよ」

　二対一では勝ち目がないため、京輔は折おれた。

　綾花が「やったぁ！」と歓声をあげ、煉子がバンザイをする。

「やったね、綾花ちゃん！　それっ、いえーい――」

「じゃあ行こっか、お兄ちゃん？」

「……シュコー」

　バンザイからのハイタッチを華か麗れいに無視され、煉子が落ちこんだ。やり場をなくした右手をしずしずと下ろし、京輔たちを追いかけてくる。

「ああんっ。待っておくれよ、綾花ちゅわ～ん！　私のことも忘れないでぇ～」

「……あ、すみません。そういえば、お名前なんでしたっけ？」

「ええっ!?　氷ひ河かわ煉子だよ！　確かに一度も呼んでもらってないけど！」

「一度もじゃなくて一生呼びません」

「ひどいっ！　ひどいよ、綾花ちゃあん……しくしく」

「口で『しくしく』言わないでください。あなた、絶対泣いてませんよね？」

　この二人が仲良くなるのには、まだ時間がかかりそうだった。





×　×　×






「わぁ……綺き麗れいな校舎だね！　一年生とは大違いだよ」

　キラキラ輝く白はく亜あの建物を前に、綾花がうらやましげな声を出す。

　旧校舎から離れた場所に建つ新校舎は、真新しく立派な外観をしていた。並なみ木きや花壇の手入れも行き届いており、路上にはゴミ一つ落ちていない。

　さながら廃はい墟きよのように荒すさんだ旧校舎とは、空気の色すら違って見える。

　昇降口前の広場で立ち止まり、周囲を眺ながめ回した京輔は、

「……よし。じゃあ、さっさと――」

「中に入ろっか」

　回れ右して退たい散さんしようとするも、襟えり首くびをつかまれてしまった。そのまま入り口へ向かおうとする綾花を慌てて引き止める。

「待て待て、違うだろ!?　入るんじゃなくて帰るんだ」

「……なんで？」

「なんでって……」

　訊きき返された京輔は、無言で首をめぐらせた。

　放課後ということもあり、結構な数の生徒が行いき交かっている。その視線は、例外なく京輔たちへと注そそがれていた。否いな、正しくは――。

「フシュー。せっかくここまで来たんだし、中も見学してこうよ。なぁに、堂々とさえしていれば、私たちが一年生だなんてバレやしないさ？　胸を張ろう、胸を！」

　言葉通りに胸を張った煉子の豊満なバストが、柔やわらかそうに揺ゆれ弾はずむ。

　すれ違う上級生のほとんどは、その胸元と顔面を凝視していた。

「おい、あそこにガスマスクを被った女がいるぞ!?」「痴ち女じよか？」「毒ガステロじゃね」「誰だれか《風紀委員》に連絡しとけよ」「つか乳デカすぎるだろ!?」「何カップあるんだ？」「あんなマスクとおっぱい、見たことあるか？」「ないなぁ」「あったら絶対忘れねぇ！」「……ってことは、アイツら一年か」「一年だろうな」「ああ、間違いなく一年だ」

　などなど。上級生の話し声が聞こえてくる。

　ガスマスクに巨乳という煉子の存在感は、新校舎でも健けん在ざいらしい。否いやが応おうにも注目が集まり、京輔たちが一年生だとバレてしまっていた。

　この状態で中に入るのは、いくらなんでも気が引ける。

　厄やつ介かいな上級生に目をつけられて、からまれでもしたら――。




「京輔さまっ!?　そこにいらっしゃるのは、京輔さまですの!?」




　そのとき、女子生徒の甲かん高だかい声が響き渡った。

　上級生のヒソヒソ話が止やみ、静せい寂じやくが訪おとずれる。聞き覚えのある声だった。

　ギクリとして固まった後、恐る恐る視線を向けると、

「ああっ、やっぱり京輔さまですわ！　京輔さま、京輔さまああああああぁ！」

「げっ!?　紗しや魔ま夜や先輩……」

　二階の窓から身を乗り出して手を振る、女子生徒が一人。

　女子生徒は京輔と目があった瞬間、校舎の中を通ってくるのが面倒だといわんばかりに飛び降り、綺麗に着地。猛もう然ぜんと走り寄ってくる。

「京輔さまああああああああああああああああああぁ！」

「ぐふっ!?」

　減げん速そくもせず抱きついてきた。

「林りん監かん学校から二週間、中々お顔を拝はい見けんできる機会が訪れず……わたくし、寂さびしかったんですのおおおぉ！　とっても寂しかったんですのよおおおぉ!?　けれど、まさか京輔さまの方から会いにきてくれるだなんて！　うふふ。わたくし、幸せですわ……ああ、京輔さまっ！　お慕したい申もうしあげております、京輔さまああああああぁ！」

　胸板に頰をこすりつけ、女子生徒が歓喜する。

　可か憐れんなウェーブを描く蜂はち蜜みつ色いろの髪に、宝石のような翠玉色エメラルドの瞳。

　――紗魔夜沙さ姫き。京輔たちが林監学校で知りあった、三年生の先輩だ。

「ちょっ……落ち着いてください！　お、落ち着いて――」

　抱きついたまま離れぬ紗魔夜に声をかけるが、聞こえていない。

「京輔さまぁ、京輔さまぁん……ハァハァ。いい匂においですのぉ……ハァハァ」

「死んでおくれよ」

　よだれを垂たらす紗魔夜の頭に、ローリングソバットが叩たたきこまれた。

「ぎぃやあああああああああああああああぁ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　後頭部に蹴りを食らった紗魔夜が悶もん絶ぜつし、アスファルトをのた打ち回る。

　煉子が「シュコーッ！」とファイティングポーズをとった。

「もうっ、京輔に何してるんだい!?　大人しくあきらめたのかと思ったら……よっぽど私にブチ殺されたいみたいだねェ、紗魔夜ちゃん!?」

「で、でででで、出ましたわああああああああああああああああああああああああぁ！　化け物ですのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「誰が化け物だい!?　乙女おとめに向かって失礼だよ、君！　延えん髄ずい突つき割わったげようか!?」

「ひぃえええええええええぇ、ですのおおおおおおおおおぉ!?」

　腰を抜かして後ずさり、紗魔夜が近くの生徒にすがりつく。

　ガタガタ怯えるその肩に手が添そえられた。

「先輩」

「……ふぇ、ですの？」

　涙に濡ぬれた瞳をしばたたかせ、紗魔夜が面おもてをあげる。

　声の主はニコニコと、自分の脚にしがみついている紗魔夜を見下ろし、

「お兄ちゃんとはどういう関係なんですか？」

　――両手で胸ぐらをつかんだ。

　笑顔と行動のギャップに、紗魔夜が「はいぃ!?」と戸と惑まどう。

　綾花の目元がぴくぴく痙けい攣れんし、腕に力がこめられた。

「お兄ちゃんとはどういう関係なんですか、って訊いているんです」

「お、お兄ちゃん？　京輔さまが……お兄さまっ!?　つまり、貴女あなたは――」




「そんなことはどうでもいいんですよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオオオオオオオォ!?」




「ごっ、ごごごご、ごめんあそばせええええええぇ!?」

　紗魔夜が訊き返した途端、綾花がヒステリックに叫び、腕を激しく揺さぶる。

　首を前後にがっくんがっくんさせて、紗魔夜がわけもわからず謝った。

「……で？　お兄ちゃんと先輩は、どういう――」

「その先輩はね、綾花ちゃん……二十一人殺してる、凶悪な連続殺人犯シリアルキラーなんだ」

　脳のう震しん盪とうでぐったりとする紗魔夜に、綾花が尋ねかけたとき。

　それまで静観していた煉子が、重々しい口調で告げる。

　綾花が「えっ!?」と紗魔夜を放り捨て、警けい戒かいするように下がった。

「二十一人？　そ、そんなにたくさん……信じられません」

「うん。虫も殺さないような顔をして、虫けらのように人を殺していく《愛殺家キリングマニア》さ。《殺さつ人じん姫き》なんて風にも呼ばれてる、怖い怖～い人殺しなんだよ。ぶるぶる」

　肩を抱いて震える煉子に、紗魔夜が「……は？」と絶ぜつ句くする。

「貴女あなたねぇ！　自分のことを棚たなあげにして、いけしゃあしゃあと――」

「――なんだい？」

「ひいっ!?　なんでもございませんでちゅのっ！」

　煉子にすごまれた瞬間、縮ちぢこまる紗魔夜。

　林監学校のとき刻きざみこまれた恐怖は、未いまだに消えてないらしい。

　舌までかんで怯える紗魔夜を指さし、綾花が呆あきれ顔で言う。

「……なんか、めちゃくちゃ弱そうですけど？」

「演技だよ。殺すためには手段を選ばず、平気で人をだませる女だからね……ああいう風に『自分はいかにも弱者です』みたいなフリをして油断させ、殺してしまう常じよう套とう手しゆ段だんなのさ。この女の言動は、ほとんどが噓ペテン……つまり罠わなだと思っておいた方がいい」

　紗魔夜が口答えしてこないのをいいことに、言いたい放題だった。

　綾花がさらに紗魔夜から離れ、両手で口元を覆う。

「うっわぁ……腹黒いですね。そんなヒトがどうして、お兄ちゃんを――」

「殺すためだよ」

「えっ!?」

　煉子は真剣な声で語り聞かせた。

「この女はね、綾花ちゃん……ピュアな京輔のことを巧たくみな話術と色香で惑まどわし、自分に惚ほれさせて、まんまと命を奪うつもりなんだ！　さっきみたいに突然抱きついたり、おっぱいを押しつけたり、ときには裸でお風呂に侵入したり、そのまま襲いかかろうとしたり……やりたい放題さ！　心と身体と命、全部まとめて奪うつもりなんだね」

「――――――――」

　紗魔夜を見る綾花の瞳から、光が消える。

「いや、それお前じゃん……」という京輔のツッコミも届いていない様子だ。

　さすがに紗魔夜も黙っておられず、毅き然ぜんとして声を荒らげた。

「お待ちなさいっ！　わたくしが大人しくしてれば、好き勝手にペラペラと……」

　煉子をにらんで立ちあがり、綾花の元へと歩み寄る。

　悪魔のような形ぎよう相そうから一転、天使のような笑顔を浮かべて、

「京輔さまの妹さん、でよろしいんですわよね？　氷河さんの言葉はデタラメですので真まに受けてはなりませんことよ。根ねも葉はもない噓ですわ」

「…………噓」

「ええ、噓ですの。わたくしは心の底から、京輔さまを愛して――」

「噓だあああああああああああああああぁ！」

　紗魔夜の身体を突き飛ばし、綾花が叫ぶように言った。

「きゃあっ、ですの!?」と転がる紗魔夜に、冷たい声を浴びせる。

「綾花がだまされるとでも思いましたか、先輩？　お兄ちゃんを愛しているだなんて、軽々しく口走らないでください。虫むし唾ずが走ります」

「そうだよ、そうだよ！　言っていいことと悪いことがあるよっ！」

　煉子も加勢し、紗魔夜を責めた。

　二人に見下ろされた紗魔夜が「はいぃ!?」と上体を起こす。

「どうして、こんなに集中攻撃されるんですの!?」

「お兄ちゃんに抱きついたからだよ」

「京輔に抱きついたからじゃないかな？」

「ええっ!?　それだけで――」

「「それだけ!?」」煉子と綾花の声が重なった。

「聞いただろう、綾花ちゃん？　この女は異性に抱きつくことくらい、なんとも思っていないんだ。スキンシップに慣なれているんだろうね。とんだビッチだよ」

「ですです。お兄ちゃんとのハグがどれだけ価値あるハグなのか、まるでわかっていませんね!?　メスブタに真しん珠じゆ、泥どろ棒ぼう猫ねこに小こ判ばんです。これだから、ビッチは」

　二人に罵ば倒とうされた紗魔夜が、顔を真っ赤にして言い返す。

「ビッ……ビッチじゃありませんわっ！　わたくしはまだ純じゆん潔けつですの！　●●も●●も●●●も●●●●も、実体験などございませんですし、●●●も●●も●●●●だってまだ妄想しかしていませんわ！　毎晩、京輔さまを●●●にして●●●●してはいますけど、それは恋する乙女のたしなみですの。そして、いつかは実際に……ぐふふ」

「「う、うわぁ……」」

「どうして、ドン引きされるんですの!?」

「ご、ごめんなさい……割と本気で気持ち悪くて」

「特に『ぐふふ』がひどかったよね。乙女がしていい顔じゃなかった」

「がーん、ですの!?」

　紗魔夜が頭を抱え、のけ反ぞった。

　へなへなと崩れ落ち、「わたくし、気持ち悪いんですの？」と自問する。

「はい。キモいです」

「うん。キモいよね」

「ががーん、ですの!?」

　煉子も綾花も容よう赦しやなかった。紗魔夜が真っ白になる。

　その姿があまりに不ふ憫びんだったので、

「……おい。お前ら、言いすぎだぞ？　その辺にしとけ」

　両者の間に入り、待ったをかけてやった。

「京輔さま……」と目を輝かせる紗魔夜に、京輔は手を差し伸べて――。

「えいっ！」

　立ちあがらせようとしたとき、綾花が横からチョップを入れてくる。打たれた繋つなぎ目が離れ、支ささえを失なくした紗魔夜が「きゃあっ、ですの!?」と引っくり返った。

「痛っ……おい、何するんだよ！」

　仰天する京輔に、綾花が柳りゆう眉びを逆さか立だてる。

「お兄ちゃんこそ、何してるのかな!?　この女を助けるなんて――」

「まぁまぁ、綾花ちゃん」

　煉子が間に入って、綾花をなだめた。

「京輔は優しすぎるから、つい誰でも助けちゃうんだよ。純粋だから演技にもコロッとだまされちゃうし……相手のことをおもんぱかるあまり、嫌なことを嫌だと言えないでいるのさ。そういう態度が、あの女をつけあがらせているんだけどね」

「いやいや。お前、どんだけ紗魔夜先輩のこと嫌いなんだよ」

「じゃあ、京輔は好きなのかい？」

「ん…………」

　尋ねられ、京輔は言葉をつまらせる。

　紗魔夜が煉子に殺されかけたように、京輔たちも紗魔夜に殺されかけているのだ。

　しかも紗魔夜は煉子と違って《安全装置》が着けられていないので、いつまた殺しにかかってくるかわからない。好きというより、怖いという感情が強かった。

「ほら、即答できない！　これが答えだよ、綾花ちゃん。フシュー」

「なるほど。よくわかりました。本当は嫌で迷惑だと思ってるのに、付きまとわれてるなんて……可か哀わい想そうなお兄ちゃん。その優しさにつけこんで、無理やり押しきろうとする先輩は最低ですね。二度と近寄らないでください」

「えっ。お前ら、ちょっと待――」

「お兄ちゃん。この先輩は二十一人も殺した連続殺人犯だよ？　綾花は心配してるんだけどな……お兄ちゃんが殺されちゃうんじゃないか、って。なのに、お兄ちゃんは綾花の不安を無視するの？　無視してこの先輩と仲良くするの？　ひどいよ」

「…………うっ」

　涙ぐんだ瞳で上目遣いに見つめられ、京輔は怯ひるむ。

　逃げるように視線を逸そらすと、紗魔夜がこちらを凝視していた。

「京輔さま？　わたくしのことがお嫌いだなんて、噓……ですわよね？」

　問いかける声音も表情も虚うつろで、生気が感じられない。その様よう相そうにただならぬものを感じた京輔は、もつれそうになる舌を懸けん命めいに動かし、

「あ、ええっと……本音を言えば、嫌い――」

「ふわあああああああああああああああああああああああああああああああああぁん、ですのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　――じゃない、ですよ？

　と言い終える前に跳ね起き、紗魔夜が走り出す。京輔たちの脇わきを抜け、涙をまき散ちらしながら、あっという間に遠ざかっていった。




「《殺人姫》が一年坊主に……泣かされた、だと？」




　上級生の一人が呆ぼう然ぜんと呟く。

　降りていた静寂が破られ、広場にざわめきが満ちた。

「あの紗魔夜さまが……し、信じられない。ていうか、どういう関係!?」

「うわさは本当だったのか？　沙姫さんが一年の男子に惚れてるっていう……」

「バカなあああァ!?　先輩は皆のアイドルなのに……マドンナなのにいいいぃ！」

「ファンクラブが黙っちゃいねぇぞ？　アイツら、殺されちまうんじゃねぇか」

「私、トカレフ取ってくる」「僕はＡＫ‐47」「拙せつ者しやは日本刀」「わたしは鋼鉄の処女アイアン・メイデン」

「教師が来る前に片そう」「じゃあ、いつ殺やるか？」「「「今でしょ！」」」




「逃げるぞおおおおおおおおおぉ！」




　叫ぶと同時、綾花の手を引き全力で駆ける。

「わっ!?　お兄ちゃん、速――」

「綾花ちゃん、急いで！　追いつかれたら殺されちゃうよ!?」

　逃げる京輔たちの背後から、怒り狂った上級生が何十人と追走してきた。

　そろいもそろって目が真マ剣ジだ。武器を手にした者もいる。

　追いつかれたら煉子の言う通り、タダでは済すまされないだろう。

　こうして京輔たちの放課後は、先輩たちとの鬼ごっこに費やされたのだった。





×　×　×






「クソッ、逃げ足の速い奴らだ……どこ行きやがった!?　穴だらけにしてやる！」

「自由時間が終わっちゃうよぉ～。じっくりねっとり拷ごう問もんできる時間がないよぉ～」

「ヒャッハアアアァ！　テメェらどけどけどけェ！　オレサマのお通りだアアアァ！」

「うおっ!?　あ、あっぶねぇ……なんだったんだ、今の改造バイク？　世紀末かよ」

「おいコラ貴様あああァ、腐くされモヒカンッ！　わたしの愛車を乗り回すなあああァ！」

「げっ……ロリ宮みやだ！　皆、武器をしまってズラかるぞ!?　見つかったらヤベェ！」

「アァン!?　今『ロリ』とか鳴いたブタはどいつだ？　まとめて叩き潰されたいか!?」

「「「……………………」」」

　舌っ足らずな怒ど号ごうがとどろき、喧けん騒そうが遠ざかっていく。

　そのまましばらく息を潜ひそめていると、何も聞こえなくなった。

　どうやら上級生たちは、久瑠宮に追い立てられて退たい散さんしたらしい。

「……もう大丈夫かな、お兄ちゃん？」

「ああ、たぶん。奴らが戻ってくる前に、場所を移動し――けほっ、けほっ」

「ひゃうっ!?　きょ、京輔……どこを触さわっているんだい!?　ダメだよ、そこは……」

「お兄ちゃああああああああああああああああああああああああぁん!?」

「ちょっ……暴れるんじゃねぇ、綾花！　灰が――げほっ、げほっ、げほっ」

　たまらずフタをこじ開ける京輔。

　四角く切り取られた光の中へ、飛びこむようにまろび出た。

　京輔も綾花も、頭のてっぺんから足の先まで白く染まっている。激しくむせる兄妹に続き、同じく全身真っ白になった煉子が「よいしょ」とのんびり外へ出てきた。

「大変そうだね、二人とも。灰が肺はいに入ったのかな？　なんちゃって」

「うう。ガスマスクとか卑ひ怯きようですよぉ……こほっ、こほっ」

　せきこみすぎて涙目になった綾花が、恨うらめしげに煉子をにらむ。

　煉子は「フシュー」と笑い、灰だらけの制服をパンパンとはたいた。

「暴れるから悪いんだよ、綾花ちゃん？　焼却炉の中ではじっとしてなくちゃ」

「あのですねぇ！　誰のせいで暴れたと――ごほっ、ごほっ。ううううぅ」

「暗くて狭かったんだし、仕方がないだろう？　不ふ可か抗こう力りよくだよ、綾花ちゃん」

　せきこみ続ける綾花の背中を、なだめるように煉子がさする。

　やがて呼吸が落ち着くと、京輔たちは互いの灰を落としあいながら、

「けど、焼却炉の中に隠れるのは妙みよう案あんだったな」

「うんうん。ナイス機き転てんだよ！　おかげで命拾いできた」

「えへへ。綾花は体力がないから、鬼ごっこじゃ捕まっちゃうと思って……かくれんぼには自信があるからね！　でも、なんでこんなに大きいんだろ？」

「ん。そ、それは……」

　――ゴミ以外のものも燃やしているから。

　という《七不思議》があるのだが、怖がらせてしまうと思い、黙だまっておいた。隠れているとき、灰の中に白くて細長いものが埋うもれていたのは気のせいだろう。

「シュコー……さて。汚れも落ちたし、移動しようか！　見つからないように」

「だな。さっさと帰ろうぜ？　アイツらも旧校舎までは来ねぇだろ……」

「だといいけれどねぇ。あきらめ悪いと思うよ、あの子たち？」

「ビッチ先輩、見てくれだけはいいですもんね。信者とか超しつこそうです」

「うんうん。うまい具合に手なずけて、操るところがビッチ臭くさいよ」

「臭い臭～い！　クスクス」

「……お前ら、反省するつもりねぇだろ」

　旧校舎への道すがら、綾花と煉子が紗魔夜の話題で盛りあがる。

　内容的には少しどうかと思ったが――紗魔夜という共通の敵ができ、上級生から協力して逃げたことで、自然に距離が縮まったのだろう。和わ気きあいあいと話す二人を嬉しく思う反面、紗魔夜に申し訳ない気持ちを抱く京輔だった。

　誤解も解く必要があるし、後日きちんと謝罪をさせてもらおう。

「ねぇ、京輔。そろそろ自由時間も終わりだよ？」

「……ん」

　煉子が敷地内の時計を指さす。時刻は十七時三十九分。

　放課後の自由時間は十八時までで、そこから午後の刑務作業が待っていた。尚、五分前にはジャージに着替えて集合していなければならない。

「もうこんな時間か……遅刻するとマズイし、更衣室――」

　言いかけたところで、ふと思い出す。

　本日午後からテスト週間のため、刑務作業が行われないのだ。

　その代わり、十八時までには寮部屋へ戻って、自習を義務づけられていた。

「……じゃなくて、寮に戻ろうぜ」

　幸いカバンは学生寮に置いてきたので、教室に寄る必要もない。上級生も引きあげたようだし、後はのんびり帰路につくだけだ。

　煉子が「フシュー」と伸びをして、豊かな胸と明るい声を弾ませた。

「いやぁ～。刑務作業がないっていうのは、素晴らしいね！　このマスクがついてると視界が悪くて息苦しいから、何をするにも難なん儀ぎなんだよ」

「じゃあ、外せばいいでしょう……いくら持ちギャグだからって、そこまで徹てつ底ていしなくても。あなたはお笑い芸人ですか？　それとも素顔がブサイクなんですか？」

　煉子のガスマスクを見、綾花が首を傾ける。

　相変わらず当たりが強いのは、まだ煉子を警戒しているからだろう。

　しかし、煉子は気分を害することもなく指を振り、

「チッチッチッチ。逆だよ、綾花ちゃん」

「……というと？」

「素顔が美しすぎるから、敢あえて隠しているんだよ？」

「……ああ、はいはい。ギャグですね」

「ううん。冗談ではなく本当さ。私はマスクを外さないんじゃない……外せないんだ。どんなに不ふ便べんで暑苦しくてもね。どうしてだか、わかるかい？」

「おい、煉子！　その話は――」

　さえぎろうとする京輔を、煉子が手の平で制した。

　ガスマスクのことに触れたら、煉子の正体にまで言げん及きゆうせざるを得なくなる。

　ようやく打ち解け始めたこの段階で話すには、少々キツい内容だ。

　せっかく縮んだ距離が開いてしまうかもしれないし、綾花の心に余よ計けいな負ふ担たんを与えてしまうかもしれない。だが、煉子はためらうことなく打ち明けた。




「私がマスクを外せない理由。それはね、私の素顔が危険すぎるからだよ」




「「…………はぁ？」」

　ポカンと口を開く兄妹に、煉子は「シュコー……」と嘆たん息そく。

　ガスマスクの表面をなで、沈しずみゆく陽を仰あおぎながら、

「傾けい国こくの美女って言葉があるだろう？　私の美び貌ぼうはまさしくそれさ。人の心を惑まどわし、狂わせてしまうんだ。私に心奪われた人たちが、私のことを奪いあい、互いの命を奪いあっちゃう……だから、私はマスクを外せない。もうこれ以上、自分のせいで傷ついていく人たちを見たくないんだ。うう……私は、私は――」

「…………ぷっ」

「うん？」

　わざとらしく声をつまらせていた煉子が、綾花を見る。

　足を止め身体を折った綾花は、肩を小こ刻きざみに震ふるわせていた。

　――そして。

「あははははははははは！」

　我が慢まんの限界とばかりに噴ふき出だし、笑い始める。

　煉子のボケがつぼに入ったのだろう、見事な笑いっぷりだった。

「クスクス。なんですか、それ……おもしろいです！　ナルシストな芸風なんですね？　ふふっ……もぉ、わかりましたよ。美人さんってことにしといてあげます！　万に一つもあり得ませんけど。あはは！　おかしなヒトだなぁ……なんか力が抜けました」












　目尻に浮かんだ涙をぬぐう綾花に、煉子が戸惑う。

「ええっと……なんだか、バカにされてる気がするよ？」

「アホな話をするからだ。なんだよ、傾国の美女って……」

　いつになく真ま面じ目めな話をするかと思ったら、いつも通りの煉子節だった。

　綾花もすっかり毒気を抜かれたように、からから笑っている。それはこの学院に来てから初めて、綾花が京輔以外に見せた『本物』の笑顔であるような気がして、

「……ありがとな、煉子」

「うん？」

「なんでもねぇよ」

　首を傾かしげる煉子から、京輔は顔を背けた。

　無意識にこぼれたお礼は恥ずかしく、胸に奇妙なものを抱かせる。

　温かくてくすぐったい、その感情は――。

「お兄ちゃんっ！」

　綾花に勢いよくしがみつかれて、かき消えた。

　京輔の腕に両腕をからめ、微笑む。

「明日と明後日は、学校お休みなんだよね？　綾花と何して過すごそっか」

「……ん？　そうか、明日は土曜だったな……」

　プルガトリウム更生学院は、週五日制。

　授業が行われない土日の過ごし方は、生徒によって様々だった。

　グラウンドで球技をしたり、自室で読書をしたり、ひたすら身体を鍛きたえたり、食堂でだべったり、音楽室で楽器を演奏したり、丸一日ベッドで寝ていたり……。

　学内という限られた空間で、たっぷりとある余よ暇かを満まん喫きつしている。

　ただ、これが意外と難しく、京輔たち生徒は『いかに時間を潰つぶすか』という問題で、しばしば苦労させられてもいるのだが……。

「もうすぐテストなんだし、皆で勉強会を開こうよっ！」

　京輔が答えるより早く煉子が提案してきた。

　綾花の反対側に飛びつき、同じように腕をからめる。豊かな胸の間に挟みこまれて、京輔の左腕が埋もれた。

「ああっ!?　ちょっと、どさくさに紛まぎれて何してるんですかッ!?」

　綾花が腕を離して回りこみ、煉子を京輔から引きはがす。

　その瞳には、燃えるような敵意がこめられていた。

「綾花の大事なお兄ちゃんに、そんなモノを押しつけないでください！」

　先ほどまでの笑顔はどこへやら、一気に機嫌が悪化している。

　視線が注そそぐ胸を持ちあげ、煉子が溜め息を吐いた。

「シュコー……君もおっぱいが気に食わないのかい、綾花ちゃん？」

「違います！　綾花が気に食わないのは、あなた自身です」

「ええっ!?　仲良くなれたと思ってたのに……」

　落ちこむ煉子に、綾花が「べーっ！」と舌を出す。

　煉子がしがみついていた腕を、奪い返すように抱きしめ、

「調子に乗って近づきすぎなんですよ！　騒ぐのは構いませんけど、気安く触らないでください。馴なれ馴なれしいです。あなたもビッチなんですか？」

「ビッチじゃないよ、ニッチだよ！」

「はいはい、そうですね。ガスマスクを被った女の人なんか、どこにも需じゆ要ようありませんもんね？　やっぱり、得体が知れないですし……あなたみたいなよくわかんないヒトにお兄ちゃんはあげませんから！　絶対絶対、あげませんからっ！」

　決して離すまいと、綾花が腕に力をこめた。

　強い拒きよ絶ぜつを示す綾花の態度に、煉子がうなだれる。

「手て強ごわい小姑だなぁ……」

　しかし、すぐさま元気を取り戻して、

「だけど、私はめげないよっ！　押してダメなら引いてみろ、ツッコんでダメならボケてみろ。綾花ちゃんの心を開くためには、まず私が股またを開かなくっちゃね！」

「開いてどうする」

「ビッチじゃないですか、それ……」

　早速ボケをかます煉子に、京輔は呆あきれた。綾花の腕から力が抜ける。

「フシュー。まぁそういうわけだから、よろしくっ！　綾花ちゃんはどう思っているかわからないけど、私は君と仲良くしたいんだ！　ほら、一緒に行こう？」

　言って、煉子が綾花に手を差し出した。

　目の前には分かれ道。右が女子寮、左が男子寮へと続いている。

　異性の寮には立ち入りが禁止されているため、京輔はここで二人と別れなければならない。綾花がピクッと身体を震わせ、再び腕に力をこめた。

「お兄ちゃん……」

「大丈夫だよ。煉子はオレの友達だ。取って食われたりはしねぇ」

「うん。私は至いたってノーマルだからね。女の子を襲って食べたりはしないよ」

「……男の人なら襲って食べるんですか」

　煉子は答えず「フシュー」と笑う。

　綾花が溜め息を吐つき、京輔から腕を離した。

「まぁいいです。マスクさんには色々訊きたいこともありますし……」

「訊きたいこと？　カップ数はＧだよ」

「……お兄ちゃん」

　煉子の答えをスルーして、綾花が京輔を見つめる。

　夜の水面みなもを思わす黒い双そう眸ぼうは、不安に揺らめいていた。

「またすぐ会えるんだよね？　明後日も明々後日も、会えるんだよね？」

「ああ、もちろんだ。毎朝ここで待ってるよ」

　うなずき、頭をなでてやる。綾花がくすぐったそうに瞳を細めた。

「……うん、わかった。なら大丈夫」

　微笑み、綾花が煉子の元へ歩いていく。

　煉子が差し出していた手は、当然のごとく無視された。

「また明日ね、お兄ちゃん！　テスト勉強、サボっちゃダメだよ？」

「わかってる。お前も皆と仲良くな？　それから――」

　手を引っこめて「シュコー……」と消しよう沈ちんする煉子に顔を向け、

「綾花のこと頼んだぜ？　鋭利や舞那たちと一緒に、色々助けてやってくれ」

　頭を下げる。煉子が嘆息を気き炎えんへと変え、張りきった。

「フシューッ！　任せてよ、京輔！　鋭利や舞那の力を借りるまでもない……この世に煉子がいる限り、綾花ちゃんには指一本触れさせないから！」

「あなたにも指一本触れさせませんけど」

「な、なななな、なんだってーぇ!?　――えいっ」

「残念でしたぁ～。外はずれです！　クスクス」

　突き出された煉子の指をかわして、綾花があざける。

　京輔は苦笑し、分かれ道を指さした。

「じゃあオレ、そろそろ行くわ。お前ら、あんまりケンカすんなよ？」

「うん、おやすみ！　心配しなくても、ケンカなんかしないさ」

「おやすみなさい、お兄ちゃん！　明日は二人っきりで過ごそうね」

「異議あり！　独ひとり占じめはダメだよ、綾花ちゃん。明日は皆で勉強会を――」

「しません」

「なんだとおおおぉう!?　表へ出ろぉ、ブラコン！」

「表ですけど。バカなこと言ってないで、早く行きますよ？」

「あ、うん」

「……前言撤回。煉子のこと頼んだぜ？」

　綾花が先頭に立ち、女子寮へと向かう。どうか、自分がいないところでトラブルが起こりませんように――と祈りながら、京輔もまた男子寮への道を歩き始めた。





×　×　×






「…………むぅ」

　シャープペンシルを握りしめた綾花が、ほっぺをふくらます。

　翌日、土曜日の午前。綾花の機嫌は最悪だった。

「今度こそ、お兄ちゃんと二人っきりで過ごしたかったのに……」

　ぼやく綾花を、煉子が「まぁまぁ」となだめる。

「いいじゃないか。皆で勉強した方が、きっとはかどるよ？　フシュー」

「そうですそうですっ！　三人寄れば米べい寿じゆの知ち恵えですし、五人も寄ったらきっと、白はく寿じゆの知恵とかになります。解とけない問題なんてありませんっ！」

「それを言うなら『文もん殊じゆの知恵』だ。おばあちゃんの知恵袋かよ」

「……ふわぁ」

　鉛筆を手に意気ごむ舞まい那なと、ツッコむ京輔。あくびを漏もらす鋭えい利り。

　綾花が「うううぅ……」と歯ぎしりをする。

「はかどりません。むしろ邪じや魔まです。お邪魔虫です。お邪魔虫Ａ・Ｂ・Ｃです！」

　ビシッ、ビシッ、ビシッと煉子たちをさし、綾花がわめいた。

　京輔は「コラ」とペンを下げさせる。

「お前ら、寮で少しは仲良くなったんじゃねぇのかよ……」

「なってませーん！」

「なったよ？」

「なってるといいなぁ」

「なってないわね」

「バラバラじゃねぇか……」

　そもそも、事の発ほつ端たんは一時間前。今朝早く綾花と合流した京輔は空あき教室へ移動し、テスト勉強をしていた。女子寮での話――部屋が独房みたいだったこと、ベッドの寝心地が最低だったこと、看かん守しゆが神経質で面倒臭いこと、鋭利や舞那とお風呂に入ったこと、煉子は寮でもマスクを脱ぬがなかったことなどを、綾花の口から聞かされながら。

　そこまではよかった。ただ、京輔と綾花が勉強し始めてから数十分後、勉強用具を手にした煉子たちが現れ、加わってきたのだ。その結果が、

「…………むぅ」

　コレである。綾花はすっかりふてくされ、消しゴムを千切っていた。

　京輔たちは現在、四つの机をあわせた島で各おの々おの、勉強用具を広げている。

　京輔と綾花が隣同士で、それぞれ向かいに煉子と舞那。

　鋭利だけが一人離れた机で、手持ち無ぶ沙さ汰たにヒジをついていた。

「行ぎよう儀ぎが悪いですよ、まな板さん」

「あんたに言われたくないわ」

　綾花が口にした『まな板さん』とはもちろん、鋭利のことである。

　昨晩お風呂に入ったとき、命名されてしまったらしい。

「シュコー……君は自分より二歳も年下の娘と、成長具合で張はりあってるのかい？」

「……あたしが言ってんのは、行儀のことよ」

　ヒジをついたままアゴをしゃくって、綾花の手元を指し示す。

　むしられ、ボロボロになった消しゴムを離し、綾花が「クスクス」と嗤った。

「まな板さん、ペッタンコですもんね。男の人かと思いましたもん」

「……なんですって？」

「お、おい……やめとけ、綾花！　胸は鋭利の逆げき鱗りんなんだ」

「つまり気にしてるってこと？　まな板さんの弱点、把は握あくしました！」

「そういう綾花ちゃんこそ、ペッタンコじゃないですか？　まだ十三歳ですけど、それにしたって起き伏ふくがなさすぎますし。鋭利ちゃんと大して変わらないんじゃ――」

「うるさいですよ、あっちゃん？　脱いだらすごいとか、あざとすぎです」

　綾花が舞那に消しゴムの破片を投げつける。

　尚、あっちゃんの『あ』は『あざとい』からきており、ちゃんづけなのは響きの問題なんだとか。鋭利の『まな板さん』といい、ひどいあだ名なだ。

「はわわ。ごめんなさい、綾花ちゃん……わたし、着き痩やせするんです」

　消沈するも、舞那はどこか嬉しげだった。あだ名の由ゆ来らいを知らないのだろう。

　ニックネームで呼ばれることを、素直に喜んでいるようだった。

「うう……いいな、いいなぁ！　私も皆とお風呂入りたかったよ。そしたら思う存ぞん分ぶん、私のわがままボディを見せつけられたのに。シュコー……」

「あなたの傍ぼう若じやく無ぶ人じんボディはどうでもいいです、マスクさん。それより、素顔が見たいです。お風呂のときはさすがに外しますよね、そのガスマスク？」

「フシュー。もちろん、お風呂のときも着けたままだよ」

「噓つけ。外してたじゃねーか」

「「「…………ッ!?」」」」

　思わずツッコんだ瞬間、皆が一斉に京輔を見る。

　目をむきあんぐり口を開け、ショックを受けた表情で、

「……は？　外してたって、何よそれ……まさか、女風呂をのぞいて――」

「不道徳です！　破は廉れん恥ちですぅ！　犯罪ですうううぅ！　見み損そこないました……」

「ねぇ、お兄ちゃん……綾花、勉強より教えてほしいことがあるなぁ？」

　鋭利が驚きよう愕がくし、舞那が失望し、綾花がシャープペンシルを構えた。

　そこでようやく京輔は己おのれの失言に気づく。

「あっ!?　待て、違うんだ！　今のはそういう意味じゃなくって――」

「一緒にお風呂に入ったんだよ」

「うんうん、そうそう！　オレが一人で風呂に入ってたら、コイツが乱入してきて裸のおっぱいを……って、ちげええええええぇ！」

　実際、違わないのだが。あの体験を話し聞かせるのはマズイ。

　滝たき汗あせをかく京輔の左目に、綾花がペン先を突きつけてきた。

　逃げられないよう、反対の手で後頭部を固定して、

「……どういうこと、お兄ちゃん？」

　――カチ。笑顔で芯しんを出す。

「あ、綾花……？　あの、目が怖いんだけど――」

「早く答えてほしいなぁ。ほら早く！　早くしないと……」

　――カチ。笑顔のまま芯を出す。

　綾花がペンを押すたび、芯が眼球に向かって伸びてきた。

「おい待て、冗談……冗談だよ、綾花！　こ、言葉のあやで――」

「本当なのかな？　噓をついたら、綾花……怒るよ？」

　――カチカチ。笑顔を消して、さらに芯を出す。

　黒い針はりのような先端は今や、数ミリの距離まで迫っていた。

「……………………」

　綾花の瞳は凪ないだ水面のように静かだったが、底には今にも爆発しそうな怒りの影がある。

　乾かわいた喉のどをゴクリと鳴らし、京輔が口を開こうとしたとき、

「なぁ～んちゃって！」

　割りこんできた指先が、芯の根本を突き折った。

「噓に決まってるじゃないか。異性の寮に入ることすら難しいのに、お風呂をのぞけるわけないよ。一緒に入浴なんて無理無理！　不可能さ」

　机に手をつき、身を乗り出した煉子が、キッパリ否定する。

　事実を知られたくない京輔は、すかさず煉子の調子にあわせた。

「そうそう、無理無理！　冗談だって。真に受けるんじゃねぇっての……ハハハ」

「――――――――」

　綾花はしばし、京輔たちを胡う乱ろんげな目で見つめた後、

「なぁんだ、やっぱり冗談だったんだ！　大丈夫だよ、綾花も冗談だから」

　破顔。京輔から手を離し、突きつけていたペン先を下ろす。

　煉子も「シュコー……」と腰を戻して、騒ぎは一段落となった。

「……ったく。冗談でもやりすぎだぞ、綾花？　ペンは目玉を刺すもんじゃねぇ。字を書くもんだ。マジでやられるかと思ったぜ、ったく……」

「うん。もし本当だったら、あのままプスリといくつもりだったよ？」

「えっ」

「冗談だってば。クスクス」

「……………………」

　悪い冗談だ。顔をしかめる京輔に、綾花が肩を寄せてくる。

　広げられた問題集とノートをのぞきこみながら、

「そんなことより勉強だよ、お兄ちゃん。赤点取りたくないんでしょ？」

「……ん」

　言われて、思い出した。

　今日は勉強するために集まっているのだ。雑談にふけってばかりもいられない。

　気を引きしめ直して、ペンを執とる。

　プルガトリウム更生学院のテストは、試験ではなく死験。

　生死を分ける赤点デツドラインは『平均点の半分未満』だが、この条件が厄やつ介かいだった。

　久瑠宮の調教を避けたい生徒たちは、死に物狂いで勉強するだろう。皆が勉強すれば平均点は高くなり、平均点があがればそれだけ赤点もあがるはず。

　しかも、テストを作成するのはあの久瑠宮だ。

　どんな引っ掛け問題、いじわる問題が出題されるかわからない。

「……範囲も広いし、そろそろ真ま面じ目めに勉強するか」

「うん。わからないところがあったら、なんでも訊いて！　綾花が教えてあげる」

「教えてあげるって、お前……わかるのか？　転入してきたばかりだろ」

　尋ねられ、綾花が「もちろんっ！」と胸を叩いた。

「この学校の授業って、中学校レベルなんでしょ？　だったら全然問題ないと思うな。教材は違っても要点は同じ、ほとんど復習みたいなものだよ」

「ああ、そっか……」

　プルガトリウム更生学院で行われる授業は、中学校の義務教育に沿そっている。

　生徒の年齢がバラバラなため下限にあわせているのだが、シャバで学習済みの生徒も多かった。入学以来、初めて行われるテストの試験範囲であれば尚さらだ。

　得心する京輔に、綾花がにっこり微笑んで、

「だから、お兄ちゃん。綾花と学年三位以内を目指そう？」

　とんでもない目標設定をした。

　なぜ、そんなに高い順位を――と言いかけ、気づく。

　期末テストで学年三位以内に入れば、校外への仮かり釈しやく放ほうが認められるのだ。綾花に会うという動機が失われて以来、すっかり意欲を失くしていたのだが、




「二人で一緒に仮釈放されれば、デートができるじゃんっ！　カラオケとか遊園地とかショッピングとか。思う存分、好きなところに行けちゃうかもよ？」




「「「…………ッ!?」」」

　綾花の言葉に反応したのは京輔ではなく、煉子たちだった。

　ヘッドフォンから流れる音楽にあわせてペンを動かしていた煉子が静止し、問題文とにらめっこしていた舞那が顔を跳ねあげ、鋭利があくびを引っこめる。

　三人の口から、それぞれ「……カラオケ」「……遊園地」「……ショッピング」という呟きが漏れた。

　静まり返った教室内に、京輔の煮えきらない返事が響く。

「う～ん。確かに魅力的だけど、死に物狂いで頑張るほどじゃねぇかなぁ……学年三位以内とか、綾花はともかくオレには相当ハードル高いぜ？」

　初めて話を聞いたときと今では、モチベーションに天と地ほどの差があった。

　試験前からあきらめムードの京輔に、綾花が活かつを入れてくる。

「だから、綾花が助けてあげるんだってば！　そんな調子じゃ、学年三位どころか赤点すらも危ういよ!?　お兄ちゃんは、綾花とデートしたくないのかな？」

「いや、えーっと……」

「私がバッチリ教えてあげるよっ！」

　答えあぐねる京輔の正面、煉子が身を乗り出してきた。

　ガスマスクを寄せ、「フシューッ！」と排気音を荒らげる。

「これでもＩＱには自信があるからね。君をベスト３にするくらいのこと、訳ないさ！　まずは何から教えてほしい？　数学？　英語？　それとも、保健体育？　もじもじ」

「もじもじ言うな。綾花に教えてもらうし、大丈夫だよ」

「ええっ!?　君は実の妹に、保健体育を教えてもらっちゃうのかい!?」

「ああもうっ、邪魔です！　あなたは引っこんでてください、マスクさんっ！」

　煉子の顔をぐいっと押しのけ、綾花がわめいた。

　しかし煉子はあきらめず、椅子を持って回りこんでくると、

「フシュー。ああ、この問題でつまっているんだね？　これは――」

　京輔の右隣に並び、解説をしてくれる。

　綾花が顔を真っ赤にして立ちあがり、煉子を引き離そうとした。

「もおおおおおおぉ！　お兄ちゃんには、綾花が教えてあげるんですってばあああぁ！　綾花のお兄ちゃんを返せえええぇ！　返せったら返せええええええぇ！」

　綾花の叫びがこだまする中、舞那がハチマキをしめる。白い布地には、黒の油性ペンで大きく『仮釈放』と書かれていた。

　瞳にやる気をみなぎらせ、舞那が問題文と対たい峙じする。

「学年三位……アタマの悪いわたしには、無む謀ぼうな挑戦なのかもしれません。それでも、わたしは頑張ることを決めました。『想いは必ず届く』って、京輔くんが言ってくれたから……あきらめずに一生懸命、仮釈放を目指します！」

　そして、舞那が猛もう然ぜんとペンを振るった。

　教室内がにわかに騒がしさを増す。

　その喧騒を横目に、鋭利は一人離れた場所で、

「……仮釈放とか、どうでもいいわ。バカじゃない？」

　やる気なさげに「……ふわぁ」と生あくび。

　ペンの代わりにペディキュアを取り、足のネイルを塗り始めるのだった。





×　×　×






「ああっ、また計算ミスしてる！　ほら、こことここ。解き方はあってるのにもったいないなぁ……つめが甘いよ、お兄ちゃん」

「今のうちから、きちんと見直す癖くせをつけようね？　ベスト３を目指すなら、ケアレスミスこそ命取りだと思うしさ」

　左隣の綾花が答えあわせをし、右隣の煉子が助言をくれる。

　勉強会がスタートしてから、二時間。雑談ばかりではかどらないと思われていた試験勉強は、驚くほど順調に進んでいた。

　最初のうちこそ、どちらが教えるかで争っていた綾花と煉子も、『今は京輔の学力をあげる方が優先』という判断で和解。協力して指導にあたってくれている。




　――意外だったのは、煉子の学力だ。




　教えながら自分も勉強している綾花に対し、煉子は音楽を聴きいているだけ。投げ出されたノートには、皆の下手くそな似顔絵が描かれていた。

　そのくせ、問題文を解く京輔のペンが止まると「あ、これはね……」と一瞬で解き、完璧に説明してのける。その賢さには綾花ですら唖あ然ぜんとし、

「てっきりアタマの弱い人かと思ってました……バカと天才って紙一重ですね」

　ほめているのかけなしているのか、よくわからないことを言った。

　煉子いわく『私の知能指数は五十三万だからね！』とのことだが、つくづく底の知れない奴である。ハチマキをしめ、やる気満々だった舞那も、

「はわわ。五十三万なんて、しゅごすぎる……勝てませんよぉ。あうあう」

　×だらけの問題集を見下ろして、絶望に打ちひしがれていた。

　その気持ちは京輔にもよくわかる。煉子のような生きつ粋すいの天才肌を見ていると、必死に努力している自分が、どうしようもなく無能で無ぶ様ざまに思えてくるのだ。

　この中で煉子に対抗できるのは、綾花くらいなものだろう。

　と思えばもう一人、煉子の学力を知っても平然としている猛も者さがいた。

「……ねむ」

　我われ関かんせずといった態度で瞼まぶたをこする鋭利だ。ネイルを塗り終えた鋭利はあくびをかみ殺し、窓の外を眺めている。

　ネイル道具の下した敷じきになった問題集には、ほとんど手をつけていない。

　京輔の答えあわせを終えた綾花が、意外そうに訊いた。

「まな板さん、勉強しないんですか？」

「……必要ないわ」

　煉子が「おや？」と興味を示し、席を立つ。

「もしかして、鋭利もアタマいいのかな。知能指数はいくつだい？」

「……知らない。計はかったことなんてないもの」

「ありゃ、そうなんだ。ちなみに私は五十三万だよ」

「はいはい」

　バカバカしいと言わんばかりに手を振る鋭利。

　舞那が「す、すごいです……あの数値を聞いても動揺してません！」と目を真ん丸にするが、舞那以外は冗談だとわかっているので、誰も驚かなかった。

「ふぅん？　まな板さんも天才タイプなんですね……負けませんから」

「……別に。あたしは勝負する気ないけど」

　綾花が対抗心を燃やす一方、鋭利はどこ吹く風である。

　裸足はだしをパタパタと振って、ネイルを乾かしていた。

「むうううぅ……」

　余裕の態度を崩さぬ鋭利に、綾花がうなる。

「なんですか、それ。綾花とは勝負するまでもないって言いたいんですか!?」

「まぁまぁ。鋭利はたぶん手て強ごわいよ、綾花ちゃん？　おっぱいに行くはずだった栄養が全部アタマに回ってるからね。知能指数は推定――一億二千万っ！」

　煉子の言葉を聞いた舞那が、「ええええええぇ!?　いっ、一億二千万!?」と椅子から転げ落ちた。鋭利が「……ハァ？」と顔をしかめる。

「うるさいわね。雑談してる暇があったら、勉強しなさいよ」

「いや、あなたに言われたくはないです」

　綾花が「ナイナイ」と手を振り、ツッコんだ。

「……チッ。あたしはいいのよ。必要ないから。勉強なんて、時間の無駄――」

「どれどれ。進み具合はどうかな」

　鋭利が髪を払ったそのとき、煉子が問題集に手をかける。

　瞬間、鋭利の顔色が変わった。

「ちょっ……!?」

　慌てて取り返そうと腕を伸ばすが、煉子はひらりと回かい避ひ。ネイル道具の下から問題集を引き抜き、鋭利の席から離脱した。

「…………す、すごい」

　問題集（数学）をめくった煉子が、感嘆の声を漏らす。

　煉子はもう一度「すごい」とひとりごちた後、興奮気味に叫んだ。




「見事なまでに全問不正解だよっ！」




「「「えっ」」」

　……全問正解ではなく、不正解？

　度ど肝ぎもを抜かれる京輔たちに構わず、煉子は続ける。

「計算ミスとかじゃなくて、解き方そのものがおかしい！　うわぁ……よくこんな基本問題で全ぜん滅めつできたね？　逆にすごいよ。君、ちゃんと授業を聞いていたのかい？」

「鋭利……」「鋭利ちゃん……」「まな板さん……」

「――――――――」

　皆の視線を一身に受けた鋭利は、窓の外を見ていた。

　脚を組み、机に片ヒジをついて、

「べ、別に……こんなの人殺しには関係ないし？　日常生活にも支し障しようないし？　あたしにとっては必要ないのよ、こんなもの。方程式がなんの役に立つわけ？」

　……バカらしい、と切り捨てる。

　堂々とした物言いだったが、つまり開き直っているだけだった。

　煉子が「鋭利っ！」と肩を揺さぶる。

「現実逃避しちゃダメだ！　このままだと補習だよ!?　追試にまで落ちちゃうかもしれないよ!?　京輔との仮釈放デートなんて、夢のまた夢――」

「うるさいッ！」

　煉子の腕を振り払い、鋭利がガスマスクをにらんだ。

　目つきこそ鋭するどいものの、目尻には大粒の涙が浮かんでいる。

「だって、仕方がないじゃない……わ、わからないんだもの。けどバカだと思われたくないし、あんたに教えてもらうのは癪しやくだし、まだ一週間以上あるし。平均点の半分未満なら、別になんとかなるでしょと思って、それで――」












　鋭利が唇をかみ、うなだれた。

　煉子が「鋭利……」と切ない声を出す。

「胸がないのに、学もない……君の栄養はどこへ行ってしまったんだい？」

「中一レベルがわからないとか……まな板さん、アホすぎでしょう」

「鋭利ちゃん……仮釈放を目指さなかったんじゃなくて、目指せなかったんですね」

「お前ら、やめてやってくれ！　アイツにも、その……色々あるんだよ」

　家庭の事情とか。暗殺者の家系に生まれ育った鋭利は、勉強している暇があったら、殺しの技術をみがく日々を送っていたに違いない。

　ケンカと体作りで勉強している暇がなかった、京輔のように――たぶん。

「な、何よ……皆みんなして、そんな目であたしを見ないでよ！　数学がボロボロだったのは一番苦手だからで、他の教科はもっとマシっていうか、つまり、ええっと……」

「もういいよ」

「……え？」

　煉子が憂うれいを帯びた声で言い、鋭利の肩に手を置いた。

「もう強がらなくていいんだよ、鋭利。私が教えてあげる。君の疑問を全部溶とかして、不安を取とり除のぞいてあげる。――だから、ね？　私とテスト勉強しよう」

「煉子……」

　目を見開いた後、鋭利が顔を背ける。

　言いづらそうにもにょもにょ口元を動かし、

「……お、お願いします」

　と素直にうなずいたのだった。





×　×　×






　休日の空き教室に、正午を告げるチャイムの音が鳴り響く。

　英単語をノートに書きなぐっていた京輔はペンを置き、「……ふぅ」と吐息した。

　こり固まった筋をほぐして伸びをしながら、皆の様子をうかがう。

　新たにドッキングされた机では、鋭利が煉子の熱血指導を受けていた。両手で教科書を持って立ちあがり、英文を音読させられている。

「The death of one is a tragedy」

「ダメダメ、声が小さいよ。もう一回！」

「The death of one is a tragedy !」

「そんなんじゃ、気持ち全然伝わってこない！」

「The death of one is a tragedy !!」

「そうっ！　『たった一人の死は悲劇だ』！　けれど――」

「Death of a million is just a statistic !!!　『百万人の死はただの統計だ』！」

「はい、もう覚えた！　この英文覚えたよっ！」

「わぁ、おめでとうございます！　こんぐらちゅれいしょんっ！」

　まだ一時間ほどしか経たっていないが、鋭利の勉強は順調に進んでいるようだ。舞那も煉子の指導を受けているため、京輔には綾花がつきっきりの状態だった。

「……クスクス。まな板さんがおバカさんでよかったよ」

　ほくそ笑み、綾花が身体を寄せてくる。そのお腹なかが「きゅるるる～」と鳴いた。

　瞬間、綾花が「ひゃっ!?」と離れ、顔を赤らめる。

「あ……い、今のは聞かなかったことにしてくれるかな？」

「バカ、無理すんなって。キリもいいし、ここらで休きゆう憩けいしとこうぜ」

「………うう」

　綾花は恥ずかしそうにうつむいて、お腹を押さえていた。今までずっと一緒に暮らしてきたのに、腹の虫くらい――と苦笑し、席を立つ。

「なぁ。お前ら、昼飯はどうする？　今から購買行ってくるけど」

　煉子が「うん？」と顔をあげ、壁時計を見た。

「……あっ、もうお昼の時間なんだね」

「おう。忙しそうだし、買ってきてやるよ。何がいい？」

　――と言っても、選択肢は《残パン》か《冷飯おにぎり》の二択たくのみ。

《焼きそばパン》もあるにはあるのだが、一個だけしか入荷しないため、すぐ売り切れてしまう。今から向かったのでは、到底間にあわないだろう。

「う～ん。私はいつものパックゼリーがあるから、飲み物だけお願いしようかな」

「……あたしはおにぎり。飲み物はお茶」

「わたしは、ええっと……パンといちごミルクで！」

「で、でたあああぁ！　いちごミルクとか、さすがあっちゃん」

　綾花が大げさに驚き、舞那が「そ、それほどでもぉ……」と照れていた。

「了解。んじゃ、ちょっくらパシられてくるわ」

「このまま戻ってこないかもしれませんけど、あしからず！」

　皆の希望を確認した後、綾花と教室を出る。

　人ひと気けの少ない廊下を並んで歩き、購買のある一階へ向かった。




「――あら、神谷くん」




　途中、階段を下りきったところで、見知った生徒とバッタリ出くわす。

　縦二メートル、横一メートル。こちらの視界を塞ふさぐ巨体は、まるで塗ぬり壁かべだ。

　綾花が「わっ!?」と悲鳴をあげ、京輔の腕に飛びついた。

　頭に被った小麦袋ののぞき穴から、つぶらな瞳が綾花を見下ろす。

「この可愛らしい娘こは、転入生の妹ちゃんね？」

「お、お兄ちゃん……誰、このヒト？　誰っていうか……何？」

　京輔の腕にすがりついたまま、綾花が異様な女子生徒を見あげた。

　こんな相手といきなり遭そう遇ぐうしたら、怯えるのも仕方ない。

「ああ、コイツはボブだよ。煉子と同じ一年Ｂ組の生徒だ。見た目はおっかないけど、中身はいい奴だから心配すんな。――で、こっちは妹の綾花」

「ええ。顔をあわせるのは初めてね？　よろしく、綾花ちゃんっ！」

「……よ、よろしくお願いします」

　友好的に差し出された手を、綾花が恐る恐る取る。

　ボブが「ウフフ」と笑い、握あく手しゆを解いた瞬間。




「…………京輔くんの、妹」




　ボブの陰から、女子生徒がひょっこり顔をのぞかせた。

　小柄な身体に長い黒髪、血色の眼まなこが「じぃ～」と綾花を観察している。

　半開きになった口から、透明なよだれが垂たれた。

「肉づきはイマイチ……けど、美お味いしそう……ごくり」

　発達した八や重え歯ばをはみ出させ、舌なめずりする女子生徒。

　綾花が「わっ!?」と再び悲鳴をあげ、京輔の背後に身を隠す。

「あっ……コラ！　初対面で何言ってるの、千ち尋ひろ。はしたないわよ？」

　ボブが慌てて、女子生徒――安あん藤どう千尋を抱きあげた。

　ハンカチでよだれをぬぐってやりながら、

「ごめんなさいねぇ、綾花ちゃん。千尋ってば、人間のお肉に目がないの」

「えっ!?　に、人間の……お肉？」

「……うん。脂あぶらが乗ってて、美味しいよ？　頰肉とか、もも肉とか……じゅるり」

「お、お兄ちゃん……このヒト、なんだか怖いよぉ」

　ほっぺと太もも辺りに視線を注がれ、綾花が身体を震わせる。ボブに拘こう束そくされていなければ、今にも襲いかかってきそうだった。

　血色の瞳をギラギラさせる千尋に、ボブが手提げ袋をあさる。

「あらあら。よっぽどお腹が空すいたのね。コレあげるから、我が慢まんしなさい？」

　取り出されたのは、なんと《焼きそばパン》だった。

　滅めつ多たに食べられない伝説級の逸いつ品ぴんに、千尋が目を輝かせ、

「かぷっ」

「ぁ痛いたあああああああああぁ!?」

　パンではなく、ボブの指にかみつく。

　分厚い皮ひ膚ふに八重歯を食いこませ、「……はむはむ」と味わい始めた。

　ボブが「もぉ」と嘆息し、落としたパンを拾ひろいあげる。

「……まぁいいわ。京輔くんもテスト勉強？」

「あ、ああ……」

　千尋に指をかじらせたまま問いかけるボブに、京輔はうなずいた。

「二階の空き教室で、煉子たちとな。今はお昼の買い出し中だ」

「あらあら。そうなの？　なら、あんまり引き止めちゃうのも悪いわね。わたしと千尋はＢ組の教室で勉強中よ。気が向いたら、遊びにきてちょうだい」

「おう。煉子たちにも伝えとく。……ミチローもいるのか？」

　――鈴すず木き道みち郎ろう。またの名を魔ま境きよう院いん喰くう餓が。左腕がどうしただの、《片翼の死天使アズリエル》だのやかましいので、アイツと勉強するのは骨が折れそうだ。

　ボブは「さぁ？」と首を傾かしげる。

「知らないわ。ミチローくん、一匹狼だもの」

「そ、そうか……」

　林監学校のときは、班が同じで一緒にいただけらしい。

　綾花が「……お友達？」と訊いてきたので、「友達……ではないな」と答える。

　ボブが「あらあら。ミチローくん、可哀想」と苦笑し、千尋を抱え直した。

「じゃあ、わたしたちはそろそろ戻るわね？　テスト勉強、頑張って！　綾花ちゃんもバイバイ。また時間があるとき、ゆっくりお茶でもしましょう？　ウフフ」












「おう、またな。お前らも頑張れよ」

「さようなら。お茶する機会はないと思います」

　見送る京輔たちに手を振り、ボブが階段を上っていく。

　去さり際ぎわ、千尋が「ばいばいっ！」と血ちまみれの八重歯を光らせてきた。

　ほどなくして、二人の姿が階上に消えると、

「はああああああぁ～……」

　肺から空気をしぼり出すように、綾花が溜め息を吐く。

　背後から正面へと回り、上目遣いに京輔をにらんで、




「お兄ちゃんさぁ……どうして、女の人しかお友達がいないの？」




　――問いかけてきた。突き刺すような三白眼が、京輔を貫いている。

　妹の思わぬ迫力に、京輔は「えっ」と気け圧おされた。

「女しか、って……」

「女の人しかいないじゃん。男のお友達いる？」

「いるに決まってんだろ!?」

「例えば？」

「た、例えば――」

　モヒカン、紳しん士じ、宇う佐さ見み、大おお野の木ぎ……エトセトラ。

　顔見知りの男子生徒を、片かたっ端ぱしから思い浮かべてみた結果、

「……ミチロー」

「それ、友達じゃないヒトじゃん。さっき聞いたよ」

「ぐっ!?　そ、そうだった……」

　鋭い指摘を受け、京輔はうめく。

　綾花の目つきがいよいよ険けんを増まし、眉み間けんにシワが刻まれた。

「ねぇ、お兄ちゃん……どうして、女の人しかお友達がいないのかなぁ？」

　綾花の顔が、ずいっと近づけられる。

　吸いこまれそうな黒い瞳が、動揺する京輔を映していた。

「成なり行ゆきっていうか、向こうが勝手に寄ってくるっていうか……」

「向こうが勝手に寄ってくる？　ふぅん、やっぱりモテモテなんだぁ！」

　京輔の言葉を繰り返し、綾花が口元をゆるめる。

　相変わらず、瞳の方はこれっぽっちも笑ってなかったが。

「お、おう……ほら、オレって十二人も殺したことにされてるじゃん？　それさ、学年トップの殺害人数なんだよ。ここが普通の学校だったら、避けられるんだが……」

　かつて《生体兵器アンスラツクス》や《鋼鉄の肉体メタリカ》などと呼ばれていた京輔は、同級生の女子生徒と目をあわせれば怖がられ、話しかければ泣き出され、メアドを訊けばお金を渡され、告白すれば土下座で謝り倒されていた。

　だが、普通ではないこの学院は違う。――逆だった。

「どいつもこいつも、《十二人殺した殺人鬼》のオレに、恐怖どころか興味を抱いてきやがるんだよ。女子がオレにばっかり近づこうとするから、男子は嫉妬して……」

「目の敵かたきにされちゃった、ってことかな？」

「ああ、そんな感じだ」

「ふぅ～ん……」

　綾花が視線を外し、うつむく。

　やがてゆっくり面をあげると、京輔を見つめて、




「――嬉しい？」




　と訊いた。

「…………え？」

　よくわからない問いかけに面食らう。

　京輔の胸元を握りしめ、綾花がすがるように尋ねた。

「モテモテで嬉しい？　今まで女の人から避けられてたのに、今はたくさん寄ってこられて嬉しい？　なぜかやたらと美人が多いし、やっぱり――」

「いや、どうだろう」

「…………え？」

「そりゃ、好意を向けられるのは悪い気分じゃねぇけどさ……相手は殺人犯なんだぜ？　犯してもねぇ罪に惹かれてくる奴らがほとんどだし、はっきり言って迷惑だ」

「迷惑っ!?　迷惑なの、お兄ちゃん？」

　目を真ん丸にして訊き返す綾花に、京輔は苦笑。

　常じよう軌きを逸いつした告白やアプローチの数々を思い出しながら、

「当たり前だろ？　オレは一般人なんだ……奴らのハードな思考や趣味には、やっぱりついていけねぇよ。いくらモテても、死んじまったら意味ねぇし」

　げんなりと呟く。すでに何度も殺されかけているのが、笑えなかった。

　代かわってほしい奴がいるなら、今すぐ代わってやりたい。

　京輔の苦悩が伝わったのだろう、綾花が「そっかぁ……」と表情をくもらせる。

　しかし、すぐさま笑顔になると、

「そうだよねっ！　あんな女の人たちにモテても嬉しくないっていうか、迷惑だよね！　うんうん。あー……びっくりした。綾花はてっきり、お兄ちゃんが女ったらしのプレイボーイさんになっちゃったのかと思ったよ。クスクス」

　京輔から手を離し、足取り軽く歩き始めた。

　先ほどまでの沈んだ空気はどこへやら、すっかり上機嫌である。その変わりっぷりに戸惑いながらも、京輔は綾花の後を追いかけた。

　隣に並び、ぼやくように言う。

「女ったらしのプレイボーイになれたら、苦労しねぇっつーの」

「クスクス。恋人いない歴＝年齢だもんね？」

「うるせぇ。お前もだろーが」

「うん。でも綾花にはお兄ちゃんがいるから、恋人なんていらないよ？」

「お、おう……」

「何照れてるの、お兄ちゃん？　まさか、綾花を恋人にしたいと思って――」

「ねーよ。お前は恋人じゃなくて妹だ。その関係は変わらねぇ」

「あはは。そうだよね！　絶対絶対、変わらないよね？」

「おう。何があってもこのままだ。それが『家族』ってもんだろ？」

「うんっ！　死がふたりを分わかつまで、だね」

　そんな風に語らいながら、手を繋いで廊下を歩いた。

「……ああ。死んでも殺させたりはしねぇけど」

　少し力をこめたら壊れてしまいそうな温ぬくもりを、そっと大事に握りこむ。

　右も左も異常者だらけの学院で、小さなこの手を守りたいと強く思った。





















「この問題が解とける奴はいるか？」

　土曜日はあれから五人で夕方まで勉強会をし、日曜日は綾あや花かと二人でテスト勉強。

　そして、迎えた月曜日――一時間目の授業は『数学』だった。

　真まっ赤かに染そまった鉄パイプで黒板を叩たたき、久く瑠る宮みやが生徒たちを見回す。その足元では眼鏡めがねを叩き割られた男子生徒が、頭から血を垂たれ流して痙けい攣れんしていた。

　男子生徒がチョークで残した問題文の答えには、彼自身の血で大きく『×』と上書きされている。解答を間違えた者の、凄せい惨さんすぎる末まつ路ろだった。

　こめかみに青筋を浮かせた久瑠宮は、鉄パイプで黒板をコツコツと叩き、

「……おい。いないのか？　――あァ!?」

　振り下ろす。打たれた教卓がひしゃげ、白いプリントが舞った。

　この日、久瑠宮の機嫌がすこぶる悪い原因は、とある生徒の狂行だ。

　ソイツは土曜日、久瑠宮の改造バイクを乗り回した末、事故を起こして廃はい車しや。

　続く日曜日、グレネードランチャーを持ち出し『花火大会』を楽しんでいたところ、久瑠宮の手で大おお筒づつにつめられ打ちあげられた。

　それで夜空の星になったと思いきや――今け朝さ、久瑠宮のぱんつを頭に被かぶり、昇降口で元気にブレイクダンスしている姿が目撃されたのである。

　おかげで、久瑠宮の怒りは早朝から限界突破。鉄パイプの犠ぎ牲せいとなった生徒はこれで三人目だった。皆、恐怖で縮ちぢこまっている。

　いくら答えに自信があっても、この空気で自分から挙きよ手しゆできる者など……。




「はい、わかりますっ！」




　京きよう輔すけのすぐ右みぎ隣どなりから、元気のいい声があがった。

　見れば、綾花がピンッと手を伸ばし、自信満々な表情を浮かべている。

「よし。神かみ谷や妹、前に出ろ」

「はいっ！」

　放り捨てられた男子生徒を、医療班が担たん架かで運んでいく中。

　綾花は黒板の前に立ち、スラスラ板書していた。

　京輔は寿じゆ命みようが縮むような思いで、妹の勇ゆう姿しを見守る。

「――正解だ」

　答えに赤で◎をつけ、久瑠宮が綾花をなでた。

　鬼の形ぎよう相そうがあっという間にほころんで、朗ほがらかな微笑ほほえみに変わる。

「「「…………ッ!?」」」

　久瑠宮がそんな顔を見せることなど滅めつ多たにないので、教室内がざわついた。

　あどけない童顔にピッタリな明るい笑顔。綾花もくすぐったそうに目を細めており、その様子は仲の良い姉妹か友達のようだ。

　それまでとは別人のような態度で、久瑠宮がほめちぎる。

「プレッシャーの中、物もの怖おじせず名乗りをあげ、見事に答えを書ききったその胆たん力りよくは、称しよう賛さんに値あたいするぞ。転入してきたばかりだというのに、解答も完璧。見事だ！」

「ありがとうございます、久瑠宮先生！」

「うむ。神谷妹は実に優秀だな。神谷も鼻が高かろう」

「えへへ」

「「「……………………」」」

　久瑠宮が生徒を手放しに評価するのは、前ぜん代だい未み聞もんの出来事だった。

　さわやかな表情といい、真っすぐな言葉といい、普段の久瑠宮らしくない。

　鬼教師が初めて見せる優しさに、生徒たちは唖あ然ぜんとする。

　一方、先週末に転入してきたばかりの綾花は、久瑠宮の態度に疑問を覚えることなく喜び、揚よう々ようと席に戻った。

「貴様らブタも神谷妹を見習え？　期末テストは来週だからな。この程度の応用問題が解けないようでは話にならん。次はきちんと答えてみせろ。――わかったな？」

「「「はいっ！」」」

「いい返事だ。その威い勢せいで来い」

「「「はいっ！」」」

「よろしい。これで一人も挙手しなかったら皆殺しジエノサイドだぞ？」

　八重歯を光らせ、問題の解説を始める。

　最悪だった機嫌は幾いく分ぶん和やわらいだようで、その後はいつも通り、高圧的ではあるものの理り不ふ尽じんな暴力が振るわれることは少ない平和な授業が展開された。

　綾花に最も危害を加えてきそうな人物は、久瑠宮だと思っていたのだが……。

「次は問四の二だ。神谷妹、答えろ」

「はいっ！　ｘ＝７です」

「正解。貴様は本当に出来がいいな。期末テストも期待しているぞ？」

「えへへ……頑がん張ばります、久瑠宮先生っ！」

　いびるどころかほめたたえ、暴力を振るうどころか頭をなでる。

　綾花に対する久瑠宮の態度に、京輔は困こん惑わくするばかりだった。

　しかも、久瑠宮は綾花を持ちあげた後、決まってこうつけ加えるのだ。

「それにひきかえ、ただの神谷は……やれやれ。実の兄妹でここまで差があるとはな。恥はずかしいとは思わんか？　妹を見習え、バカ兄貴」

「……す、すみません」

　綾花が優秀なのは事実だし、比べられるのも慣れている。

　むしろ、兄として誇ほこらしくすらあった。ただ――。

「クスクス。どんまい、お兄ちゃん」

　京輔が罵ば倒とうされても怒らず、笑ってくる綾花。その様子は久瑠宮のことを妙みように慕したっているようで……。

　京輔は胸中、複雑な思いを抱いだくのだった。





×　×　×






「えー。綾花はいい先生だと思うけどなぁ……」

　一時間目が終わって、休み時間。久瑠宮のことを『信用するな』と警けい告こくする京輔に、綾花が渋しぶい顔をする。京輔は「いや」と首を振り、

「自分が気に入らなければ、女だろうが容よう赦しやなく暴力を振るう奴だぜ？　今はいい顔してるけど、腹の底では何を考えてるかわかったもんじゃねぇ。オレも何度かひどい目に遭わされてるからな。ここの教師連中には、マジ気をつけろ」

　言い含めるが、綾花の表情は変わらない。

　落書きだらけの荒すさんだ教室内を見回し、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「先生たちに気をつけろ、って……逆じゃないのかな？　ここは『殺人犯を更こう生せいさせる学校』なんでしょ。なら、悪いのは先生じゃなくて生徒だよ。暴力を振るわれる側にも問題あるんじゃないかなぁ……それに、お兄ちゃんは十二人も殺したことになってるんだもん。目をつけられちゃうのは、仕方がないよ」

「……ん」

　綾花の言葉はもっともで、京輔は口をつぐんでしまう。

　実際、京輔自身もそう思っていた。学院の『正体』を知らされるまでは。

　殺人犯を更生させる学校ではなく、殺人犯を殺し屋に育てあげる学校。そこに勤つとめる久瑠宮たち教師はプロの殺し屋であり、殺人犯よりよっぽど危険な存在なのだ。

　綾花にも、その話をすべきか迷ったが――。

　他の生徒に聞かれるのは避さけたいし、機会を改あらためるべきだろう。殺し屋の授業は二年生からスタートするため、下級生には真実が隠されているのだ。

「まぁ、久瑠宮がヤバイ理由は後で話させてくれ。とりあえず、移動しよう」

「う、うん……よくわからないけど、わかったよ」

　授業の準備をして立ちあがる京輔に、綾花が不ふ承しよう不ぶ承しようと続いた。

　二、三時間目は調理実習なので、教室移動をしなければならない。

「よし。じゃあ、行くか」

　授業が行われる家庭科室は、一階の西端。京輔たち一年Ａ組の教室があるのは二階の真ん中辺りなので、結構離れている。

「……だる」「はわわ」

　鋭えい利りと舞まい那なも立ちあがり、京輔たちはそろって教室を出た。

　東の階段から下り、一階廊下を歩いて家庭科室へと向かう。遠回りな道順のためか、前後にクラスメイトの姿はなく、辺りはひっそりとしていた。

「この学校にも調理実習なんてあるんだねっ！」

　静せい寂じやくの中、エプロンや三さん角かく巾きんが入った布袋を振り、綾花が声を弾ませる。

　廊下を歩く足取りは、いつにも増して軽やかだった。

「嬉しいなぁ……ふふふ。久しぶりに綾花の手料理、食べてもらえるよ！　腕によりをかけまくっちゃうから、楽しみにしてて？」

「綾花の手料理、かぁ……」

　思えば、半年以上も口にしていない。半なかばあきらめかけていたそれを、こんなに早く味わうことができるとは。感かん慨がい深ぶかさに涙がこみあげてきた。

「ああ、マジでめちゃくちゃ楽しみだ。考えるだけで、よだれが……」

「ここのご飯は激マズだもんね」

「だな。思い出すだけで、吐はき気けが――」

「……ふぅん。あんたって、料理できるの？」

　京輔たちの後ろを歩く鋭利が、興きよう味み津しん々しんな様子で加わってくる。

　綾花が振り返り、「もちろんです」とうなずいた。

「炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じは良妻のたしなみですから。アホ羽ばねさんはできるんですか？」

「アホ羽さんて」

　鋭利のあだ名なが『まな板さん』から変わったらしい。

　しかし、鋭利は気分を害することもなく、

「……舞那よりはできるわ」

「ふえぇ!?」

　しれっと矛ほこ先さきを向けられた舞那が、飛びあがる。

　綾花が「クスクス」と嗤った。

「あっちゃん、どん臭そうですもんね。砂糖と塩を間違える、とか」

「「「……………………」」」

「あれ、もしかして図星でしたか？」

　沈黙する京輔たちに、綾花が信じられないという顔をする。

　実のところ、舞那の料理は『砂糖と塩を間違える』どころではなく、何をどう間違えたらああなるのか理解できない代しろ物ものだ。

　この地球上で最も料理をさせてはいけない人物だろう。

「ていうか、お兄ちゃん。もしかして、アホ羽さんやあっちゃんが作った料理を食べたこと…………あるの？」

　野や外がい炊すい飯はんでの悲劇を思い出し、戦せん慄りつする京輔に、綾花が尋ねかけてきた。

　京輔を見あげる三さん白ぱく眼がんは剣けん呑のんで、声は低く沈しずんでいる。

　綾花が怒る理由はよくわからなかったが、京輔は即そく座ざに否定した。

「いや、ないよ。作ってるのを見たことはあるけど」

　幸い――というべきか、野外炊飯ではどちらの料理も京輔が食べる前に片づけられてしまったし、調理実習の班は出席番号順に分けられるため、二人の料理を食べる機会はこの先ずっとないだろう。正直、どちらも進んで食べたいものではなかった。

　鋭利が「……そうね」と視線を逸そらし、舞那がすかさず同意する。

「ないですないです、食べさせられませんっ！　わたしの手料理なんて……」

　慌あわただしく手を振り、舞那がうなだれた。

　その反応が意外だったのだろう、綾花が「あれ？」と首を傾かたむける。

「よくわかっているじゃないですか、あっちゃん。そうですよね～。下手な料理を食べさせられて、お兄ちゃんが体調崩くずしちゃったら大変ですもん」

「あはは……体調崩すだけで済すむなら、いいんですけど」

　気まずそうに笑う舞那の言葉を、綾花は軽口だと受け止めたらしい。

　ことさら大げさな調子で、

「うんうん。砂糖と塩を間違えるくらいだったらいいんですけど、砂糖と砒ひ素そを間違えたり、塩とストリキニーネを間違えたり、胡こ椒しようと青せい酸さんカリを間違えたりしたら、シャレにならないですもんね～。料理で殺されちゃったら、たまったものじゃないです」

「あ、あはは……そ、そうでちゅね？」

　当たらずとも遠からずな綾花の冗談に、舞那が笑顔を引きつらせていた。

　綾花は何かに気づいたように、「……あっ！」と声をあげ、

「けど、あっちゃんも殺人犯ですし、それくらいしてても不思議じゃありませんよね？　愛の手料理を振ふる舞まうフリをして、死の手料理を振る舞う《クッキング殺人鬼》とか？　あざと～い。クスクス。あっちゃんなら、殺やりかねないですっ！」

「……ッ!?　ちょっ――」




「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」




　鋭利が制止しようとした刹せつ那な、舞那が足をもつれさせる。綾花の言葉に動どう揺ようし、足元がおろそかになっていたのだろう。見事な転びっぷりだった。

　前を歩いている京輔に、舞那の身体からだがブチ当たり、

「おわああああああああああああぁ!?」

　為なす術すべもなく巻きこまれてしまう。

　反射的に振り返ろうとしたため、中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で廊下に叩きつけられた。

「グッ!?」

　腰を強打し、うめく京輔。

　その上に、舞那が「あひいいいぃ!?」とのしかかってくる。

「お兄ちゃんっ!?」

「……あんたたち、大丈夫？」

　折おり重かさなってうめく京輔と舞那を心配し、綾花と鋭利がのぞきこんできた。

　左の腰から肩口にかけて痛みを感じるものの、別段大したことはない。

　舞那は抱だきこまれるような形で、京輔の胸に顔をうずめている。

　京輔は「……お、おう」と身体を起こし、腕の中の舞那を気き遣づかった。

「おい、大丈夫だったか？　倒れるときにケガとか……」

「あっ……も、もうまんたいでちゅ！　京輔くんのおかげで――」

「何くっついてるんですかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

「あひぃ!?」

　もじもじして顔をあげた舞那を、綾花が横あいから突き飛ばす。

　舞那はもんどり打ってひっくり返り、廊下の上に転がった。

　目を白黒させる舞那を、綾花が見下ろす。

「どさくさに紛まぎれて何くっついてるんですか、あっちゃん……今転んだの、間違いなくわざとですよね？　そういうの、本気でやめてください」

「ふえぇ!?　ご、ごめんなさい……でも、あの、わざとなんかじゃ……」

「わざとですよね？　何もないところで転ぶマヌケがいますか？」

「おい、綾花――」

　京輔は急いで起きあがり、二人の元へ駆け寄った。

　アタフタする舞那をにらみつけたまま、綾花が「何かな？」と尋ねる。

　その険けん悪あくさに戸と惑まどいつつも、京輔はなんとかなだめようとした。

「やめてやってくれ！　今のはマジでわざとじゃねぇんだ」

「ううん。この人、絶対わざと転んだよ！　綾花、見たもん。あっちゃんが自分で自分の足につまずいて転ぶとこ。あんなのわざとに決まってるもんっ！」

　舞那を指さし、綾花が頰ほおをふくらます。

「綾花、お前さ……舞那の話、まだ聞かされてないんだよな？」

「……あっちゃんの話？」

「舞那が犯した殺人のこととか……」

「知らないよ。興味ないもん。あっちゃんが三人、アホ羽さんが六人殺してるっていうのは聞いたけど。どんな風に殺したかなんて知らない。どうせ刃物で刺さし殺したとか、絞しめ殺したとかでしょ？　そんなの、詳くわしく聞かされたって――」

「ドジと料理だよ」

「……え？」

「舞那は、ドジと料理で人を殺しちまったんだ」

「え、ええっと……」

「わたしがお話しします、綾花ちゃん」

　意味がわからないという顔をする綾花に、舞那が立ちあがって語り始めた。

　自分がドジで人を殺してしまう体質ということ、作った料理で人が死ぬこと、いずれもわざとではなく舞那自身に悪気はないこと、下手に告つげると距離を置かれてしまうと思い、今まで打ち明けられずいたこと……。

　最後に「ごめんなさい」と頭を下げる舞那に、綾花は――。

「あ、そういうことだったんですね？」

　とうなずいて、




「二度とお兄ちゃんに近寄らないでください」




　と笑いかけた。

「――――――――」

　絶ぜつ句くする舞那。綾花は笑顔を消して、言う。

「だって、そんなの危なすぎるじゃないですか！　一緒にいたら、いつそのドジで殺されるかわかったものじゃありません……料理は食べなきゃいいかもしれませんけど、今みたいに突然巻きこまれちゃったら、どうするんです？　自分でなんともできないんだったら、尚なおさら迷惑じゃないですか。これからは、お兄ちゃんの半径二メートル以内に近づかないでくださいっ！　わかりましたね、あっちゃん？」




「嫌です」




「……………………へ？」

　綾花の要求を跳はねのけたのは、舞那の強い声だった。

　まさか反撃されると思っていなかったのだろう、綾花がポカンとする。

　弱々しい物腰が一転、舞那は意思をこめた瞳で綾花を見つめ、

「ごめんなさい、綾花ちゃん。そのお願いは聞いてあげられません。もし、綾花ちゃんがわたしに近づいてほしくないなら……悲しいけど、近づかないようにします。けど、京輔くんはそれでもいいって言ってくれました！　わたしがどんなにドジでも、不器用でも、迷惑をかけてもいいって……一緒にいてくれるって！　だから、ごめんなさい。京輔くんのそばを離れるつもりは、ありません」

「なっ…………」

　綾花が目を見開き、よろめいた。

　しばらく口をパクパクさせた後、怒りに身体を震ふるわせて、

「こ、この……何、自分勝手な妄もう言げんを――」




「すまん、綾花。舞那の言う通りだよ」




「…………お兄、ちゃん？」

　怒声をさえぎられた綾花が、呆然と京輔を見る。

　京輔は綾花の目から逃げるようにうつむき、言葉をつむいだ。

「オレは舞那のドジをわかってる。舞那のドジが起こす被害も、よくわかってるつもりだ。けど、舞那は優しい奴だから。すげぇ一いち途ずで一生懸命で、頑張り屋な奴だから……少しくらいの危険があっても、一緒にいたいと思えるんだよ」

「京輔くん……」

「――――――――」

　綾花の虹こう彩さいから光が消える。

　顔を伏ふせている京輔は、妹の変化に気づかない。

　気づかず、綾花を説得しようとした。

「それに舞那はいつでもどこでも、滅め茶ちや苦く茶ちやにドジをやらかすわけじゃねぇ。オレらがきちんと気をつけてやれば、普通に生活できるんだ。舞那のドジで死にかけたのなんて、最初のときぐらいだし……言うほど危険なわけでもないんだぜ？」

　面おもてをあげ、綾花の反応をうかがう。

「――――――――」

　今度は綾花が顔をうつむかせ、表情を隠していた。

　だらりと垂たれた前髪が、綾花の目元に影を落としている。

「それでも危ないときは心配すんな。舞那がどんなドジを巻き起こしても、オレが綾花を守ってやるからさ！　オレのことを信じて、綾花も仲良くしてくれないか？　お前と舞那は歳としも近いし、いい友達になれると思うんだ」

「――――――――」

「あ、綾花？」

　微び動どうだにしない妹へ、京輔が手を伸ばしかけたとき。

「…………に…………なの……？」

　綾花がボソボソと呟つぶやいた。

「あん？　ワリぃ。小さくてよく聞こえな――」




「そんなにこの娘こが大事なのかなッ!?」




　廊下に響く大声で、綾花がヒステリックに吼ほえる。

　京輔をにらみ、舞那を指さして。

「――――――――」

　綾花は言葉を続けるつもりがないのか、唇くちびるを引き結んでいた。

　あまりの剣幕に放心していた京輔の心が、落ち着きを取り戻していく。

　炯けい々けいとした眼まな差ざしを受け止め、深呼吸。




「ああ、大事だよ。舞那は、オレの大事な友達だ」




「…………っ!?」

　答えた瞬間、綾花の黒い水面みなもを思わす瞳が、揺らいだ。

　その振しん動どうが波は及きゆうするように、肩が、拳が、全身が――ぶるぶると震え出す。

「ふぅん、そっかぁ……そうなんだ？　お兄ちゃんは綾花のことよりも、お友達を優先しちゃうんだ……うん、わかったよ。よくわかったよ、お兄ちゃん……」

　握にぎり拳こぶしがほどかれて、身体から力が抜けた。

　強こわ張ばっていた表情をゆるませ、綾花が満面の笑みを浮かべる。




「だったら、勝手にすればいいんじゃないかな？」




　言い放つなり、一人で歩き出した。

「……………………え？」

　京輔は遠ざかっていく綾花の後ろ姿を、見つめることしかできない。

　足取りこそ静かだったが、綾花が激怒しているのは明らかだ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとする京輔の背中が、ペシッと叩かれる。

「……どんまい」

　すれ違いざま一言だけ残し、鋭利が綾花の後を追いかけた。

　反応できない京輔の手を、舞那が遠えん慮りよがちに引く。

「京輔くん。わたしたちも行きましょう？　授業に遅刻しちゃいます」

「ん。お、おう……」

　そこでようやく我に返った京輔は、言われるがまま歩き始めた。四し肢しが自分のものではないかのように、力が入らない。頭の芯しんがぼんやりしている。

　綾花の言葉が幾度も繰り返されて、ぐわんぐわんと反響していた。

　ショックで何も考えられず、漫まん然ぜんと足を動かす。

　それでも――。

「ごめんなさい……けど、ありがとうございました」

　気まずさと嬉しさがない交まぜになった声は、京輔の胸に温かく届いた。





×　×　×






「あ、あの……綾花、さん？」

「――――――――」

　怖こわ々ごわと話しかける京輔を、綾花は完璧に無視した。

　視線を手元に固定したまま、トントントンッと出で刃ば包ぼう丁ちようを動かす。

　そのほっぺは指で突ついたら破は裂れつしそうなほど、パンパンにふくらんでいた。

　まな板の上にのった浅あさ葱つきが、細かく寸すん断だんされていく。

「え、えーっと……」

「綾花ちゃん、じゃがいもの皮むけたよ！」

　途と方ほうに暮くれる京輔の横から、同じ班の男子生徒が呼びかけた。

　瞬間、綾花が笑顔を弾はじけさせ、愛あい想そよく返事する。

「あ、はい！　ありがとうございます。水に浸ひたしておいてくれますか？」

　男子生徒は「イエッサーッ！」と敬けい礼れい。綾花の指示に従い、キビキビ動いた。

　浅葱を刻きざみ終わった綾花が、笑顔のままたまねぎに取りかかる。

　京輔はここぞとばかりに明るく話しかけた。

「なぁ、綾花！　オレにも手伝えることないか？」

「――――――――」

　無視。野菜を切る綾花の顔から、瞬時に笑みが消え失せる。

　京輔はめげずにコミュニケーションを試こころみた。

「なぁなぁ。なんでもするからさ？　オレにできることなら、なんでも！」

「…………から…………な……？」

　綾花の手がピタリと止まる。

　反応してもらえたことが嬉しくて、京輔は声を弾ませた。

「えっ、何!?　なんだって？　綾花の頼みだったら、全力で――」

「お兄ちゃんは邪魔だから、すっこんでてくれるかなッ!?」

「…………はい」

　出刃包丁を突きつけられ、涙ながらに調理台を離れる。

　窓まど辺べにたたずみ、しなびた青野菜のような気分で教室内を見回した。

　三角巾にエプロン姿の生徒たちが、四人一組になり、和わ気きあいあいと調理実習に取り組んでいる。

　ババ臭くさい割かつ烹ぽう着ぎを着た久瑠宮が、調理台の合あい間まを歩き、生徒たちの様子を見て回っていた。肩には、鉄パイプの代わりに巨大なしゃもじが担かつがれている。




「頑張れ頑張れ、ククク……マトモな飯が食べられる好こう機きだぞ？」




　包丁をこっそり盗み出そうとしていた男子生徒の頭を、しゃもじでバコンッと叩いて調教しながら、久瑠宮が笑った。

　教室前方にある銀の台には、様々な食材が並んでいる。

　たまねぎ、にんじん、じゃがいも、キャベツ、レタス、白はく菜さい、ほうれん草、トマト、ピーマン、かぼちゃ、しいたけ、豚肉、鶏肉、牛肉、ベーコン、卵……エトセトラ。

　いずれも状態が悪く、中にはほとんど腐りかけたものまで混ざっていた。

　それら食材を取しゆ捨しや選せん択たくし、教科書のレシピを参考にして、各班自由に料理を行う――というのが、プルガトリウム更こう生せい学がく院いん式の『調理実習』だ。

　京輔の班では綾花が指し揮きをとり、せっせと料理にいそしんでいる。

　二時間目が開始してから三十分。進み具合はバラバラで、未いまだに料理を始められずにいる班もあった。例えば――。

「オナシャス！　マジでお願いしますよ、鋭利さん。オレたち、どうしても鋭利さんの手料理が食いたいンです。ほら、この通り！　この通りッスよ、いやマジで！」

「ヒッ、ヒヒヒ……土ど下げ座ざついでにパンチラ、パンチラ……ヒッ、ヒヒ――ギャッ!?」

「……ハァ？　あんたら散さん々ざんちょっかい出しといて、こういうときだけ図ずう々ずうしくお願いしちゃうわけ？　野菜の切きれ端はしみたいなクズ野郎どもだわ」

「はわわ。え、鋭利ちゃん……その辺にしてあげましょうよぉ……あうあう」

　床ゆかに這はいつくばって頭を下げる、ドレッドヘアと猫背の男子生徒。大おお野の木ぎを見下ろし宇う佐さ見みの頭を踏ふんづけて、鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らす。

　舞那が鋭利の裾すそをつかんでアタフタしていた。

「あっ!?　テメェ、ズリぃぞ！　オレだって、鋭利さんに踏まれた――ぐはァ!?」

「こ、このヘンタイ……黙りなさいよ！」

　顔を紅こう潮ちようさせた鋭利が、大野木の顔面を踏みにじる。

　大野木は顔をゆがめて抵抗するが、口元はだらしなくゆるんでいた。

「ぎゃあああァ!?　や、やめ――あっ、やめないで……やめっ、やめろおおおォ!?」

「ヒッ、ヒヒ……今のうちに横からパンチラ、パンチラ……ヒッ、ヒヒヒ」

「あわわ。もうやめましょうよぉ、鋭利ちゃんっ！　この人たち、筋すじ金がね入いりの変態さんです！　大人しく料理を作ってあげた方がいいんじゃ……」

「ああもう、わかったわよ！　作ればいいんでしょ、作れば!?」

「「ヒャッホオオオォ！」」

「……死ねばいい」

　ハイタッチをして喜ぶ大野木と宇佐見をにらみ、鋭利がエプロンをしめる。

　舞那は見学に徹てつし、料理に加わることはしなかった。

「楽しそうだなぁ、アイツら……うらやましくはねぇけど」

　京輔は複雑な気分で、調理台の周りをスキップしている大野木たちを眺ながめる。

　二人は知らないのだろう。

　鋭利の料理（笑）が、どんなものかを――。

「さてさて。あとは、このまま煮こむだけかな？」

　そのとき、近くからしょうゆとみりんの芳ほう醇じゆんな香りが漂ただよってきた。

　見れば、綾花がコトコト煮える鍋を前に一息ついている。

　どうやら早くも一品完成しつつあるらしい。見み惚ほれるような手て際ぎわのよさだった。

　さらに綾花は、かたわらで鍋をのぞく男子生徒におたまを手渡し、

「じゃあ、鬼き頭とうくん。煮え具合を見ながら、アクを取ってもらえますか？　向こう坂さかくんはピーラーで皮むき。せっかくだから、手て間まひまかけて色々作りますよっ！」

　別の男子生徒に指示を飛ばすと、拳を振りあげて張りきる。

　男子生徒たちが「「おおおぉ！」」と目を輝かせ、作業に取り組んだ。

　できれば、京輔もその輪に加わりたかったが……。

「――すっこんでて、って言ったよね？」

　声をかける前に、冷たい声とジト目を向けられてしまう。

　出刃包丁が叩きつけられ、サバの頭が両断された。

「…………はい」

　トボトボと調理台を去る。

　京輔が舞那の味方をしたことを、相当怒っているらしい。

　綾花がここまで厳きびしく当あたってくるのは初めてなので対処法がわからず、京輔は凹へこむばかりだった。

「京輔くん、あの……だ、大丈夫ですか？」

　教室の隅すみで体育座りをする京輔に、声がかけられる。

　うずめていた顔をあげると、舞那が心配そうに見下ろしていた。

　舞那はその場にしゃがみこんで、

「わたしのせい……ですよね、ごめんなさい。綾花ちゃん、すごく怒って――」

「気にすんな」

　うつむく舞那の頭に手を置き、京輔は言う。

「舞那はなんにも悪くねぇよ。アレは綾花が悪い……と思う。いや、オレか？　うん、オレだな。オレの言い方が悪かったんだ。だから、綾花はあんなにも――」

「京輔くんは悪くありませんっ！」

　落ちこみかける京輔を、舞那が力強く否定した。

　しかし、すぐまた元の弱々しい口調に戻り、言葉を重ねる。

「京輔くんは、悪くないです……綾花ちゃんが悪いっていうわけでもありませんけど。自分の大事な人が危険な目に遭あわされるのは、誰だれでも嫌だと思いますから……やっぱりすぐには無理ですよ。時間がかかると思います。わたしのドジは、それだけ危ないものですし。自分が受け入れがたい体質なのは、よくわかってるつもりです」

　――けど、と舞那の声に力がこめられた。

　亜あ麻ま色いろの大きな双そう眸ぼうで、真正面から京輔を見つめ、

「だからこそ、わたしはあきらめません。綾花ちゃんがわたしを信頼してくれるまで、頑張ってみるつもりです！　たぶん早かったんですよ。わたしのドジを受け入れられるほど、信頼されてなかった……そういうことだと思います。なのでまず、綾花ちゃんと仲良くなります！　綾花ちゃんと仲良くなって、わたしのことを信頼してもらいます。京輔くんと同じ気持ちを、綾花ちゃんにも抱いてもらえるようにっ！」

「舞那……」

　言われてみれば、そうかもしれない。

　いくら人から『信頼しろ』と言われても、自分が相手を信頼できていなければ、中々難しいだろう。舞那のように、特とく殊しゆな事情がある相手だったら尚さらだ。

「そうか……そうだな。少し焦あせりすぎたのかもしれねぇな」

「はい。わたしからも、後で謝らせてもらいますね。仲直りしましょう？」

「……おう。ありがとな、舞那。おかげで気が楽になったわ」

　京輔は微笑み、舞那の頭をなでた。

　舞那もくすぐったそうに笑い、されるがままになる。















「――――――――」




　そんな二人を、綾花が調理台から凝ぎよう視ししていた。

　サバの内臓をかき出す包丁は止まり、瞳は魚のように濁にごっている。

　だが、京輔たちは綾花の様子に気づかない。

　気づかず、肩を並べて談笑していた。




「…………あの女」




　綾花の奥歯がギリッとかみしめられる。

　刺しこまれた刃の切っ先が、サバの背中を貫つらぬいた。





×　×　×






「おおおぉ……コレ全部、綾花が作ったのか？」

　テーブルの上、所ところ狭せましと並べられた料理の数々に、京輔は感かん嘆たんの声を漏らした。

　肉じゃが、サバの味み噌そ煮に、鶏とりの唐から揚あげ、卵焼き、ほうれん草のおひたし、味噌汁。

　浅葱が散らしてあったり、ショウガの千切りが添そえてあったり、大だい根こんおろしが盛られていたりと、どの料理も盛りつけからして凝こっている。

　そして、綾花の料理が見かけ倒しではないことを、京輔はよく知っていた。

　自然ごくりと喉のどが鳴なる。――しかし、

「えーっと……綾花さん？　オレの分がないっす」

　京輔の前に置かれているのは、水道水が入ったコップのみ。

　隣の綾花や向かいの男子生徒たちには、白米と味噌汁、取り皿がきちんと用意されているにもかかわらず。京輔の席には箸はしすら置かれていない。

　恐る恐る尋ねる京輔に、綾花はさわやかな笑顔で、




「あるわけないじゃん」




　きっぱりと答えた。

「…………マジっすか？」

「うん。だってお兄ちゃん、手伝ってないもん。働かざるもの食うべからずだよ」

「いやいや。それは、お前が『すっこんでろ』って言うから――」

「言ったっけ？」

「……おい」

「覚えてませーん」

「……………………」

　ジト目でにらむ京輔だったが、綾花はどこ吹く風である。

「大体ね、自じ業ごう自じ得とくなんだよ？　働かないだけならともかく、自分はクラスメイトの娘とイチャイチャイチャイチャ！　そんな悪いヒトにあげるご飯はありません。ご飯抜きの刑に処しよします。よぉ～～～く反省してください」

「イチャイチャって……それも、お前が言ったんじゃねぇか」

　――あの後。

　休み時間になってすぐ、京輔は綾花の元へ謝りに行った。

　舞那も頭を下げてくれたのだが、綾花の反応は、

『料理の邪魔だよ。どいてもらえる？　役に立たないヒト同士、イチャイチャお話ししてればいいんじゃないかな!?　綾花の視界に入らないところで！』

『……………………』

　京輔たちはやむなく引き返し、教室の隅で再び作戦会議。

　ひとまず綾花が落ち着くのを待とう、という結論に至いたった。

　頃ころ合あいを見て戻ってみれば、まさかのご飯抜きである。

「……あっ、ごめんなさい！　せっかく作ったご飯が冷めちゃいますね。不ふ出で来きな兄がご迷惑をおかけしました。さぁ、じゃんじゃん食べてください！」

　落ちこむ京輔をなじり、綾花が明るく手を打った。

　男子生徒たちが「「いやったあああぁ！」」と喜び、箸を取る。「「いただきます！」」と合がつ掌しようした後、それぞれ、肉じゃがと唐揚げに挑いどんで、




「「ぶ――――――――――――――ッ!?」」




　口の中身が盛せい大だいに噴ふかれる音がした。

　何事かと思って見れば、二つ隣のテーブルで大野木と宇佐見がむせている。

　向かいの舞那が「あひぃ!?」と飛びのき、噴ふん飯ぱんブレスを回かい避ひした。

　大野木と宇佐見は、息も絶たえ絶だえもだえ苦しむ。

「な……なンじゃこりゃああああァ!?　固かてェ……めちゃくちゃ固ェよォ……生煮えじゃねェか……しかも、臭くさ――腐くさってる!?　この食材、腐ってやがるうううゥ!?」

「ヒッ、ヒヒヒ……甘くてしょっぱくて、苦にがくて酸すっぱい……調味料がグチャグチャ。食材もグチャグチャ。味のカタストロフィやぁ～。ヒッ、ヒヒ……オエエエェ!?」

「――――――――」

　そんな二人を、噴飯まみれにされた鋭利が無言でにらみつけていた。

　向かいあう両者の中央、テーブル上には、大皿に盛られた料理が一品。今にも崩れてしまいそうなバランスで、うずたかく盛りつけられている。

　様々な食材を手当たり次第にブチこんで、適当にグツグツ煮こんだら、ああいう結果になるのかもしれない。食材たちの憐あわれな末路は、まるで死し骸がいの山だった。

　今回もまた惨劇を引き起こした鋭利が、こめかみを痙攣させる。

「あ、あんたら……『どうしてもあたしの手料理が食べたい』って言ってたくせして、その反応はなんなの？　死ぬの？　死ねばいい」

「はわわ。綺麗な顔が汚れちゃってます……あうあう」

　舞那がピンクのハンカチを取り出し、鋭利を拭いてやっていた。

　ようやく立ち直った大野木と宇佐見が、言い逃のがれをする。

「だ、だってよォ……まさか鋭利さんが、ここまでひでェ料理（？）をするとは思わなかったし。女子力低すぎるっしょ。生まれて初めて食ったぜ、こんなマズいモノ」

「ヒッ、ヒヒ……料理というより、ただのゴミ。残飯ですらない……ヒヒヒ」

「なっ――」

　鋭利が絶句し、顔を赤らめた。

「うるさいのよ、あんたたち！　オーバーだから！　いくらなんでも、そんなにマズいわけないわ！　変なモノは入れてないんだし、あり得ないでしょ!?」

　イラだたしげに箸を取り、自分で作った料理を一口。

「――――――――」

　一瞬だけ停止した後、ほとんど咀そ嚼しやくしないまま呑のみこんで、

「ほら、マズ……お、美味しい……じゃ……ない？」

　玉のような汗と、引きつり笑いを浮かべた。

　大野木が「いやいやいやいや！」とツッコむ。

「めちゃくちゃ無理してるじゃないっすか！　顔真まっ青さおっすよ!?」

「……ハ、ハァ？　してませんけど。我ながら、マズ……ふ、普通にイケてるわ」

「マジっすか。じゃあ、残りは鋭利さんが食べ――」

「……ふぅ。お腹なかいっぱい」

「まだ一口しか食ってませんよね!?　どんだけ胃袋ちっさいンすか!?」

「あのあの。わたしも食欲がないので……」

「オイ。ちゃっかり逃げてんじゃねェよ、ドジっ娘」

「ヒッ、ヒヒヒ……お、お腹の調子が……ちょっとトイレ」

「テメェは逃がさねェぞ、宇佐見!?　こんな量、一人じゃ食いきれねェからな」

「ちなみに、お残ししたら調教だ。作ったからには残らず平たいらげろ」

「げっ!?　く、久瑠宮センセー……けど、作ったのは紅あか羽ばねさんで――」

「……ハァ？　お願いしたのはあんたら二人でしょ。ちゃんと食べなさい」

「け、けどよォ――」

「食・べ・な・さ・い」

「「…………はい」」

　殺さつ気きだった瞳に射い貫ぬかれ、大野木と宇佐見が箸を握った。汗と涙と鼻水を垂たれ流ながし、苦く悶もんに満ちた表情で食事を進めていく。そんな生き地獄とは対照的に、




「「うっ……美う味めぇええええええええええええぇ！」」




　綾花の料理を口にした男子生徒たちが、感動の叫びをあげていた。

「この肉じゃが、奥までしっかり味が染しみてるわ……煮汁を吸った野菜と肉が、口の中でとろける！　おふくろの味っつぅより、料りよう亭ていの味？　し、しみるわぁ……」

「熱ッ!?　かじりついたら肉汁があふれて……外はサクサクなのに、中はジューシー。肉の旨うまみが閉じこめられてる！　この唐揚げ、衣ころもだけでも絶品なんだけど！」

　大絶賛する男子生徒に、綾花が「えへん」と胸を張る。

「肉じゃがは出だ汁しから取ったし、唐揚げは盛りつける直前に揚あげましたから！　レモンの代かわりに特製ソースをかけると、油淋鶏ユーリンチーにも早変わりしますよ」

「うおおおおおおぉ、すげえええぇ！　綾花ちゃん、すっげえええぇ！」

「お嫁さんにしたい女子、堂々の一位だわ！　結婚してくれええええええぇ！」

「……あァ？　誰がテメェに綾花をやるか。殺すぞ!?」

　椅子を蹴け倒たおし立ちあがった京輔を、綾花が「はいはい」と押しのけた。

「お兄ちゃんは水でも飲んでてくれるかな？　……あ、鬼頭くん！　ご飯のおかわり、いりますか？　向坂くんもたくさん食べてくださいねっ！」

「「はぁ～～～～～～い！」」

　綾花の言葉に挙手する男子生徒たち。

『ご飯抜きの刑』を言い渡されている京輔は、指をくわえて彼らが食事するのを眺めていることしかできない。お腹が慟どう哭こくするように鳴る。

　授業前から楽しみだったのに、この仕し打うちはあんまりだ。

「わっ!?　お兄ちゃん、何泣いてるの？」

「うう……だって、綾花が……綾花がぁ……ひっく」

　耐たえきれず、京輔は大号泣していた。

　綾花がギョッとなって身を引き、男子生徒たちが食事の手を止める。クラスメイトの視線も集中しており、あちこちから話し声が聞こえてきた。

「うわっ……見ろよ、あの神谷がマジ泣きしてるぜ!?　殺人鬼の目にも涙だな……」

「なになに、兄妹ゲンカ？　しかも京輔くん、妹相手にボロ負けしてるじゃん！」

「他人の不幸は最高のおかずですねぇ。ご飯が進みますよ！　飯めしウマです。ふひひ」

「キャハハ！　ダサ男すぎウケる。アイツ、どんだけシスコンなのまぢで。キモ～い」

「あわわ。きょ、京輔くん……」

「……放っておいて行きましょ。購こう買ばいが混こんじゃう」

　泣きじゃくる京輔を横目に、鋭利と舞那が教室を出ていく。

　綾花が「お兄ちゃん……」と呆れるような、憐れむような声を出した。

　しかし、すぐに「ダメダメ！」と首を振る。

「お兄ちゃんはご飯抜きだもんっ！　反省してもらわなくっちゃいけないんだから……甘やかしたら、ダメダメ！　許してなんかあげないんだからね!?」

「うううう。綾花ぁ……」

「そ、そんなチワワみたいな目をしたってあげませんっ！」

　京輔の上目遣いから逃れるように、綾花がプイッと顔を背そむけた。

　毅き然ぜんとした態度で食事を進める。京輔が何を言っても、絶対に聞き入れません――という意思がひしひし伝わってきた。

　京輔があまりに凹へこんでいるからだろう、わいわい食事していた男子生徒も黙だまりこんでしまい、重苦しい空気が流れる。せっかくの料理が台なしだ。

　――もはやこれまで。

　自分がいても邪魔なだけだと悟った京輔は、静かに席を立った。代わりの昼食を摂とるため、購買か食堂へ向かおうとする。

「…………ん」

　綾花が反応するが、引き止めてはもらえなかった。




「やっほぉ、皆！　遊びに来たよ。美味しい料理はできたかな？」




　そのとき、入り口から人ひと懐なつっこい声がする。

　黒いガスマスクを被った女子生徒が一人、元気に手を振ってきていた。





×　×　×






「煉れん子こ……」

「フシュー。どうしたんだい、京輔？　今にも死んじゃいそうな顔をして。何か悪いものでも食べ――うわああああああああああああぁ!?」

　京輔たちのテーブルへ近づいてくるや、煉子が身体をのけ反らせて驚く。

「な、なななな、なんだい、この豪ごう華かな料理は!?　一体誰が――」

「綾花ですけど」

　素そっ気けなく答え、綾花が味噌汁をすすった。

　煉子が「なんだってえええぇ!?」とますます仰ぎよう天てんし、

「このテーブルに並んでるもの全部、君が一人で作ったのかい、綾花ちゃん!?」

「はい。鬼頭くんと向坂くんにも、お手伝いしてもらいましたけど」

「キトーくんとコーサカくん……誰のことかな？」

「「俺らのことです、ＧＭＫ！」」

　瞬間、男子生徒たちが箸を置き、同時に立ちあがる。

　反り返るほど背筋を伸ばした二人は、ほんのり頰を紅こう潮ちようさせていた。

　煉子が「ああ」と手を打つ。

「野外炊飯のとき、火おこしの手伝いをしてくれた子たちじゃないか」

「「……え？　あ……は、はいっ！」」

　男子生徒たちは、ＧＭＫ――煉子に覚えてもらえていたのがよっぽど嬉しいらしく、互いの顔を見あわせた後、勢いよく敬けい礼れいを返した。

　綾花が「……ＧＭＫ？」と眉をひそめる。

「私が《ファッキンF U C K I N・パークP A R K》で使う芸名さ。『ガスマスクG a s M a s K』のＧＭＫだよ」

「へぇ。やっぱり芸人さんだったんですね？」

　正しくは芸人コメデイエンヌではなく音楽家アーテイストなのだが、煉子は気にせずうなずいた。

「うん。いつか綾花ちゃんにも、私の舞台ライブを見せてあげる！　お遊びじゃなくて本気の殺害ライブを……フシュー。と、まぁそれはさておき――」

　のぞき窓を一瞬だけ光らせた後、煉子が視線を戻す。

　テーブル上に敷しきつめられた料理を見回し、

「本当にすごいね……全部すっごく美味しそうじゃないか！　どこの三ツ星レストランかと思ったよ。あんな生ゴミみたいな材料で、こんな料理が作れるなんて……君は天才なのかい、綾花ちゃん？　まるで魔法みたいだ！　女子力高すぎいいいぃ！」

　無む邪じや気きにほめまくる煉子に、綾花が「……ん」と固まった。

　澄すましていた表情が崩れ、口元がほころび――かけたところで『へ』の字に引ひき結むすばれて、不機嫌そうな顔つきになる。

「そ、そんなに大したものじゃありません。露ろ骨こつなお世せ辞じはやめてください」

「お世辞なんかじゃないさ！　できることなら今すぐマスクを外して、君の料理を思う存分味わいたいよ……味噌汁だけでも飲ませてくれないかなぁ？　ほら、このストローチューブを使って、ちゅーちゅーと」

「嫌です。お断りします」

「いいじゃないかぁ～。肉じゃがの煮汁とか、唐揚げのソース、卵焼きについてる大根おろしだけでもいいから！　君の料理が食べたいんだよ、綾花ちゅわ～ん！」

「ちょっ……ああもうっ、くっつかないでください！」

　後ろから抱きついてくる煉子を振り払い、綾花がガスマスクをにらんだ。

　排はい気き口こうに人差し指を添え、煉子が「……ケチ」と呟く。

「ケチで結構。あなたのために作った料理じゃありませんから」

「そうかい。誰のために作った料理なのかな？」

「ん。そ、それは……」

　問われて、口ごもる綾花。その目がしばし宙をさまよい、

「鬼頭くんと、向坂くんの――」

「うん、知ってるよ。京輔のため、なんだろう？」

「…………っ!?」

　綾花がビクッと身体を震わせた。

　煉子は「フシュー」と笑ってから、当たり前のように、

「じゃなきゃ、こんなに作らないもんね？　君が京輔大好きなのは知っていたけどさ、この料理を見たら、ますますそう思ったよ。品数はもちろん、一品一品すごく手間ひまかけられていて。料理を食べさせたい人への想いが、ひしひし伝わってきたのさ」

「――――――――」

　語りかけられ、綾花が唇をかむ。

　そこで初めて気づいたように、煉子が首を傾けた。

「……なのに、ありゃ？　肝かん心じんの京輔がまだ食べていないじゃないかっ！　ひどいよ、京輔!?　せっかく作ってくれたんだから、きちんと食べようよ！」

「いや、そうしたいのは山々なんだけど……食べさせてもらえねぇんだ」

「な、なななな、なんだってええええええぇ!?」

　腰に手を当て怒っていた煉子が、大げさにたまげる。

　うつむく綾花の顔をのぞきこんで、

「どういうことだい、綾花ちゃんっ!?　君は京輔のことが――」

「ご飯抜きの刑です」

「……うん？」

「お兄ちゃんが綾花を怒らせたから、ご飯をお預あずけしているんですっ！　マスクさんは関係ないので、すっこんでてもらえませんかッ!?」

　イマイチ事情を把は握あくできていない煉子に、綾花が声を荒らげた。

　しかし、煉子は怯ひるまない。

「ああ、なるほどね。つまり、兄妹ゲンカをしちゃってるわけだ？」

「……そうです。これはお兄ちゃんへの罰ばつです。躾しつけなんです！　きちんと反省してもらえるように、敢あえて厳しく――」

「もったいないなぁ」

「……はい？」

「もったいないよ、綾花ちゃん。君はブラコンで、京輔もシスコン。君は京輔に料理を食べてほしくて、京輔も君の料理が食べたい。せっかく両想いなのに……そんな理由で機会を逃すだなんてもったいないよ！」

「そんな理由って……」

「そんな理由だよ。――いいかい、綾花ちゃん？　調理実習は二ヶ月に一回だけしかないんだ。君がなんで怒っているのか知らないけれど、それまで君は京輔に料理を作ってあげられない。京輔も、君の料理が食べられない……そんなの残念すぎるじゃないか！　仲直りしてから後こう悔かいしても遅いんだよ？」

「……………………」

「何より、料理がもったいないよね。せっかく想いをこめて作った料理が、一番食べてほしい相手に食べてもらえないのは悲しいよ。想いが届かないのは、悲しい……」

　煉子が悄しよう然ぜんとうなだれた。

　――片想いの辛つらさ。それを現在進行形で味わっている煉子にとって、綾花自身が届くはずの想いをさまたげているこの状況は、我が慢まんならないものなのだろう。

　珍めずらしく消しよう沈ちんする煉子を、綾花が「マスクさん？」と見つめた。

　しばしの間、なんとも言えない沈黙が降りる。

「…………はぁ」

　溜め息。立ちあがり、綾花がテーブルを離れた。「……おや？」と顔をあげる煉子の前を横切り、食器棚の方へ歩いていき――。

「はい、お兄ちゃん」

　持ってきた取り皿と箸を、京輔の席に置いた。

「……え？」

　驚く京輔を放置し、綾花が再びテーブルを離れる。

　ほどなくして調理台から戻ってきたとき、綾花はご飯がたっぷり盛られた茶わんと、具だくさんの味噌汁がよそわれたおわんを持っていた。

　それらを京輔の前に置き、綾花が「よいしょ」と席に着く。

「いつまで立ってるの？　早く座って食べようよ」

「……いいのか？」

「よくなきゃ持ってきたりしません」

「マジ!?　あ、ありがと――」

「ただ」お礼を言おうとした口を、綾花が人差し指でさえぎった。

　京輔の目を射い貫ぬき、厳しい声を出す。

「怒りが収まったわけじゃないから。お兄ちゃんに綾花のご飯を食べてもらえる機会を無む駄だにしたくないだけだから！　そこだけ、勘かん違ちがいしないでくれるかな？」

「…………はい」

「うん。じゃあ、食べてよし」

「いただきますッ！」

　手をあわせるなり箸を取り、京輔は食事を開始した。

　まず味噌汁を一口。あわせ味噌の風味が、口いっぱいに広がる。

　飲み下すと、出汁の香りが鼻び腔こうを抜けていった。

　――懐かしい。

　京輔にとって、それは失われた日常の味だ。

　料理の熱とは別の温かい感情が、全身に広がっていく。

　一度箸を動かし始めたら、もう止まらなかった。夢中になって食事を進める。

　肉じゃが、味噌煮、唐揚げ、卵焼き、おひたし――ご飯の炊き具合さえ、懐かしくてたまらない。あっという間に茶わんが空からになっていた。

　京輔が要求するより早く、綾花がよそってきてくれる。

「はいっ」と差し出された山盛りのご飯を、

「サンキュー」と受け取るなり、食事再開。

　みるみる料理をたいらげていく京輔を、綾花がニコニコ見守っていた。煉子や向かいの男子生徒も、黙って京輔が食事するのを眺めている。

「ごちそうさまッ！」

　二十分ほどかけ、料理を完食。合掌してから箸を置く。

　満みち足たりた顔でお腹をなでる京輔のコップに、綾花が麦むぎ茶ちやを注ぎながら尋ねた。

「……どう？」

「最高に美味しかった！」

「そっか……えへへ」

　京輔の感想を聞いた綾花が、気の抜けた笑顔を浮かべる。

　嬉しさと安あん堵どが混ざりあうその表情に、怒りの色は少しもなかった。

　食後の冷たいお茶を飲みながら、幸福の余よ韻いんに浸ひたる。

「いやぁ～、生きててよかったわ……途中、美味すぎて死ぬかと思ったけど」

「クスクス。大げさだなぁ、お兄ちゃんは。けど、綾花もよかったよ」

「……フシュー」

　仲むつまじく笑いあう兄妹を見つめ、煉子が満足そうに吐息した。

　そのガスマスクに向き直り、京輔は頭を下げる。

「ありがとうな、煉子。お前が口を利いてくれたおかげで、綾花に料理を食わせてもらえた。マジでありがとう。なんてお礼を言ったらいいか……」

「うん。身体で返してくれればいいよ？」

「えっ」

「フシュー。冗談さ。お礼なんていらないよ、京輔。食事しているときの君はとっても幸せそうだったしね。その姿を見られただけで十分だ。それに、綾花ちゃんもすっごく嬉しそうだった！　なんだか見ている私まで、ほっこりとしてしまったよ」

「煉子……」

「「ＧＭＫ……」」

「――――――――」

　綾花は煉子に何も返さず、そっぽを向いていた。

　煉子が「シュコー……」と嘆息し、残念そうに言う。

「でも結局、綾花ちゃんの料理は食べられなかったなぁ。私も食べたかったんだけど、仕方がないね。京輔のために作った料理なんだし。またの機会に――」

「ん！」

「……うん？」

　落ちこむ煉子の眼前に、綾花がコップを突き出した。

　煉子が首を傾かしげると、綾花はもう一度コップを突き出して、

「ん！」

「……うん？」

「……うん？　じゃなくって！」

　焦じれたようにわめく。

　煉子の手にコップを押しつけ、無理やり握らせた。そこにヤカンでお茶をつぐ。

　煉子が「えっ」と戸惑った。

「……綾花ちゃん？　あの、ええっと――」

「あげます」

　つぎ終わるなり顔を背けて、綾花がぶっきらぼうに言う。

「綾花の料理はあげませんけど、綾花が淹いれたお茶くらいだったらあげてもいいです。マスクをしてても飲めるんですよね？　ありがたく飲んでください」

「あ、綾花ちゃん……っ！」

　感動し、煉子が急いでストローチューブを準備した。ガスマスクの頰に接続した反対側をコップに差し入れ、ちゅうううっと吸いあげる。

「美味しいっ！　このお茶、すごく美味しいよ！　ちゅーちゅー」

「……どうも。ただの麦茶ですけど」

「おかわりいいいぃ！」

「あげません。一杯だけです」

「シュコー……」

「クスクス」

　空になったコップを奪い取られて、がっかりする煉子。

　綾花が笑い、自分のコップにお茶を注いだ。

　そのやり取りは和なごやかで、京輔の頰も自然とほころぶ。少しずつだが着実に、二人の距離が縮まり始めているのを感じた。

　この調子でいけば、綾花も皆と仲良くできるかもしれない。





×　×　×






「やだ」

　綾花がきっぱりと断り、唇を引き結ぶ。

　食器を洗い終えて一息。他の班が作業を完了するまでの間、仲直りをしてもらおうと舞那をつれてきたのだが、綾花の拒きよ絶ぜつはかたくなだった。

「そう言わずに仲良くしてくれよ。――な？」

「やだ。やだやだやだやだ、絶対にやだ！　やだったらやだったら、やだぁ！」

　ブンブンブンブン頭を振られ、舞那が「はうぅ」と涙目になる。

　鋭利が「……ハァ」と眉間を揉もみ、煉子が「ありゃりゃ」と頭をかいた。

「なんでそんなに嫌がるんだよ……」

「だってあっちゃん、あざといんだもん」

「あざといって……どこがだよ」

「存在が」

「……存在て」

　途と方ほうに暮くれる京輔に、綾花がほっぺをふくらます。

「もうっ、どうしてかばうのかな!?　あっちゃん推おしなの？」

「……『推し』ってなんだ？」

「一番お気に入りってことだよ。ねぇ、お兄ちゃん――」

　ふいに綾花が立ちあがり、京輔と対たい峙じした。

　舞那、鋭利、煉子を順番に見てから、問いかける。

「お兄ちゃんはこのヒトたちの中で、誰が一番好きなのかな？」

「「「…………ッ!?」」」

　反応は劇的だった。舞那が「ふえええぇ!?」と飛びあがり、鋭利が「んなっ……」と顔を赤らめ、煉子が「いっ、一番好きいいいぃ!?」と上半身をのけ反らす。

　京輔はポカンと口を開いて、綾花の瞳を見つめ返した。

「おいおい。いきなり何を言い出してんだ？」

「クスクス。ちょっと気になっただけだよ。皆さんだって、気になりますよね？」

　微笑み、綾花が煉子たちに訊きく。

「はわわ。わ、わたしは……気になりますけど。怖いですし……あうあう」

「……別に。そんなのどうでもいいわ。気になるわけないし。バカじゃない？」

「気になる気になる、すごく気になるっ！　もちろん私だよね、京輔!?」

　舞那が瞳を泳がせ、鋭利が毛先をいじり、煉子がつめ寄ってきた。

　京輔の額ひたいに変な汗がわく。

「え、えーっと……」

「ほら、正直に答えちゃいなよ。誰なの？　誰が一番好きなの、お兄ちゃん？」

「う……そ、それは……だな……」

「「「……………………」」」

　皆の視線が集まった。

　京輔の喉がごくりと鳴る。

　心を落ち着けるように目を閉じ、大きく息を吸いこんで、

「ぜ……全員だッ！」

「「「――――――――」」」

　腹をくくって答えた瞬間、時が止まった。

　舞那と鋭利の瞳から光が消える。ガスマスクも沈黙していた。

　京輔は「あれ？」と困惑し、もう一度繰り返す。

「聞こえなかったか？　全員って言ったんだけど……」

「…………三さん股まただ」

　煉子が低い声でうなった。くぐもっていて聞き取りづらい。

「あん？」

「三股だあああああああああぁ！　全員って……全員ってなんだよおおおおおおぉう!?バカああああああぁ！　バカバカバカバカ、京輔のバカああああああぁ！」

　わめき、煉子がポカポカ叩いてくる。

「ええっ!?」と目をむく京輔に、鋭利の冷たい視線が突き刺さっていた。

「……サイテー。こんなヘタレに期待したあたしがバカだったわ」

「きょ、京輔くん……日本は一夫多妻制じゃないんですよ？」

　舞那までもが非ひ難なんがましい目を向けてきた。

「ちょっ……待て待て、違うんだ！　全員っていうのはそういう意味じゃねぇっつーか、好きの意味が違うっつーかさ。オレにとっては三人とも大事な友達で、順位とかつけられねぇんだよ！　だから――」

「じゃあ、そこに綾花が入ったらどうなるのかな？」

　口をつぐんでいた綾花が、おもむろに問いかけてくる。

　京輔の顔を下からのぞきこみ、真剣な表情で、

「あっちゃんとアホ羽さんとマスクさんと、綾花。その四人だったら、お兄ちゃんは誰が一番好きなのかな？」

「…………ん」

　尋ねられ、京輔は返答に窮した。

　京輔にとって、綾花は世界で一番大切な存在だ。それは間違いない。

　しかし、煉子たちと同じ土台に並べて『好きだ』とはっきり言い放つことには抵抗がある。煉子たちもまた、大事な友達なのだ。できれば、誰も傷つけたくはない。

　どう答えべきるか散さん々ざん迷まよった挙あげ句く、

「ぜ……全員だッ！」

「「「「――――――――」」」」

　意を決して答えた瞬間、再び時が止まった。

　綾花の瞳から光が消える。鋭利が「……バカ」と額を押さえた。

　京輔は「あ、いや……」と急いでフォローを入れる。

「綾花のことは好きだよ、マジで？　世界で一番愛してるし！　けど、コイツらとじゃ比べられないっつーか、比べるもんじゃねぇっつーか……優ゆう劣れつとかつけるもんじゃねぇだろ？　相対評価じゃなくて絶対評価みたいな？　そんな感じで――」

「うん。よくわかったよ、お兄ちゃん」

「おおっ、本当か!?」

「うん。お兄ちゃんが綾花を怒らせたいんだってことが、よぉ～～～くわかりました。こんなことなら、やっぱりご飯抜きにするべきだったかな」

「…………え？」

　うなだれ、綾花が拳を握りしめた。

　京輔が妹の顔色をうかがおうとした、そのときだ。




「――吐き出して？」




　上半身を屈かがめた京輔の腹に、綾花の拳が叩きこまれる。

　手加減なしのボディーブローだった。

　至し近きん距きよ離りでマトモに不意打ちを食らい、「ぐふっ!?」と崩れ落ちる。

「京輔くんっ!?」「京輔ッ！」「綾花ちゃんっ!?」

　舞那たちの悲鳴。満腹の胃から、すさまじい吐き気がこみあげてきた。身体を折ってこらえる京輔の頭上に、ゾッとするほど冷たい声が降りかかる。

「吐き出してよ、お兄ちゃん。反省してないんだったら、さっき食べた綾花の料理……全部、没ぼつ収しゆうさせてほしいんだよね」

「あ……や、か…………？」

　今まで向けられたことのない声と表情、何より初めて綾花に手を出されたショックが、拳よりもよっぽど強く京輔を打った。

　――なぜ？　どうして？

　痛みも忘れて見あげる京輔を、綾花が仄ほの昏ぐらい瞳で見下ろす。

「綾花はお兄ちゃんのことが一番好きなのに、お兄ちゃんはなんで綾花を一番好きって言ってくれないの？　お兄ちゃんにとって綾花は、その程度の存在だったの？」

「……………………」

「ねぇ、どうして答えてくれないの？　答えてくれないってことは、答えられないっていうことだよねぇ？　答えられないっていうことは、つまり……そういうことなんだ？　そういうことなら、うん……吐き出そう。綾花が吐き出させて、反省――」

「やめるんだッ！」

　京輔の腹を蹴りあげようと、右脚を引く綾花。

　その身体を突き飛ばすように離して、煉子が二人の間に割りこんだ。

　綾花の無感情な瞳が、煉子のガスマスクを捉とらえる。

「……なんですか？」

「なんですか、じゃないだろう。君、自分が何をしたのかわかっているのかい？　京輔をご覧よ。とても話せるような状態じゃない」

「――――――――」

　押し殺すような声音で促うながされ、綾花が京輔を見つめた。

　額にびっしり汗を浮かべた京輔はお腹を押さえ、軽く放心している。

　その姿をぼんやり眺める綾花の双そう眸ぼうに、

「……………………ぁ」

　理性が戻った。

「お兄ちゃんっ！」

　大慌てでしゃがみこみ、安あん否ぴを気遣う。

　乾かわききっていた瞳がみるみる涙で湿しめり、せわしなく宙を泳いだ。

「あ、ああああぁ……ご、ごめん……ごめんね!?　ほ、本当にごめん……綾花、頭に血が昇のぼっちゃって、それでつい……ごめんっ！　本当に本当にごめん！　うう……痛い？　やっぱり痛いよね……あぁ……ど、どどどど、どうしよう……綾花、お兄ちゃんになんてこと……ごめん……ごめんね、お兄ちゃんっ！　あ、あうう……ごめん、なさい……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい、ごめ――」

「綾花」

　謝り続ける綾花の頭に、ぽんっと手が乗せられる。

　ハッとなって面をあげた綾花に、京輔は無理やり笑ってみせた。

「大丈夫だ。謝らなくて、いい……」

「お兄ちゃん……」

　涙まみれの顔を見つめて、髪をわしゃわしゃかき回す。

「……身体の方は、なんともねぇよ。腹パン一発もらったくらいで、どうにかなったりしねぇって。だから、そんなに心配すんな」

「お兄ちゃん、あの……お、怒ってない……の？」

「怒ってねぇよ。怒るもんか。むしろ、オレの方こそごめん……お前をそんなに怒らせちまって悪かった。出来の悪い兄貴で、本当にごめんな……」

「…………っ!?」

　綾花の顔が、くしゃっと歪ゆがんだ。それを隠すように、京輔の胸に顔をうずめる。

　湿った声で小さく「……悪くなんか、ないもん」と呟いた。

　綾花の背中を優しくなでる京輔に、煉子が「シュコー……」と吐息する。

　鋭利と舞那も脱力し、事態は一旦の収束を見せた。




　――その翌日からである。

　綾花が以前にも増して、京輔に甘えるようになったのは。





















「……あれ。お兄ちゃん、どこ行くの？」

　二時間目の休み時間。チャイムが鳴なるなり立ちあがった京きよう輔すけに、綾あや花かがすかさず声をかけてくる。京輔が「トイレだよ」と答えると、綾花は当あたり前のように、

「そうなんだ？　じゃあ、綾花も行く！」

　と言い出した。

　予想通りの反応に、京輔はげんなりとする。調理実習から二日――あれ以来、京輔に対する綾花の甘えっぷりはますます加速していた。

　歩くときは必ず手を繋つなぎ、何かにつけて「大好き」と口にし、やたら抱だきつき、隣に座れば腕を組み、食事のときには「あーん」をせがみ、ひたすら話しかける。

　まるで転入直後のようだ。片時も京輔のそばから離れようとせず、昨日はとうとう、男子トイレにまでついてきていた。外ならまだしも、中までである。

　用を足たしている間、すぐ隣から明るく話しかけられ、なんとも居い心地ごこちが悪かった。

　挙あげ句く「どれどれ……」などとのぞいてくるから、たまらない。

　いわく「おしっこでお兄ちゃんの健康状態をチェックするんだよ！」とのことだが、妹に尿検査される兄の気持ちを考えてほしいと思う。

　この二日間、終しゆう始しそんな感じでベッタリだったため、ほとほと疲つかれ果はてていた。

　妹のことが大好きな気持ちに変わりはないが、さすがに気が滅め入いる。

　また中までついてこられても困るので、念のため――。

「綾花も、その……お手洗い？」

「ううん。お兄ちゃんについてくだけだよ？」

「お、おう……そうか」

　尋たずねるも、あっけらかんと答えられてしまった。

　邪じや険けんにするのは心苦しいが、ここはきちんと断っておくべきだろう。

「すまん、綾花。なら、教室で待っててもらえるか？」

「どうして？」

「どうしてって……は、恥はずかしいだろ」

「……嫌なの？」

「正直、嬉しくはねぇな」

「……………………」

　綾花が目を伏ふせ、険けわしい顔で黙もつ考こうし始めた。

　ほどなくして結論が出たのか、綾花は笑顔になってうなずき、

「わかったよ！　お兄ちゃんが嫌ならやめる。いい子にして待ってるね？」

「ああ、悪い……すぐ戻ってくるから」

「うん、いってらっしゃい！　大きい方かな？」

「…………小さい方だ」

　わざわざ訊きかないでくれ、と思いつつ教室を出る。

　殺人犯がたむろする廊下を突っ切り、最も寄よりの男子トイレに入った。

　自分から離れておいてなんだが、綾花を一人にしておくことには抵抗がある。教室には鋭えい利りや舞まい那なもいてくれるとはいえ、厄やつ介かいなクラスメイトにからまれたら面倒だ。

　京輔は急いで用を足し、手を洗い終えると、教室へ――。




「待ちなさい」




　戻ろうとした瞬間、声をかけられた。

　見れば、男子トイレを出てすぐの廊下に女子生徒が立っており、ポニーテールの毛先をいじくりながら、けだるい空気を振りまいている。

「……鋭利？　教室にいたんじゃないのか」

「あんたを追いかけてきたのよ」

「えっ!?　まさかお前も、オレのトイレに……!?」

「……ハァ？　んなわけないでしょ。斬きり落おとされたい？」

　鋭するどい視線に下腹部を射い貫ぬかれ、色んな意味ですくみあがった。

　鋭利が「……チッ」と舌を打ち、壁から背を離す。

　ズカズカ歩み寄ってくると、

「あんたの妹について、少し話しておきたいの」

「…………え？」

　廊下の隅すみまで京輔を引っ張っていき、声を潜ひそめた。

「ねぇ、あんたさ……あの娘このこと、どう思ってる？」

「どうって、もちろん大事に思ってるけど――」

「そうじゃなくって。あの娘の態度よ」

「ああ……」

　この学院に転入してきてからの綾花はやけに攻撃的で、刺とげ々とげしい気がする。

　それでいて、京輔には必要以上に甘えてきたり……。

　今までの綾花は、そうじゃなかった。

　愛あい想そがよく人当たりも良好で、ご近所では評判の『いい娘』。悪名高い兄とは正反対な優等生であり、できすぎるほどよくできた、自じ慢まんの妹だったと思う。

　兄妹仲は元々よかったが、ところ構わずベタベタしたり、無茶なわがままを言ったりすることはなかった。

　それなのに、今の綾花は――。

「……当たり前でしょ？」

　妹がよくわからないと言う京輔に、鋭利が呆あきれる。

「ここがどんなところか忘れたの？　殺人犯しかいない学校なのよ。そんな場所に突然放りこまれて、いつも通りだったら逆におかしいわ」

「ん…………」

　鋭利の言う通りだった。しかし一瞬なぜだろう、京輔の胸に違い和わ感かんが生しようじる。

　何か、大事なことを忘れ、履はき違ちがえているような――。

　その正体が判然としないうち、鋭利は「たぶん……」と先を続けた。

「不安なんだと思う。どいつもこいつも油断ならなくて、皆が皆、敵に感じられて……あたし自身がそうだったから、なんとなくわかるのよ。あの娘の場合、『◯人殺した』とかいう肩書きもないしね……。ナメられたりしないよう、無む駄だに攻撃的になっちゃう気持ちも理解できるわ。でもあの娘にとって、あんただけは違うでしょ？」

　京輔を射る赤あか錆さび色いろの瞳ひとみに、とがめるような光が宿る。

「ただ一人、心の底から信頼できる肉親。人を殺そうとしてまで、会いたかった家族。ちょっと甘えすぎるくらい、許してあげなさいよ……あの娘がここで心を許せる相手はあんただけなんだから。寮りようのあの娘を見てると、そう思わされるわ」

「……寮の綾花？」

「うん。別人みたいに大人しいわよ？　あんたがいないからだと思うんだけど、ずっと黙だまってる。あたしや舞那が話しかけても、素そっ気けないし。自分の方から関わるつもりはないみたい。初日に訊かれたことだって、『本当にお友達なんですか』とか『どういう風に親しくなったんですか』とか『どう思っているんですか』とか……あんたに関することばかり。それも、かなり警けい戒かいしてる感じで」

「…………マジか」

「マジよ。だからね、京輔……もうちょっとあの娘を大切にしてあげて？　あたしたちのことは、とりあえずいいから。――調理実習のとき、訊かれたわよね？　『誰だれが一番好きなのか』って。あたしたちに気を遣つかってくれたのかもしれないけど……そういうのいいから。今はあの娘のことだけ考えてあげて。あの娘にはあんた一人だけしかすがる相手がいないのに、そのあんたが他の相手を優先してたら、不安すぎるもの」

「鋭利……」

「もちろん、いずれは親しくなってくつもりだし、あたしのことも打ち明けるつもり。でもね、やっぱりまだ早いと思ったわ。まずはあんたが『お兄ちゃん』として、あの娘を支ささえてあげなさい。あたしが話しておきたかったのは、そういうことよ」

　言い終え、鋭利が髪を払った。視線を逸そらし、頰ほおをかく。

　その態度が意外であり、嬉しくもあった。

　鋭利は思っていたよりずっと、綾花のことを案じてくれている。京輔がわざわざ間に入らなくてもよかったのだ。

　鋭利は鋭利で、綾花に向きあおうとしてくれている。

　だから、京輔も――。

「……そうだよな。まずはオレがしっかりアイツを支えてやらなきゃいけないもんな。ありがとう、鋭利。綾花を心配してくれて」

「うん。あんたはあの娘のことだけ考えてればいいの。あたしたちはあたしたちで勝手に考えてるから。つまり、その……も、もっと甘えなさいよね？」

　吐き捨て、鋭利が頰を紅こう潮ちようさせた。

　ポニーテールの毛先を弄もてあそび、すねるように唇くちびるをとがらせている。物言いこそつっけんどんだが、言葉や仕し草ぐさの端はし々ばしから、鋭利の思いやりが伝わってきた。

　そんな姿を見ていたら、抑おさえようのない喜びと感謝がこみあげてきて、

「おうっ！　ありがとな、鋭利ぃ～～～っ！」

「ひあああああぁっ!?」

　京輔は想いを発散するように、鋭利の頭を両手でなで回していた。

　鋭利が素すっ頓とん狂きような声をあげ、身体を硬直させる。

「なっ、なななな、何……な、何して……なななっ、何――」

「――ハッ!?　す、すまん……つい」

　我に返った京輔は、慌てて手を離した。

　髪をくしゃくしゃにされた鋭利は放心し、口をパクパクさせている。

「…………つ、ついって……つい、って……」

　肩がプルプル震え出し、顔がたちまち真まっ赤かに染まっていった。

　驚き一色だった表情が、怒りに塗ぬり替かえられていく。

「あ、あんたねぇ……ふざけるのも大たい概がいにしなさいよ!?」

「うっ!?　いや、マジごめん……でもほら、さっき『甘えなさい』って――」

「身体的な意味じゃないわよ、バカ！　ドスケベ！　ドヘンタイ！」

　罵ば倒とうし、鋭利が髪にせわしなく手ぐしを入れた。

　京輔から一歩下がってうつむくと、うわ言のように呟つぶやく。

「心臓、止まるかと思ったじゃない……あ、あたしにも心の準備ってものが……」

「……あん？　何をブツブツ言ってんだ」

「死ねばいいって言ってんのッ！」

「お、怒るなよ……悪かったって。それだけ嬉しかったんだ」

「……ハァ。こういうことは、妹にしてあげなさいよね」

　半眼を向け、鋭利が溜ため息いきをこぼした。

　イラだたしげに髪をかきあげ、空気を切り替えるように、

「と・も・か・く！　あたしの話はこれで終わりよ。さっさとあの娘のところに戻ってあげなさい。今頃、寂しがってるだろうし」

「……ん。ああ、そうだな。わざわざありがとう、鋭利」

「別に」

　しれっと手を振り、歩き出す。いつも通りの投げやりな態度。

　それでも最後に見えた横顔は、微かにほころんでいた。





×　×　×






「遅かったね、お兄ちゃん？　小さい方じゃなかったのかな」

　教室に戻った京輔を綾花が明るく出迎える。

　舞那も一緒に残っていたが、会話をしていた様子はない。入る前、チラリとのぞいてみたときは二人とも、うつむきがちにだんまりしていた。

　京輔がいないと大人しく、自分から関わろうとしない――先ほど聞かされた言葉が、脳のう裏りを過よぎる。実習以来、綾花と舞那の仲はほとんど改善していなかった。

　そのことに心苦しさを覚えながらも、押し殺す。

　――今は綾花のことだけ考えていよう、と。

「ああ、悪い。なんか、急にお腹なかの調子が悪くなってさ」

　鋭利とは女子トイレの前で別れたため、戻ってきたのは京輔だけだ。

　取りつくろう京輔を、綾花が「じいいいぃ……」と凝ぎよう視ししてきた。

「……な、なんだよ」

「怪あやしい」

「え？」

「本当にお手洗い？」

「あ、当たり前だろ……」

「ふぅ～ん」

　二つ隣の空席をチラ見し、綾花がふいに立ちあがる。

　京輔に向かいあって顔を近づけ、くんくんっと鼻を動かした。

「…………くさっ」

「えっ!?」

　顔をしかめ、綾花が京輔の全身を嗅かぎ始はじめる。

　腹、胸、肩、二の腕……と鼻をはわせて、くんくんくんっと匂においを嗅かいだ。

　唐とう突とつすぎる妹の奇行に、京輔は戸惑う。

「ちょっ……お前、何して――」

「……まただ。また、アホ羽ばねさんだ」

「は？」

「お兄ちゃんから、アホ羽さんの臭いがするっ！」

　右腕の先まで嗅いだところで顔をあげ、綾花が京輔をにらんだ。

　大きな黒い瞳には、燃えるような怒りが渦うず巻まいている。

「アホ羽さんと何かあったの？」

「い、いや……」

「噓うそ」

「噓じゃねぇって！」

「じゃあ、なんにもなかったのかな」

「もちろん！　オレはトイレに行ってただけで――」

「噓をッつくなああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアァ！」

　瞬間、綾花がヒステリックに叫んだ。

　その声量と迫力に、教室内が静まり返る。

　綾花はいつの間にか、指に細い糸のようなものをつまんでいた。

　――赤錆色の長い髪の毛。

　狼ろう狽ばいする京輔の鼻先に『証拠品』を突きつけて、

「お兄ちゃんっ。こんなモノがね、肩のところについてたんだよぉ？」

　甘い猫なで声を出し、にっこり微笑ほほえむ。

　しかし瞳は笑っておらず、虹こう彩さいから光が消え失せていた。

「コレってアホ羽さんの髪だよね？　どうしてこんな汚物がついちゃってるのかなぁ？　トイレに行く前は、ついてなかったはずなんだけど？　クスクス。可お笑かしいよねぇ……おかしいよッ！　絶対何かあったよねえええぇ、お兄ちゃああああああぁん!?」

　笑顔が一変。金かな切きり声をとどろかせ、手近な机を蹴り飛ばす。

　情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていな妹の言動に、京輔はすっかり呑のみこまれてしまっていた。

　答えられずにいる京輔の胸ぐらを、綾花がつかんで引き寄せる。

　憤ふん怒ぬが一転、今にも泣き出しそうな顔になり、

「……ひどいよ。ねぇ、どうして噓つくの？　どうして綾花に隠しごとするの？　どうしてずっと黙ったまんまなの？　ひどいよお兄ちゃん、ひどい……綾花はお兄ちゃんを信じてるのに、お兄ちゃんは……ううううううぅ。なんで？　どうしてッ!?　どうしてどうしてどうしてどうして、お兄ちゃんはッ――」

「……何、どうしたの？」

　綾花が再び声を荒らげかけたとき、渦か中ちゆうの鋭利が戻ってきた。

　入り口付近で立ち止まり、異様な空気の教室内を見回す。

「――――――――」

　綾花の動きが停止した。

　胸ぐらから手が離される。

　綾花はゆっくりゆっくり、首を回して……。

「おい貴様ら。もうすぐチャイムが鳴るぞ？　席に着け」

　背後を振り返った瞬間、鋭利の陰かげから小柄な担任教師が現れた。綾花が「……ぁ」と声を漏もらして、机に伸ばしていた手を止める。

　その先には筆ふで箱ばこがあり、シャープペンシルがはみ出していた。

　久く瑠る宮みやが「……む？」と眉をひそめる。

「どうした、神かみ谷や妹よ。幽ゆう鬼きのような顔をして」

「いえいえ！　なんでもないです。痴ち話わゲンカですよ」

　腕を引っこめ、ごまかすように手を振る。いつも通りの妹だった。

　切り替わりが早すぎて、まったくついていけない。

　鋭利は状況が呑みこめないのか、瞳をまたたかせている。

　久瑠宮が「ふむ……」とアゴに手を添えた。

「まぁいいだろう。おいブタ野郎ども、席に着けっ！　次の時間は抜き打ち小テストを行うぞ。期末テストと同じ出題範囲だ。心して挑いどむがいい」

　久瑠宮が教壇に立つと同時、授業開始のチャイムが鳴り響く。

「…………？」

　問いかけるような目で兄妹を見、鋭利が席に戻った。

　対する綾花は、意い味み深しんな笑顔。

　京輔は視線を落とし、うつむくことしかできない。

　開始そうそう行われた小テストの結果は、惨さん憺たんたるものだった。





×　×　×






「アホ羽さん。休み時間、お兄ちゃんと二人で何してたんですか？」

　授業が終了するなり立ちあがり、綾花が鋭利の席を訪れる。珍しく真面目にノートを取っていた鋭利がペンを止め、ニコニコ笑う綾花を見あげた。

　数瞬の沈黙。鋭利は怪け訝げんそうに眉をひそめて、

「……廊下で擦すれ違ちがったとき、少し話しただけだけど？」

　答えると、またすぐペンを動かし始める。

　そのペン先に、――バァン！　と手の平が叩きつけられた。

「噓ですよね？」

「……ハァ？　噓じゃないけど」

　作業を中断させられた鋭利が、顔をしかめる。

　その眼前に、綾花が例の『証拠品』を垂らした。叩きつけたのとは逆の左手、親指と人差し指の間に挟まれているのは、赤錆色の長い髪の毛だ。

「コレ、アホ羽さんのですよね？　お兄ちゃんの肩についていました」

「……………………」

　鋭利がチラリと京輔を見る。

「あらそう。いつついたのかしら？　不思議だわ」

「そうですねぇ～。不思議ですねぇ～。ええ、とっても不思議です……」

　そ知らぬフリを決めこむ鋭利に、綾花のこめかみがひくついた。

　つまんだ髪の毛を左右に振り動かして、語調を強める。

「お兄ちゃんがトイレに行く前は、こんなモノついてなかったはずなんですけどねぇ！　少し話をしただけで、髪の毛なんかつきます？　つきませんよねえええぇ!?」

「……擦れ違うときついたんじゃないの」

「あっ、なるほどぉ……って、んなわけないでしょう!?　アホ羽さん、どんだけ抜け毛すごいんですか。ハゲ羽さんに改名しますよ」

「……すれば？」

「しません！　話題をすり替えないでください！」

「あんたが振ってきたんでしょ……」

　鋭利が辟へき易えきするようにぼやいた。

　それでも綾花は食い下がるのをやめない。

　前のめりになって顔を近づけ、徹底的に問いつめる。

「それにね、臭いがしたんです」

「……匂い？」

「そうです。お兄ちゃんの胸から、あなたの臭いが――」

　言うなり、くんくんくんっと鼻を動かした。

　綾花が「くさっ！」と顔を歪ゆがめる。

「この臭いです。まるでメスブタみたいな悪臭がしますよ？」

「……なんですって？」

「あっ、すみません。みたいじゃなくて、メスブタでしたね。臭くさい臭くさ～い！」

「…………チッ」

　鼻をつまんでパタパタ扇あおぐ綾花に、鋭利が舌打ちを漏らした。

　さすがに黙って見ていることなどできず、京輔は綾花をたしなめる。

「おい、言いすぎだぞ！　それくらいにしとけ」

「うう。お兄ちゃん……綾花じゃなくって、アホ羽さんの味方をするの？」

「……ん。そ、それは――」

　悲しげな瞳で見つめられ、京輔は言葉をつまらせた。

　すると、鋭利がとがめるような視線を向けてくる。

　休み時間のとき言われたことを思い出し、京輔はかぶりを振った。

「……いや、オレは綾花の味方だよ。当たり前だろ？」

「お兄ちゃん……」

　力強く応える京輔に、綾花の気配が和らぐ。

　せつなげだった表情が、あっという間に破顔して、




「――じゃあ、どうして噓をつくのかな？」




「…………え？」

「え、じゃなくって。ついたでしょ、噓？　アホ羽さんとは何もなかったとか言って。お兄ちゃんは綾花の味方なのに、どうして噓をつくのかな？　どうして、アホ羽さんと一緒に隠しごとをするのかな？　矛む盾じゆんしてるよね？　綾花は困惑しています」

　笑顔のままに糾きゆう弾だんしてきた。

　京輔の背に汗がわく。

「え、えーっと……それは、だな――」




「ごめんあそばせ」




　そのときふいに、聞き覚えのある声が響いた。

　見れば、教室前方。入り口から、女子生徒が顔をのぞかせている。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪に翠玉色エメラルドの瞳、西洋人形のように可か憐れんな美少女だ。

「紗しや魔ま夜や先輩？　どうしたんです、こんなところで……」

「うふふ。お昼休みの校内パトロール中ですの。ごきげんよう、皆さま」

　戸から身体を半分出した状態で、紗魔夜が手を振ってきた。

　その腕には『風紀委員』と書かれた黄色い腕章が通されている。校内パトロール中とのことだが、旧校舎で紗魔夜たち上級生の姿を見かけたのはこれが初めて。

　何か、別の目的があるとしか思えなかった。

「……出ましたね、ビッチ」

　紗魔夜の登場に気づいた綾花が、うざったそうに言う。

　しかし、紗魔夜は笑顔を崩くずさない。

「お久しぶりです、妹さん。お名前は……綾花さん、でしたかしら？」

「気安く呼ばないでください。耳が腐ります」

「あ、相変わらず当たりが厳きびしいかたですわね……まぁ、よろしいですの」

　コホンッと咳ばらいして、紗魔夜が辺りを見回した。

「どうやら、氷ひ河かわさんはいらっしゃらないみたいですし……好都合ですわ。今のうちに事を済ませてしまいましょうか。うふふふふ」

　微笑み、紗魔夜が瞳を妖あやしく光らせる。

　紗魔夜は先週、京輔たちのおかげで散さん々ざんな目に遭っていた。まだ誤解も解けていないので、こっぴどくフラれたものと勘かん違ちがいしているはずだ。

　――真しん性せいのサイコパスである紗魔夜が、あのまま引き下がるとは思えない。

「京輔さま。わたくし、あれから色々考えましたのよ？　京輔さまがわたくしのことをお嫌いだと聞かされてから毎晩毎晩、考えましたの……潔いさぎよくあきらめ、身を引こうとも思いましたわ。けれど、あきらめきれなくて……わたくし、決意しましたの。多少強ごう引いんにでも、京輔さまを手に入れようと！　自分勝手と思われようが、迷惑だと思われようが……わたくしは、わたくしなりのやり方で、京輔さまにアプローチしようと！」

　京輔への想いを語り、紗魔夜が入り口の陰から身体を出した。

　その片腕に提さげられているのは、白塗りのハードケース。楽器を収めるような長方形をしており、表面には金の意い匠しようがほどこされている。

　そのカバンを目にした綾花が、「……あっ」と声をあげた。

　鋭利も「やばっ――」と顔色を失う。

　京輔たち生徒に向かい、切せつ迫ぱくした声で、




「銃器よ、逃げてッ！」




「「「…………ッ!?」」」

　鋭利の叫びを聞いたクラスメイトが固まった。紗魔夜はカバンを床に置き、今まさに留とめ具ぐを外そうとしている。

　舞那が「ひいっ!?」と机の下へ避ひ難なんし、鋭利が綾花を守るように引き寄せた。

　危機を察さつして素早く立ちあがった京輔は、机を押しのけて疾しつ走そう。

「うおおおおおおおおおぉ！」

「きゃあっ、ですの!?」

　銃を取り出そうとする紗魔夜に飛びかかって、組くみ伏ふせる。

　後ろ手に固められた紗魔夜が、身体をジタバタさせて抵抗してきた。

「ああんっ、京輔さま……激しいですわ。乱暴になさらないでくださいませ！　最初は優しくお願いしたいですの。しかも、こんな大衆の面前で……やんやんっ。わたくし、隠れＭですけれど……いきなりコレはレベルが高すぎますわ。わたくしたち、まだ手も繋いでいないのに！　別のところを繋げてしまうおつもりだなんてえええぇ!?」

「銃撃しようとしといて、何言ってんですか!?」

「……はい？　銃？　京輔さまこそ、何を言っておりますの？」

「何って……だから、ガンケース――」

　カバンを確認した京輔の目が点になる。

　紗魔夜が「ああ」と得心し、

「違いますわ。コレは確かにガンケースですけれど、今は弁当箱ランチボツクスにしておりますのよ。いい入れ物が見つからなくって」

　銃の代わりに手料理が収まるガンケースを見た。

　半分には色とりどりのサンドイッチが、もう半分には唐揚げや卵焼き、ミートボールやウインナーなどのおかずが、仕切りを使って綺き麗れいに敷きつめられている。

「……………………」

　張りつめていた空気が弛し緩かんし、白けるような沈黙が降りた。

　紗魔夜が照れ臭そうに身をよじらせる。

「あ、あの……京輔さま？　誤解が解けたなら、わたくしの拘こう束そくも解いていただきたいですの。こんな風に密着していたら、わたくし……おかしくなってしまいそうですわ！　ハァハァ。京輔さまの手、ゴツゴツしていて気持ちがいいですのぉ……ああんっ。もうよろしいですわっ！　やはり、お弁当ではなく紗魔夜をごちそう――」

「遠慮しときます」

「……ちぇっ、ですの」

　京輔が即座に飛びのくと、紗魔夜が残念そうに身体を起こした。

　ただの勘違いだとわかったクラスメイトたちが、「なんだよ……」「脅おどかしやがって」「ビビってねーし！」「銃器よ、逃げてッ！　じゃないですよ、まったく……」「死ね！」「これだから貧乳は……」とぼやきつつ、それぞれの時間に戻る。

　綾花が「クスクス」と嗤わらった。

「アホ羽さん、恥っずかし～い。勘かん違ちがい乙おつです」

「う、うるさいっ！　あの女が紛まぎらわしいことするから……」

「顔赤いですよぉ～？　クスクス。ていうか、いつまで綾花にくっついてるんですか!?　メスブタ臭が移るので、さっさと離れてください！」

　綾花を守るように抱きしめていた鋭利が、「きゃっ!?」と突き飛ばされる。

　舞那が机の下から顔を出し、「ふ、不発……？」と辺りを見回した。

「うふふ。お騒さわがせして、ごめんあそばせ。わたくし、皆さまのためにお弁当を作ってまいりましたの！　残飯ばかり食していては、お身体にもよくないでしょう？　余よ計けいなお世話かもしれませんけれど、京輔さまの好感度をあげるため――ではなく、皆さまに喜んでいただくために、徹夜でご用意いたしましたのよ？」

　紗魔夜がケースを抱え持ち、京輔に披ひ露ろうしてくる。

　隙すき間まなくぎっしりとつめられたおかずは、四人分以上あった。

「コレ、紗魔夜先輩が全部一人で……？」

「ええ、もちろんですわっ！　わたくし、料理は得意なんですの。見た目はもちろん、お味も保証させていただきますわ。厳選素材を使用しておりますの。お肉などは夜中のうちに絞しめ殺し、解体したばかりですから！　新鮮ですわよ～」

「人の肉ではありませんよね？」

「…………。当然ですわ」

「間がありましたよね!?　先輩が言うと、冗談に聞こえないんですけど！」

「うふふふふ。心配なさらずとも、大丈夫ですの。人肉ではなく鶏肉ですわ。煉れん獄ごく園えんのニワトリ小屋から拝はい借しやくしてきた軍鶏シヤモでしてよ。暴れるから、もう大変で……」

「いや、それ完全にアウトでしょ。バレたら調教されるんじゃ……」

「ええ。実はもうバレていて、先ほどお呼び出しを受けたところですわ。『貴女あなたもニワトリと同じ運命をたどらせてあげます』と。風紀委員の顧問である美み槌づち先生は、学院一優しいことで有名ですけれど、怒らせると学院一怖いことでも有名ですの。先の不ふ祥しよう事じでは、三日三晩ボコボコにされて、千回近く意識を飛ばされましたもの」

　――怖すぎるだろ。よく生きてたな。

　それなのにまた問題を起こして、無事に済まされるのだろうか。

　心配する京輔をよそに、紗魔夜は「うふふ」と微笑んで、

「今回こそ、殺されてしまうかもしれませんわね？　けれど、構いませんの！　それで京輔さまに喜んでいただけるなら、本望ですわ……だってわたくし、京輔さまを愛しているんですもの！　愛のためなら、自分の死すらも受け入れる。紗魔夜はそう決めたのですわ。さぁ受け取ってくださいまし、京輔さま！　わたくしの愛がたっぷりこもった手作り弁当を！　そうすれば、紗魔夜は安らかに逝いけますの……」

　紗魔夜が瞳をキラキラさせて、ケースを差し出してくる。

　その重さは想像以上で、腕と心にずっしりときた。京輔は落とさないようにしっかりと受け取る。

「……あ、ありがとうございます」

「わたくしの方こそっ！　ああ、これでようやく死地に赴おもむく覚悟が決まりましたわ……さようなら、京輔さま。もしまたお会いできたなら、紗魔夜のことを力いっぱい抱きしめてくださいましね？　それだけで、十分ですから――」

「どーん！」

　次の瞬間、ケースが弾き飛ばされた。

　京輔の腕を離れた手作り弁当が床に落ち、盛大に中身をブチまける。

「「――――――――」」

　紗魔夜の動きが静止した。京輔の呼吸も停止する。

　あんまりにも唐突すぎて、何が起こったのか理解できない。

　無む残ざんに引っくり返った弁当。

　飛び散らかったおかずとサンドイッチの残ざん骸がい。

　それらを見下ろし、固まる紗魔夜と京輔。

　――そして。

「まったくもぉ！　たぶらかされちゃダメでしょ、お兄ちゃん。ビッチ先輩は超凶悪で極ごく悪あく非ひ道どうな《殺さつ人じん姫き》なんだから。もう少しで殺されちゃうところだったよ？　毒とか盛もってあったらどうするの？　はぁ……危ない危ない！」

　吐息し、綾花が冷や汗をぬぐう。

　横あいから割りこんで、ケースを突き飛ばしたのだ。

「お前、何して……」

「さっき言ったじゃん！　ビッチ先輩の魔手から守ってあげたんだって。お兄ちゃんはもっと危機感を持った方がいいと思うな！　相手がいくら美人でも……油断してたら、そのうちサクッと殺されちゃうんだからね？　わかってるのかな!?」

　綾花が憤り、京輔をにらんだ。

「い、いくらなんでもそんなこと――」

「…………せん……の」

「はい？」

　紗魔夜の口からうめき声が漏れる。

　綾花がそちらを向くのと同時、伏せていた顔を跳はねあげ、

「毒など盛っていませんのっ！　先ほど申しあげました通り、わたくしが料理に使った隠し味は一つ。愛●だけなんですものっ！」

　……今、『愛』の後に危険な単語が続かなかったか？

　綾花が「ちょっと！」と紗魔夜につめ寄った。

「変なモノ入れないでくださいっ！　それこそ毒じゃないですか。あなたの愛で穢けがれた料理なんかを摂とったら、お兄ちゃんまで穢れちゃいます。このクソビッチ！」

「ク、クソビッ……貴女ねぇ！　丹たん精せいこめて作ったお弁当を台なしにしておきながら、なんて物言いですの!?　京輔さまの妹だからと大目に見ておりましたけれど、わたくし我慢の限界ですわ！　もう怒りましたの……謝罪を要求しますわ、綾花さん」

「断固拒否です。先輩こそ謝ってください」

「はいぃ!?　どうして、わたくしが謝るんですのっ!?」

「お兄ちゃんを毒殺しようとしたからですよ？　何とぼけてるんですか」

「とぼけてませんわっ！　毒物なんてこれっぽっちも――」

「じゃあ、食べてください」

「…………は？」

「自分で食べて見せてください。それであなたがなんともなければ、毒を盛ってないのは認めてあげます。お兄ちゃんを殺そうとしたわけじゃないって、認めてあげます」

　床の上で引っくり返った弁当を指さし、にっこり笑う。

　紗魔夜の顔から表情が消えた。

「……落ちたお料理を口になさい、と？」

「ですです。ホコリで汚れちゃってますけど、元々あなたの愛で穢れちゃってますから同じですよね。それとも、やっぱり毒が入ってて食べられないんですかぁ？」

「――――――――」

　紗魔夜の瞳から光が消え失せる。

　クスクス嗤う綾花に向かって、一歩近づき、

「わかりましたわ」

「…………え？」

「その程度の恥ち辱じよくで汚名をすすげるのなら、喜んで！　京輔さまへの愛と、わたくしのプライド。どちらが大切かなんて、比べるべくもありませんもの」

　ためらうことなくその場にしゃがみこんだ。スカートをヒザ裏にはさみ、蜂蜜色の髪を耳にかけると、手近な唐揚げをつまみあげる。

　呆あつ気けに取られる綾花を前に、付着したホコリを軽く払って、

「では、いただきま――」




「もらいます」




　――ヒョイッ、と。

　上から割りこんだ手が、唐揚げを奪うばった。

　紗魔夜と綾花が、「「あっ!?」」と声をそろえる。

　二人の視線が注ぐ先、横取りした唐揚げを味わっているのは、

「お。美う味まい」

「…………京輔、さま？」

　紗魔夜がポカンと固まっていた。

　食べ終わった京輔は微笑む。

「先輩、マジで料理上手なんすね？　冷めてるのにめちゃくちゃ美味かったです。ごちそうさまでした！」

「きょ、京輔さま……わたくしのこと、お嫌いなのでは？」

「嫌いじゃないですよ？　って、言おうとしたんですけどね……この前は変なところで切れちゃって、誤解させちゃいました。すみません。それと、妹が――」

「お気になさらず。謝らなくても結構ですわ」

　謝罪の言葉をさえぎり、紗魔夜が腰を持ちあげた。

「わたくしのお料理を『美味しい』と……わたくしのことを『嫌いじゃない』と口にしていただけただけで、十分すぎるほど十分ですから。うふふ」












　胸に手を当て、幸せそうな笑顔を浮かべる。

　それは《殺人姫》には似つかわしくない、恋する乙女の表情で。

「紗魔夜先輩……」

　京輔はつい見とれてしまうのだった。

「――――――――――――」

　京輔が唐揚げを口にしてからずっと、うつむいている綾花。その内面で今にも爆発しそうな激情が、煮えたぎっているのを感じながらも……。

　あの状況で綾花の味方をすることが、京輔にはどうしてもできなかった。





×　×　×






　紗魔夜が『懲罰室に呼び出されていますので』と、ケースを回収して去った後。

　床ゆかの料理を片づける前に、京輔は綾花へ向き直る。

　綾花は紗魔夜が退室するときも結局、最後まで口を閉ざしたままだった。

「……おい、綾花」

　頭を垂れたまま動かぬ綾花に、意を決して話しかける。

　抑おさえようとは思ったが、厳しい口調になるのは止められなかった。

「いくらなんでも言いすぎだし、やりすぎだ。相手が殺人犯だから、嫌悪感とか不信感を持っちまうのもわかるけど。もう少し、その……言い方ってもんがあるだろ。あんな風に罵ば倒とうされたら誰でも怒るし、あんなことをされたら誰でも傷つく。人殺しだって、オレらと同じ人間なんだ。わかるだろ、綾花？」

「――――――――」

　話しかけても反応してくれない綾花に、イラだちが募つのる。

　その両肩に手を置いて、京輔は語調を強めた。

「紗魔夜先輩だけじゃねぇ……鋭利や舞那に対してもそうだ。こんなところに突然放りこまれて、不安に思っちまうのもわかる。人を殺してるような奴らを、簡単に信用できないのもわかる。オレがそんな奴らとつるんでて、我慢ならないのもわかる。だけどな綾花。必要以上に当あたり散ちらしてたら、周囲の反感を買うし……そのうち誰も近づいてくれなくなっちまうぞ？　外でのオレがそうだったみてぇに――」

「………って、ない」

「あん？」




「お兄ちゃんは、なんにもわかってないよッ！」




　京輔の手を振り払い、綾花が金切り声をあげる。

　気き後おくれする京輔をにらんで、ヒステリックに叫び散らした。

「綾花が不安に思う理由も、綾花があのヒトたちを好きになれない理由も、綾花が怒る理由も全部ッ！　これっぽっちも、わかってくれてないじゃんかあああぁ!?」

　ツインテールを振り乱してわめく。

　その姿はわがままを聞き入れてもらえない子供のようだ。

　だが、何を不満に思っているのか理解できない。

　理解できないことがもどかしかった。

　今までずっと、一緒にいたはずなのに……。

「わかんねぇよ、綾花！　なんでそんなに怒ってんのか、わけわかんねぇ！　ちゃんと話してくれないか？　言ってくれれば、オレだって――」

「言わなきゃわかんないのかな？」

　綾花が失望するような目で京輔を見る。

「……じゃあいい」

　ふてくされ、プイッと顔を背けた。

　京輔の頭に血がのぼる。

「じゃあいいってなんだよ!?　言いたいことがあるなら、言えばいいだろ」

「やだ」

「……言えよ」

「やだ！」

「言えって！」

「やだよ」

「言えっつってんだろ!?」

「やだあああぁ！」

　片かた意い地じを張はってこばむ綾花と、意い固こ地じになって問いつめる京輔。

　にらみあう両者の真ん中に、第三者の手が割りこんた。

「あんたら二人とも、熱くなりすぎ」

「「………………」」

　京輔たちの視線を受け止めた鋭利が、冷静に言う。

「とりあえずさ、場所を変えない？　こんなところで言い争ってたら周りの迷惑だし、目立ちまくりよ。床の料理を掃そう除じしてから移動しましょう？　その間に一回、気持ちを落ち着けて――」

「なんでアホ羽さんが入ってくるんですかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　瞬間、綾花が鋭利を思いっきり突き飛ばした。

「きゃっ!?」

　鋭利が体勢を崩す。

　転倒の際、巻きこまれた机が倒れ、教科書やノートが散らばった。

　あまりのことに数秒、思考が停止する。

「力強すぎでしょ、あんた……京輔の妹だけあるわ」

「鋭利ッ！　大丈夫か!?」

「……平気よ。ちょっとびっくりしただけ」

　走り寄る京輔に答え、鋭利が上半身を起こした。

　その身体を支えてやりながら、綾花をにらむ。

「おい、綾花……していいことと悪いことがあるだろ？」

　信じられないほど低い声が出た。

　しかし、綾花は反抗的な態度を崩さない。

「それは綾花のセリフだよ？　またアホ羽さんの味方してるし！　お兄ちゃんはそんなにアホ羽さんが好きなの？　趣味悪すぎるんじゃないかなぁ……胸は薄いし、アタマは悪いし、料理はできない。外見だけしか取とり柄えがないメスブタの、どこが――」

「綾花ッ！」

「…………っ!?」

　怒ど鳴なる。綾花が身をすくませた。

　困惑した様子で「お、お兄ちゃん……？」と京輔を見る。

　揺ゆらめく双眸を向けられ、京輔の胸に罪悪感が灯ともりかけるが、ここで許しては綾花のためにならない――と、怒りを奮ふるい立たたせた。

「誰の味方をするとかしないとか、そういう問題じゃねぇだろ!?　お前がひでぇことをしたから怒ってんだ」

「…………」

「謝れ」

「………………」

「一言でいい。鋭利に謝るんだ、綾花」

「……………………」

「おい。いつまで黙ってんだよ？」

「…………………………」

「謝れッ！」

　再び怒鳴る京輔に、綾花が「ひうっ!?」と瞳をうるませる。

　限界まで見開かれた目から、涙がぽろぽろと落ちた。

　胸が痛んだが耐え、綾花を見すえる。

　綾花が逃げるように面を伏せた。涙をぬぐい、嗚お咽えつを漏もらして、

「お、お兄ちゃあん……」

　呼びかけてくる。だが、京輔は応えない。

「お兄ちゃあああぁん……うう」

　救いを求めるようにすすり泣く。だが、京輔は助けない。

　許してやりたい衝動と必死に闘いながら、黙って綾花を見つめ続けた。

「うううううううううううううううぅ……」

　身体を縮こまらせて、綾花がうなるように泣く。

　京輔の心をガリガリ磨すり減へらしてくるその慟哭が、

「――――――――」

　次の瞬間、ピタリと止まった。

　代わりに漏れ聞こえてきたのは、消え入りそうな声。

「…………違う」

「あん？」

「違う……違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う、違う！」

　頭を抱えて振り乱し、綾花が狂ったように否定する。

　焦しよう点てんがあわさっていない瞳は、どこか別の場所を見ているようだった。




「お兄ちゃんは、こんなこと言わない……綾花の知ってるお兄ちゃんは、綾花にこんなひどいことしないッ！　そうだよ、絶対おかしいよ……お兄ちゃんはいつも綾花の味方で、綾花を守ってくれて、綾花を助けてくれて、綾花に優しくしてくれて、綾花を愛してくれるのに、こんな……こんなのおかしい！　絶対絶対、おかしいよッ！　違う……こんなのお兄ちゃんじゃない……綾花の知ってる、お兄ちゃんじゃ……ない」




「……は？　お前、何言って――」

「触さわるなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアァ！」

　伸ばされた手を払いのけ、綾花が吼ほえる。

　京輔から飛びのくように距離を取り、三白眼を向けてきた。

「…………綾、花？」

　炯けい々けいとした昏くらい瞳に宿るのは、あからさまな敵意。

　最愛の妹からそんな感情を向けられたことに、京輔は深いショックを受ける。

　――触るな。

　綾花の言葉が胸に刺さって、呼吸ができない。

　頭の中が真っ白になった。

「…………～～～～～～っ!?」

　呆然とする京輔から目を背け、綾花が猛然と駆け出す。

『待ってくれ』

　そう叫ぼうとしたのだが、言葉がうまく喉を通ってくれなかった。綾花はあっという間に京輔の脇を擦り抜け、鋭利の眼前を横切り、舞那を教室に残して、

「もうっ、皆！　いつになったら、食堂に来て――うひゃあ!?」

　引き戸の陰から現れたガスマスクを撥はね飛とばし、一いち目もく散さんに走り去ってしまう。

　バタバタという足音が、たちまち遠ざかっていった。

「痛たたたたたた……なんだい、今のは？　おっぱいという名のクッションがなければ危なかったよ！　廊下は走っちゃダメって習わなかったのかな!?　まったく……って、おや？　なんでそんなところに座っているんだ、鋭利。パンツ見えてるよ。なんか色々散ちらばってるし、ざわついてるし……あれ？　綾花ちゃんはどこだい？」

　ただ一人、状況をよくわかっていない煉れん子こが、呑のん気きに首を傾ける。

　お昼休みが開始してから、三十分が経過していた。





















　――世の中ゴミばっかりだ。と、神かみ谷や綾あや花かは思っている。

　朝のニュース番組を見ながら、多くの人が行ゆき交かう街を歩きながら、流は行やりのＰＯＰソングを聴きながら、クラスメイトと他愛のない会話をしながら、授業を真ま面じ目めに受けながら、友達の誘いを断りながら、人当たりのいい笑顔を浮かべながら、

　――ああ、本当にくだらない。と、心の中で嗤わらっていた。

　綾花がそう感じるようになった契けい機きは、今から五年前。

　小学三年生のとき行われた、クラスぐるみの陰いん湿しつないじめだ。

　理由は、よくわからない。理由なんてなかったのかもしれない。

　自分で言うのもなんだが綾花は周りに比べて容姿が優すぐれていて、学力も秀ひいでており、男子の人気も高く、先生からの信頼も篤あつかった。その『欠点がない完璧な感じ』が何人かのクラスメイト（主に同性）の癪しやくに、なんとなくさわっただけかもしれない。完璧な綾花が無ぶ様ざまに転げ落ちるのを見て、爽そう快かい感かんや優越感に浸りたかったのかもしれない。

　いじめが起こる少し前、当時クラスで一番人気だった男子の告白を綾花が断っており、その男子のことを当時クラスで最も発言力のある女子（派は手でで強気で目立ちたがりな、綾花とは正反対のタイプ。仲は良くも悪くもなかった）が好いていた――という話を聞いた気もするが、よく覚えていない。言い出しっぺが誰だれなのかも、綾花は知らない。

　ただ、気づいたときには上うわ履ばきが捨てられていて……。

　その事件を切っ掛けに、綾花はクラスの輪から放ほうり棄すてられた。

　友達だと思っていた女子は、綾花の体操着がトイレに投げこまれていた翌日から他人になった。親友だと思っていた女子はだんだん付きあいが悪くなり、ほどなくして他人になった。男子は他の女子から嫌われるのを恐れて何もせず、あまつさえ点数稼かせぎをしようといじめに加か担たんした。教師は知らぬ存ぜぬ、見て見ないフリ。

　――綾花の味方は誰もいなかった。

　それでも家へ帰ればいつも通りに振ふる舞まい、笑顔を浮かべる。家族に余よ計けいな心配をかけたくない一心だったが、同時にどこかで恐れてもいたのだ。

　綾花がいじめられていることを知ったらパパも、ママも、お兄ちゃんも……学校の人たちみたいに、綾花に対する態度を豹ひよう変へんさせるんじゃないか、と。

　けれど、あの日――。

　いじめが始まってから、二ヶ月ほど過ぎた日の朝。

　上履きがないので靴下のまま、綾花が机に書かれた落書きを消していると、三年生の教室に突然、五年生の京きよう輔すけがやって来た。そして、堂々叫んだのである。

『テメェら全員、面つら貸かしやがれッ！』

　そこからは嵐のようだった。騒ぎを聞きつけた教師が飛んでくるまでの間、綾花の前でクラスメイトを手当たり次第にしめあげ、問いつめていく。

　――オレの妹を泣かせやがったのはどいつだ、と。

　以来、綾花に対するいじめは鳴りをひそめた。京輔に憤いきどおりを覚え、報ほう復ふくに乗り出す者もいたが、一人残らず泣かされたらしい。六年生はもちろん、彼らの身内である中学生すら返かえり討うちに遭あい、綾花の小学校で京輔に逆らう者は誰もいなくなった。

　綾花たちに進んで関わろうとする者も……。

　――けれど、綾花は構わなかった。

　綾花にとって、兄はケンカばかりの問題児アウトローではない。自分を助けてくれた救世主ヒーローだ。綾花は以前にも増して京輔になつき、家以外でも二人で過ごす時間が増えた。

　京輔のうわさは校外にも広まっていたため、外出先で危険な目に遭うことも少なくなかったが、そのたび兄が守ってくれた。何度も何度も、救ってくれた。

　だから、二人っきりでも構わない――否いや、二人っきりがいい。

　孤独な妹は京輔を求め、孤高の兄は綾花を必要としてくれている。

　それだけで十分、世界は完成されているのだ。

　だから、余よ計けいなものなんていらない。

　私立の中学校へ進んだ綾花の周りには、たくさんの人が集まり、友達もできたが、それはあくまで表面的な繋がりだった。学校生活を滞とどこおりなく進めていくための潤じゆん滑かつ油ゆでしかない。深入りせず、深入りさせず――。

　その気になれば、すぐにでも洗い流して捨てられるゴミ。価値のないもの。

　小学生時代の綾花がそうだったように、この世界のほとんどは所しよ詮せん、代だい替たいの利く使い捨て品なのだ。好きな人も好きな物も、代わりなんていくらでも転がっている。

　綾花にとって、代わりが利かないものは、ただ一つ。

　――京輔だ。京輔だけは、何があっても綾花を捨てない。裏切らない。

　いつも綾花の味方でいてくれて、いつも綾花を守ってくれて、いつも綾花を助けてくれて、いつも綾花に優しくしてくれて、いつも綾花を愛してくれるから。

　綾花にとって京輔は、そんじょそこらのゴミじゃなく、大事な宝物なのだ。




　――それなのに。




「うう……うううぅ……うううううううううぅ～～～っ！」

　人ひと気けのない校舎の片かた隅すみで、綾花はヒザを抱えてうめき続ける。

　教室を飛び出してくる前、京輔から叩きつけられた言葉が、向けられた目が、脳のう裏りにこびりついて離れない。傷口から血があふれるみたいに、涙がこぼれた。

　自分の下にぽっかり穴が空あいて、底なしの闇へ落ちていくような不安と深い絶望。

　今まで近くに感じていたものが、世界が、急速に遠のいていく。

　出口の見えない奈な落らくの淵ふちで、綾花は独りぼっちになってしまった。

「うう……なんで？　どうしちゃったの、お兄ちゃん……」

　この学院に来て、再会した京輔を思い出す。

　綾花と顔をあわせるなり、喜ぶのではなく叱しかりつけてきた京輔。

　たくさんの女に囲まれて、楽しげな学院生活を送っている京輔。

　綾花と二人きりじゃなく、何かにつけて他の女をともなう京輔。

　綾花の想いを無む下げにして、他人の想いを優先しようとする京輔。

　綾花からコソコソと隠れ、他の女とイチャイチャしている京輔。

　他の女が作った手料理を、気にせず「美お味いしい」と食べる京輔。

　綾花のことをにらみつけ、情け容よう赦しやなく怒ど鳴なりつけてきた京輔。

　全部が全部、綾花の知らない京輔だった。

　会えなかった月日が、兄を変えてしまったのだろうか……。

「……違う。そうじゃない。お兄ちゃんを変えたのは、時間じゃなくて――」

　――あいつらだ。

　京輔に近づく殺人犯の女ども。

　あいつらが京輔をたぶらかし、惑まどわし、狂わせたに違いない。

　綾花の大事な宝物を疵きずつけ、くもらせ、汚してしまったに違いない。

　――そうだ。そうだそうだそうだそうだそうだ、そうだ！

　思えば京輔がおかしくなるときにはいつも、あの女どもが関わっていた。

　京輔には悪名のおかげでほとんど人が寄りつかず、異性に免めん疫えきがない。だがこの学院ではこぞるように人が群むらがり、異性からもモテモテ。

　純じゆん情じよう無む垢くな京輔は、さぞ戸と惑まどったことだろう。

　穢けがれきったメスブタどもの毒気に当てられ、自分を見失っているのだ。

　正気じゃないから、綾花に対してあんなにひどい言葉をかけられるし、あんなに怖い目を向けられた。あいつらにそそのかされていたから、綾花の味方をしないで、あいつらに都合のいいことばかりしている。

　――やっぱりそうだ。そうだとしか思えない。

「…………助けなきゃ」

　綾花を支配していた不安と絶望が消し飛び、湧わいてきたのは使命感。

　これまで綾花は、京輔に助けてもらってばっかりだった。

　だから、今度は自分が助ける番だ。兄を助けて、救ってあげる番なのだ。

　――でも、どうやって？

　そんなの決まっているじゃないか。

「クスクス……クスクスクス……クスクスクスクス……」

　忍び笑いが止まらない。最低だった気分が一転、最高の気分だ。

　今から自分が起こす行動を思うと――それによって救い出される京輔を想うと、溺おぼれそうになるくらいの幸福感があふれ出してくる。

　これまで綾花はただのか弱い、救世主に護まもられるだけのお姫さまプリンセスだった。

　けれど、これからは違う。そうじゃない。

　京輔を救うことができれば、自分も肩を並べて立つことができる。

　兄にとっての救世主ヒロインになれる。

　――だから。

「……待ってて？　今、助けに行くよ。もうこれ以上、あのメスブタどもにお兄ちゃんを穢させたりしないもん。絶対絶対、穢させたりしないもん！」

　決意を固め、強く拳こぶしを握った。

　涙をぬぐい、勢いよく面をあげる。次の瞬間、




「いい顔だ」




　綾花の視界に飛びこんでくる影。

　いつからそこにいたのだろう、目の前に誰かが立っていた。

　綾花を見下ろす双ふたつの瞳。

　そこにはひどく獰どう猛もうで、優しい光が宿っている。

「……………………ぁ」

　ほうける綾花に人影が笑った。

　微笑ほほえみ、手を差し伸べてくる。

「貴様が抱くその想い、わたしが成じよう就じゆするのを手伝ってやろうか？」

　それは、今から三ヶ月前。

　綾花を絶望から引っ張りあげてくれた、希望そのもので……。

「――はい」

　綾花は、迷わずその手をつかんだ。





















「……ダメだ。畜ちく生しよう、どこにもいねぇ」

「あたしの方も見つからなかったわ。煉れん獄ごく園えんまでのぞいてきたんだけど……」

「はうぅ……どこ行っちゃったんでしょう、綾あや花かちゃん？」

「ここは敷地が広いからねぇ。本気で隠れられたら、探し出すのは至し難なんの業わざさ」

　放課後。京きよう輔すけたちは学院内をくまなく捜そう索さくしていた。

　綾花が走り去ってから約三時間。昼休みが終わった後も戻ってくることはなく、綾花は四時間目と五時間目の授業を無断欠席している。

　それに対する処しよ罰ばつも心配ではあるが、危あやぶまれるのは綾花の精神状態だ。

　焼けつくような焦しよう燥そうと後悔が、京輔の胸をジリジリと焦こがす。

「オレのせいだ……オレが怒ど鳴なっちまったから、綾花はショックを受けて……クソッ！　もしもアイツに何かあったら、オレは――」

　こらえきれず、手近な掃そう除じ用よう具ぐ入れをなぐりつけた。

　けたたましい破壊音が響ひびく。スチール製の扉が陥かん没ぼつし、ひしゃげた。

　ブルブル震ふるえる京輔の拳こぶしに、ひんやりとした手が添そえられる。

「……落ち着きなさい。熱くなっちゃう気持ちもわかるけど、今はやるべきことがあるでしょ？　自分を見失わないで」

　京輔に声をかけた鋭えい利りは、辛つらそうに目を伏ふせていた。

　形はどうあれ、京輔が綾花を叱しかる要因を作ってしまったことに、後ろめたさを感じているのだろう。かみしめられた唇くちびるから、鋭利の心情が伝わってきた。

「……ああ、そうだな。そうだよな……オレたちまでいっぱいいっぱいになってちゃ、いけねぇもんな。落ち着こう。落ち着いて、しっかり綾花を探そう」

　拳をほどき、気持ちを切り替える。

「うん。めぼしいところは探し終えたから、残ってるのは――」

「新校舎の方かな？　シュコー……最近お世話になったばかりで行きづらいけど。授業をしてる間にこっそり忍びこんだなら、今頃トイレの個室に隠れていたりするかもしれないね。場所が場所だし、皆で行くかい？」

「そうしよう。いざとなったら、紗しや魔ま夜や先輩に協力をお願いするとか……」

　お昼休みに調教されているはずなので、それどころではないかもしれないが。綾花といさかいがあった直後に『助けてほしい』と頼むのも身勝手な気がした。

「紗魔夜ちゃん、ねぇ……フシュー。そのときは私に任せておくれよ！　拒否されても無理やり服ふく従じゆうさせて、徹底的に使い倒してあげるから」

「……お前、紗魔夜先輩にはマジ容よう赦しやないのな」

　ひどすぎる。京輔が同情していると、舞まい那なが「あのあの」と口を開いた。

「二年生の人たちは紗魔夜先輩と同じで、殺し屋さんの授業を受けているんですよね？　向こうでからまれちゃったら、どうすれば……」

「なぁに、無モウ問マン題タイだよ！　こっちには、腕利きの殺し屋が二人もついてるじゃないか。巨乳と貧乳、私と鋭利の凸でこ凹ぼこコンビがいれば、恐れることなんてないさ！」

「そうね。危なくなったら、コイツを置いて逃げましょう」

「ええええぇ!?　ひどいよ、鋭利！　私を生いけ贄にえにするなんて……捕まったら、ナニをされるかわからない。林りん監かん学校の次は輪●学校ってわけかい？　無理だよ、身体からだが持たないよっ！　ヤるからには、時間を稼かせげるように頑がん張ばるけどさぁ……もじもじ」

「…………おい。バカ言ってねぇで、さっさと探すぞ」

　緊張感のないやり取りに呆あきれ、歩き始める。

　しかし、おかげで力みすぎていた心が、うまい具合にほぐれてくれた。

　案外、煉れん子こは自分たちをリラックスさせようと、敢あえてふざけた物言いをしてくれただけかもしれない。

　鋭利が京輔に並び、後ろから煉子と舞那がついてくる。

　ほどなくして、下駄箱が見えてきたとき――。

「…………ぁ」

　一人の生徒が、ちょうど校舎に入ってきた。京輔たちの歩みが止まる。

　紫チェックのリボンで結ゆわえた黒髪ツインテールに、痩やせ細った身体。

　両腕には、何か風ふ呂ろ敷しきでくるまれたものを抱えていた。

「…………ぁ」

　京輔たちに気づいた女子生徒が目を丸くする。

　予期せぬ出会いに驚いていた顔が、たちまち笑顔へ変わっていき、

「「やっと見つけたッ！」」

　京輔と女子生徒――綾花の声が重なった。

　だが、綾花の目が捉とらえているのは京輔ではなく、




「クスクス。見ぃつけた、よぉ……穢らわしいメスブタさあああぁん？」




　――煉子たち。暗黒色の瞳ひとみから光が失われ、唇が狂喜の形に歪ゆがむ。

　瞬間、綾花が風呂敷をほどいた。

　皆が反応するより速く、腕に携たずさえていたものを構える。

　全長一メートル近くあるそれは――。

「皆、危ないッ！」

　鬼気迫った煉子の悲鳴。

　直後、耳をつんざく轟ごう音おんが響いた。





×　×　×






「…………ふぇ？」

　静せい寂じやくの中、声がこぼれる。

　大きな瞳をこれでもかと見開いて、舞那が尻もちをついていた。

「……なん……ですか、コレ？」

　声を震わす舞那の後方、廊下の壁にえぐれるような穴が空あいている。

　一瞬前まで、舞那の頭と鋭利の胸があったくらいの高さだ。

　舞那の前にいた鋭利は壁に背中を張りつけ、鋭利の隣にいた京輔は立ち尽つくし、背後の煉子は京輔に手をかけたまま、硬直していた。

「「「……………………」」」

　皆が、それぞれぎこちない動きで痕きずから視線を戻す。

　そこには現実味のまるでない、噓うそみたいな情景があった。




　――猟銃。




　黒と茶、二色から成なる金属の塊かたまり。

　跳はねあがった銃身の先が、白い煙けむりを立ち昇らせている。

「あちゃ～。残念、外しちゃったかぁ。狙ねらいは悪くなかったと思うんだけど」

　両手で猟銃を支ささえ、綾花が唇をとがらせた。その足元には、凶器を隠すために巻かれていた風呂敷と、赤い空から薬やつ莢きようが転がっている。

「……………………は？」

　撃たれた。理解できない状況に、認識が追いついてこない。

　しかし、綾花は晴れやかな笑顔で、

「あとちょっとの辛しん抱ぼうだよ、お兄ちゃん？　今、助けてあげるから……薄汚いメスブタどもは、綾花が一匹残らず駆く除じよしてあげるっ！　綾花が救ってあげるんだ。そうすればきっと、元に戻ってくれるよね？　綾花と仲直りしてくれるよね？」

「あ、綾花……何を、言って――」

「ううん、いいの！　今のお兄ちゃんは正気じゃないから……わかってくれないのは、わかってる。だからね、まずはアイツらを消すんだよ？　お話はそれから。残り八発でちゃっちゃと仕し留とめちゃうから、待ってて！　――まずは、あっちゃん」

　笑みを消すなり舞那へ向き直り、綾花が目をすがめた。

　銃床をピッタリ肩口につけ、狙いを定める。猟銃を構える姿勢が、不自然なほど様さまになっているように思えた。

　舞那が「ひいっ!?」と怯おびえ、ガタガタ震える。

　恐怖で動くことすらできない舞那を、綾花があざけった。

「クスクス。無ぶ様ざまですねぇ、あっちゃん……怯えすぎです。ひどい顔ですよ？　だけど大丈夫。綾花がすぐに消し飛ばしてあげますから！　恐怖と一緒に頭も飛ばして、この世界から抹まつ消しようしてあげますからあああぁ！　穴だらけのグチャグチャにして、表情すら判別できないように……あはっ、あはははははははははは……アハハッ、アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　途中でこらえきれず噴き出し、綾花が笑い始める。

　天を仰あおいで狂喜をほとばしらせる姿は、気でも触ふれてしまったかのようだ。笑い続ける綾花を見つめ、舞那が「綾花ちゃん、にゃんで……」と呟つぶやく。

「――なんで？」

　すると、綾花の狂笑が止やんだ。

　一瞬にして覚さめた顔。虚うつろな瞳には、なんの感情も浮かんでいない。

「あなたたち、メスブタが――」

　構えていた猟銃を下ろし、大きく息を吸いこんで、




「お兄ちゃんをッ、穢けがしたッ、からだろうがあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ!?」




「「「「…………ッ!?」」」」

　ヒステリックな叫びが空気を震わせ、京輔たちの肺はい腑ふを震わせる。

　かと思えば、悄しよう然ぜんとうなだれ、

「薄汚い口でたぶらかして、惑まどわして……おかしくしちゃったんだ。お兄ちゃんは宝物なのに……世界に一つしかない、大事な宝物なのに。あなたたちは、薄汚い手でそれに触って、くもらせて……疵きずつけたんです。だから。だから、ね――」

　ブツブツ呟いた後、面をあげて破顔した。

　猟銃をなで、「クスクス」と笑う。

「綾花はあなたたちを消すことにしました！　これ以上お兄ちゃんが穢されないように、この世界から……綾花たちの世ま界えから、消えてもらうことにしたんです」

　宣言するや真顔に戻って、猟銃を構えた。

　銃口と同じ、暗黒色の虚ろな瞳が標的を捉える。

　舞那が「ひっ……」と息を呑のんだ。

　その額ひたいに狙いを定め、綾花が引き金をしぼろうとする。

「待てッ！　待ってくれッ！」

　刹せつ那な、舞那と猟銃の間に滑すべりこむ人影があった。

　両手を広げて立ちふさがる人物を前に、綾花が眉まゆをくもらせる。

「……邪魔しないでよ、お兄ちゃん」

「何してる」

「え？」

「何してんだよ、お前ッ!?」

　無視して、叩きつけるように尋ねた。

　綾花が「……むぅ」と唇をとがらせ、銃から頰を離す。

「何って、さっき言ったじゃん！　このヒトたちは、お兄ちゃんを穢してる。だから、殺して排はい除じよするんだよ。そうすれば、もう汚されちゃう心配もないでしょ？」

「そういうことを訊きいてるんじゃねぇ！」

「…………ッ!?」

　怒鳴られ、綾花が萎い縮しゆくした。

「ま、また怒ったぁ……」と涙目になる綾花へ一歩近づき、

「……お前、言ったよな？　もう二度と、あんな真ま似ねはしないって。殺人なんかしたくないって。人殺しは怖いし、大嫌いだって！　あの言葉は噓だったっていうのか!?」

「噓じゃないよ。綾花が噓つくわけないじゃん！」

「だったら、なんで――」

「……あのね、お兄ちゃん。綾花は殺人なんかしたくないし、怖いし、大っ嫌いだよ？　だけど世の中、嫌なことでもしなくちゃいけないときがあるじゃん！　綾花にとってはそれが今なの。どうしても殺さなくっちゃいけないメスブタが、目の前にいるの！」

「メスブタって、お前……アイツらになんの恨うらみがあるんだよ!?」

「お兄ちゃんを穢した」

「はぁ？　さっきから、なんだそれ……オレは穢されてなんかいねぇぞ」

「ううん。穢されちゃってるよ」

「……どこが？」

「そういうところが」

「どこがだよ!?」

　イラだち、髪をかき乱す。現在、二人の距離は十メートル前後。綾花は未いまだに猟銃を構えているので、動こうにも動けなかった。

　言葉で説得しようにも、肝かん心じんの綾花が何を考えているのかわからない。

　その事実が悔くやしくて、京輔は奥歯をかみしめる。

　綾花が深い溜ため息いきを吐ついた。

「はあああぁ～。うん、ダメだね。自覚症状がない。重症だなぁ……マズイよ、早く本を絶たたなきゃ。手遅れになっちゃう！　だから、お兄ちゃん――どいて？」

「……………………」

「あれ、聞こえてないのかな？　どいてよ」

「綾花――」

「いいから、どけえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええエエエエエエエエエエエエエエエエエェ！」

　恫どう喝かつし、綾花が猟銃をブッ放す。

　銃口が火を噴ふくと同時、耳じ朶だを震わす爆音が響いた。

「きゃあっ!?」

　悲鳴と、ガラスが割れる音。

　撃ち出された散弾は、鋭利の近く――数十センチの位置に着弾していた。

　排莢口エジエクシヨンポートから空薬莢と白煙が飛び出し、次弾が装塡リロードされる。

　反動で跳ねあがった銃身をゆっくりと下ろして、綾花が首を傾かたむけた。

「……ねぇ。どうして、綾花の言うこと聞いてくれないの？　お兄ちゃんは綾花の味方なんだよね？　なら、どうして邪魔するのかな。ねぇ、なんで？」

　ヒビの入った窓ガラスには目もくれず、綾花が京輔をまじまじと見る。

　その瞳には、なんの光も浮かんでいなかった。

　まるで昆虫みたいだ、と京輔は思う。全てを反射し拒絶する、漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。

　誰だれより近くに感じていた存在が、今は何より遠かった。

「うう……おかしい。おかしいよ。綾花がこんなにも必死にお願いしてるのに、なんで……どうして、綾花の言葉が届いてくれないの？　綾花の想いをわかってくれないの？　うううぅ……やっぱり穢されちゃっているんだ。心も身体からだもあいつらに毒されちゃったから、あいつらをかばって……うううぅ。許せない。絶対、許せない……」

　低い声でうなり、歯ぎしりをする綾花。深い喪そう失しつ感かんを味わう京輔の胸に、感情があふれる。生なま温ぬるくねっとりとしたそれは、恐怖だ。

　転入初日、一瞬だけにじんだその感情が、今は致ち命めい傷しようから流れる血のように、後から後から止まらない。耐たえがたい悪お寒かんとめまいに襲われ、京輔は身を震わせた。

「どうしちまったんだよ、綾花……」

　殺人犯だらけの環境が過剰なストレスを生み、綾花をここまで追いこんでしまったのだろうか。ただでさえ、綾花は京輔に会うため、殺人を余よ儀ぎなくされたのだ。

　この学院に転入してきた時点できっと、綾花の精神は限界で……。

「…………いや」

　違和感が過よぎった。思い出す。

　綾花はこれまで一度でも、異常な環境への不安を口にしただろうか。

　異常な生徒たちに怯える様子を見せただろうか。

　――否。綾花がわがままを言ったり、激情をのぞかせるのは、煉子たち女子に関することばかりだったような気がする。今だって、そうだ。

　綾花の目には京輔と、煉子たちしか映っていないように思えた。

　煉子たちが、京輔のそばにいるから――。

「…………まさか」

　そこまで考えたとき、気づく。

　綾花がストレスを感じていたのは、異常な環境でも人物でもない。

　ただ、京輔が親しくしている『異性』に対して、

「お前、焼きもちを――」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ！」

　問いかけようとした刹那。綾花が突然、声を爆発させる。

　かぶりを振って、ヒステリックにわめき散らした。

「もうダメ……耐えられないよ、こんなの……こんなお兄ちゃん、見ていられないッ！　早くしなくちゃ、早く……お願いどいて。そこをどいてよ、お兄ちゃん!?」

「待て、綾花ッ！　頼む、説明させてくれ。お前がどう思ってんのかわからねぇけど、コイツらとは単なる友達で――」

「うるさい！　うるさいうるさいうるさい、うるさあああああああああぁい！　穢されちゃってるお兄ちゃんの言葉は、もう聞きたくないの！　いいからどいてよ！　どいてくれなきゃ、お兄ちゃんもまとめて撃っちゃうよ!?」

「ああ、構わねぇ」

「……………………へ？」

「お前に人を殺させちまうくらいだったら、オレが犠ぎ牲せいになった方がマシだ。頼む……頼むから落ち着いてくれ、綾花。お前が人殺しになっちまうなんて、オレには耐えられないんだよ。お前のことが、大切だから……世界で一番大切だから！」

「――――――――」

　訴えかける京輔に、綾花がだらりと猟銃を下ろす。

　半開きの唇から「お兄ちゃん……」という呟きが漏れた。

　ようやく想いが届いてくれたのだ。安あん堵どし、京輔は笑顔を浮かべる。

「…………そっか」

　綾花もまた、応えるように微笑んでくれた。

　だが、それは安堵でも喜びでもなく、あきらめるような笑顔で。

「そうなんだ……もう、そこまで穢されちゃっていたんだ……うん、わかったよ。お兄ちゃんの言う通り、あのヒトたちを殺すのはやめる。その代かわり――」

　綾花が、下ろしていた銃を構える。

　真っ暗な銃口と双眸が捉えているのは、




「お兄ちゃんを殺すね？」















　――京輔だった。

　標準を眉み間けんに、視線を瞳にあわせ、甘い猫なで声を出す。

「お兄ちゃんを殺して、綾花も死ぬよ……あいつらを消せないんだったら、綾花たちが消えよう？　そうすれば、また二人きりになれる。誰にも邪魔されないし、穢されちゃうこともない。クスクス……いいアイディアだよね。最高だと思わないかな？　綾花と二人でこの世界から逃げ出そう！　あの世でずっと、一緒にいようよ」

「…………綾、花？」

　呆ぼう然ぜんとなる京輔に、綾花は優しく微笑ほほえみかけて、

「怖がらなくても大丈夫だよ。絶対、外さない……一発で脳のう幹かんを飛ばして、楽に送ってあげるから。心配しないで？　綾花もすぐに後を追うからさ」

　――天国で会おうね、お兄ちゃん。

　口に出すのと同時、ためらうことなく引き金を引いた。





×　×　×






　銃声がとどろく。不ふ発はつに終わることなく発射された散弾は、狙ねらい違たがわず京輔の眉間に命中し、鮮血と脳のう漿しようのしぶきをあげる――その、寸すん前ぜんだった。

「京輔ッ！」

　鋭利が即座に反応し、京輔を押し倒す。

　一瞬前まで京輔の頭部があった空間を銃弾が貫つらぬき、蹂じゆう躙りん。床の上にへたれこんだ舞那が「あひいっ!?」と頭を抱えるのと同時、背中から廊下に叩きつけられた。

「うわああああああああああああぁ！」

　煉子が咆ほう哮こうをあげ、床ゆかを蹴る。

　綾花に向かって突進し、開いた距離を縮ちぢめようとした。

「邪魔するなあああアアアアアアァ！」

　しかし、まだ半分も走そう破はしていない時点で、次弾の装そう塡てんが完了。

　煉子に狙いを定めた綾花が、引き金を引いた。

　再び銃声がとどろく。

「うひゃあ!?」

　煉子は襲い来る銃弾を、斜ななめ前方へと転がるようにして回避。疾しつ走そうの勢いを殺すことなく体勢を整え、綾花に肉薄していた。

　散弾がリノリウムをえぐり、廊下に弾だん痕こんを刻む。

「……クッ!?　鬱うつ陶とうしいです――ねぇ!?」

　煉子の敏びん捷しようさに面食らいながらも、綾花の動作は素早い。彼ひ我がの距離が二メートルを切ったときにはすでに、煉子へ銃口を向け直していた。

「シュコッ!?」

　飛びかかろうとしていた煉子が、出鼻をくじかれて固まる。

　綾花がニヤリと口元を歪め、煉子の頭を吹き飛ばさんと、引き金を引いた。

「「…………ッ!?」」

　だが、銃弾は発射されない。

　――弾づまりである。排莢口からうまく排出されずに挟まっている空薬莢を、綾花が慌てて取とり除のぞこうとした。

「フンシュコーッ！」

「くうっ!?」

　そこへ煉子が体当たりを食らわせる。綾花が体勢を崩し、倒れた。

「「……あっ!?」」

　猟銃が手放され、床の上を滑っていく。

　すかさず追いかける煉子を、

「させるかあああああああアアアァ！」

「うひゃあああ!?」

　綾花が阻止した。背後から飛びつき、引きずり倒す。

　そのままもつれあうように、廊下を転がる二人。その回転が止まったとき、馬乗りになっているのは綾花の方だった。

「綾花の邪魔をするなあああァ、メスブタああああああァ！」

　煉子の顔面に一発、右の平手打ちを食らわす。

「ぐっ……嫌だね！　何回でも、何十回でも邪魔させてもらうよ！」

　引っぱたかれた煉子が、強い口調で否定した。

　逸れた顔を戻して綾花を見すえ、正面から言葉を浴あびせる。

「君の自分勝手な被害妄想で、京輔を殺させるもんか！　どうしても殺やりたいのなら、まずは私を殺すことだね、綾花ちゃん!?　できるものなら、だけ――どほぉ!?」

　煉子がしゃべり終える前に、綾花が左手を振るう。

　張り飛ばした横っ面に向かって、綾花が言葉を叩きつける。

「上等ですよ、マスクさん……望み通りにブチ殺してあげます！　あなたみたいな罪人が逝いくのは地獄ですから、綾花たちと同じ場所には来れませんけどね!?」

「何言ってるんだい？　私を殺して逝くなら、君も地獄だよ！　京輔は天国だろうけれどね!?　一緒に死んだところで離れ離れなのさぁ！　残念無念、また来世～っ！」

「くっ……だっ、黙れえええぇ！　うるさいんですよおおおおおおおおおおおおおぉ、薄汚いメスブタのくせにぃいいいいいいいいいいいいいぃ！」

　綾花が顔を紅潮させて、右拳を振り下ろす。

　すると、煉子が待ってましたと言わんばかりに首を傾け、回避した。

「あっ――」

　拳が空振り、床を打つ。

　驚く綾花の左頰に、煉子の右拳が叩きこまれた。

「……ぶっ!?」

　反撃を受け、綾花が怯ひるむ。

　瞬間、煉子が上半身を跳ねあげた。

「メスブタは君だろおおおおおおおおおぉ!?」

　綾花に飛びつき、体位を逆転。今度は煉子が馬乗りになる。

　片手で胸ぐらをつかみ、綾花の顔をのぞきこんで、

「自分の思い通りにならないからって、殺そうとするんじゃないよっ！　どれだけ独ひとりよがりなんだい!?　わがままなのは、ボディだけにしておくんだね！　君みたいに貧ひん相そうな身体じゃ無理だろうけどっ！　私がブタなら、君は鶏とりガラかなあああぁ!?」

「――ぶふうっ!?」

　左ほっぺをビンタした。

　ぶたれた綾花が涙をにじませ、煉子をにらみつける。

「……や、やかましいんですよ！　お兄ちゃんを穢しておいて、偉そうに説教垂れないでくださいっ！　垂れるのは乳だけにしろ、乳牛！　ホルスタイン！」

「はいはい、ひがみ！　垂れてませんよぉ～だ！　それに残念だけど、京輔はおっぱい大好きだからぁ！　君は京輔のこと、何もわかってないみたいだねえええぇ!?」

「わかってないのは、あなたです！　お兄ちゃんは巨乳派じゃなくて、美乳派ですけどおおおぉ!?　知ったような口で語るの、やめてくれませんっ!?　こんな風にでかけりゃいいってもんじゃないんですよおおおおおおぉ！」

　綾花が両手で煉子の胸をつかんだ。

「シュコッ!?」と動揺する煉子の額に、頭ず突つきをお見舞い。煉子を突き飛ばしてどけ、綾花がマウントポジションを取る。ガスマスクを引っ叩きまくった。

「わかってるもん！　綾花はちゃんとわかってるもんっ！　お兄ちゃんのこと、誰よりもよくわかってあげてるんだもおおおぉん！　あなたなんかに……つい最近知り会ったばかりのにわかなんかに、負けるわけない！　負けるわけがないんだああああああァ！　死ねッ！　死ね死ね死ね死ねッ、死んじゃええええええエエエエエエェ！」

　右へ左へ揺さぶられつつも、煉子はそのたび正面を向く。

　綾花の顔を見すえて、声を張りあげた。

「わかってる!?　君は本当に――ぶっ!?　本当に、わかっているのかい!?　私にはそう思えないけどね！　もし、京輔の――ぶっ!?　京輔のことがわかってるんなら、こんな真似――ぶっ!?　こんな、京輔の目の前で人殺しをするような真似、できないはずさ！　――ぶっ!?　私は負けないっ！　君みたいな女――ぶっ!?　独どく善ぜん的てきで盲もう目もく的てきで、分ふん別べつのない信者なんかに、殺やられてあげるもんかああああああぁ――ぶっ!?」

　ビンタを何発もらっても、決して口を閉じない煉子に、綾花がますますヒートアップする。左右交互に手の平を叩きつけ、ツインテールを振り乱して、

「うるさい！　うるさいうるさいうるさいうるさい、うるさああああああぁい！」

「うるさいのはどっちだい!?　キンキンキンキン、耳ざわりなんだよ！」

「黙れ、ブス！」

「君が黙れよ、性格ブス！」

「あなたに言われたくありませんっ！」

「私も君には言われたくないね！　外見だって、私の方が美人だしっ！」

「……ああ、もうっ！　口の減らないメスブタ――」

「それはこっちのセリフだああああああぁ！」

　叩きすぎて息切れする綾花に飛びかかり、煉子が上下の位置を入れ替えようとする。綾花も負けじと抵抗し、二人はもつれあいながら廊下を転がった。

　騒ぎを聞きつけたのだろう、野次馬の生徒がぞろぞろと集まり始める。

「うぉ!?　何かと思えば、女同士の取っ組みあいキヤツトファイトじゃねェかッ！　殺れ殺れェ！」

「ヒッ、ヒヒヒ……火ほ照てってからみあうカラダ、乱れる服と息づかい……ヒッ、ヒヒ」

「煉子!?　と、綾花ちゃんじゃないっ！　何やってるのよ、二人とも!?」

「……共食いだと思う。この世は弱肉強食だもん。敗者は勝者に食べられるんだよ」

「ククク。貴様の言う通りだ、千ち尋ひろ……力こそ全て！　力こそ絶対！　真に最強である者だけが《絶対皇帝エンペラー》として君くん臨りんすることができ――うわああああああぁ!?　猟銃っ！　あそこに猟銃、転がってるじゃん!?　本物か!?　なぁなぁ、あの銃本物か!?」

　などなど。左右の廊下と昇降口の外、三方向から取り囲む形だ。

　しかし、二人の間に割って入ろうとする者はない。

　ギャラリーを無視して争う煉子と綾花を、食い入るように眺ながめている。

「「「――――――――」」」

　京輔たちとて例外ではなく、未だ動けずにいた。

　鋭利は京輔を押し倒したまま、京輔は鋭利に押し倒されたまま、舞那は腰を抜かしたまま、二人の攻防を見守る。

　めまぐるしく形勢を逆転し、身体と言葉をぶつけあう煉子と綾花には、第三者が容よう易いに介かい入にゆうできない迫力があった。

　生徒であふれる昇降口に、荒々しい口論が響く。

「シュコーッ！　少しは京輔の気持ちを考えたらどうだい、綾花ちゃん!?」

「綾花はいつも考えてるよ！　あなたなんかより、ずっと！」

　今、二人は立ちあがって対たい峙じし、互いの髪を引っ張りあっていた。

「いいや、考えてないねっ！　自分勝手に理想を押しつけてるだけだろう!?」

「押しつけてなんかないもん！　お兄ちゃんは、綾花を受け入れてくれるんだもん！」

「受け入れてもらえなかったじゃないか！　現実逃とう避ひが得意なんだねぇ、君は！」

「あなたたちが穢したからでしょおおおおおおぉ!?」

「だから、それが現実逃避なんだって！　いい加減にしろよ、メンヘラ！」

「お前がいい加減にしろ、アバズレ！」

「なんだい!?」

「何よ!?」

「「んぎぎぎぎぎぎ……」」と、額をぶつけてにらみあう。

　二人とも髪はボサボサ、制服はヨレヨレ。綾花の顔は痣あざと生なま傷きずだらけで、煉子のガスマスクなど、今にも脱げてしまいそうだった。

　……………………ん？




　ガスマスクが脱げかかっている、だと？




　ガスマスク――《安全装置リミツター》の外れた煉子は、口輪の外れた猛もう獣じゆうだ。人殺しのために生み出された《殺害機関マーダー・メイド》として、目についた者を片かたっ端ぱしから殺さつ戮りくしかねない。

　ゆえに、普段は固定バンドに鍵がかかっているのだが……。

　煉子の命が危機に瀕ひんした場合は《安全装置の安全装置アンリミツター》が働き、ロックが解除されてしまう。綾花とのなぐりあいが、その仕組みを発動させてしまったのだろうか。

　パッと見、そこまで追いこまれているようには見えなかったが、煉子のガスマスクが脱げかかっているのは事実。だとしたら、マズイ。

「おい、やめろッ！　煉子、綾花！　もうそれ以上、争うんじゃねぇ！」

　京輔は鋭利をどかして起きあがり、二人の元へ駆け寄ろうとした。

　――そのとき。

「こ、の……鬱陶しいんですよおおおおおおオオオオオオォ！」

　綾花が咆哮。煉子の腹に飛びヒザ蹴りを食らわす。

　煉子が「シュゴッ!?」とたまらず髪を離し、よろけた。

「死んじゃええええええええええええええええええええええええええええええええええエエエエエエエエエエエエエェ！」

　その顔面に、渾こん身しんの右ストレートが叩きこまれる。

「ぎゃあっ!?」

　拳を受けた煉子が弾はじき飛ばされ、大きく後退。

　京輔たちとは逆方向に逸らされた顔から、何かが落ちた。

「「「…………ッ!?」」」

　向かいの観客たちが息を呑む気配。

　煉子は微び動どうだにしない。

　その足元には、漆黒のガスマスクが転がっている。

「「「――――――――」」」

　喧けん騒そうが凍りつき、熱気が一瞬にして冷さめた。

　得体の知れない緊張感が辺りを包む。

「………………………………ぁ」

　ほうけるような声がした。

　拳を振り抜いたままの綾花へ、煉子が首を戻していく。

「……ふふふ」

　仮面が剝はがれ、むき出しになった横顔。

　薄桃色の唇は、笑みの形に歪んでいた。

「重たいパンチだなァ、もォ……ふふっ。おかげでマスクが取れちゃった！　あーあァ……どうしてくれるんだい、綾花ちゃん？　鳴り始めちゃったよォ。今まで聴いたことないくらい、暴力的な殺意メロデイがさあああァ～？」

「…………っ!?」

　絶対零れい度どの氷ひよう河がを連想させる、氷蒼色アイスブルーの透明な瞳。

　常じよう軌きを逸いつした美び貌ぼうに見つめられ、綾花がビクンッと固まる。

　何か言おうと口をパクパクさせるものの、言葉がつむぎ出されることはなかった。

　驚きよう愕がくに目を見開いて、煉子の相そう貌ぼうを凝視している。

　周囲の生徒たちも同じで、露あらわになった煉子の素す顔がお――その美しさに呑みこまれ、声を失なくしているようだった。

　沈黙の中、透すき通とおったソプラノボイスが響く。

「おや？　おやおや、ふふふ……皆、私があまりに美少女すぎて、魂たましいを抜かれたみたいになってるじゃないか。いやァ～、やっぱり美しすぎるのは罪だねェ！　まだなんにもしていないのに、皆の心を虐ぎやく殺さつしちゃったよ！　てへぺろッ。ふふっ……さァて、と。お次は身体を壊そっかァ？　身も心も、完かん膚ぷなきまで――」

「あ……うう……うっ、うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」

　次の瞬間、綾花が絶叫。きびすを返した。

　煉子に背を向け、出口へと駆ける。

「あッ!?　待っておくれよ、綾花ちゃん！　逃げないでェ！」

　――否、綾花は逃走したのではない。

　逆だ。目指したのは出口ではなく、その手前。

　下駄箱の陰に転がる猟銃だった。取っ組みあいの最中、放置されていたそれを拾ひろい、綾花が狙いを定める。

「わっ!?」と怯む煉子に向けて、引き金をしぼった。

　――轟音。

　だが、銃弾は狙ねらいを外す。

　煉子の背後、掲示板に弾痕を刻んだ。

　野次馬から悲鳴があがり、煉子が「ストップ！　綾花ちゃん、ストオオオォップ！」と両手を前に突き出す。もちろん、綾花は止まるはずもなく、

「ひいいいィ!?　危ないッ、危ないってばァ！　うひゃああああああ!?」

　一発、二発、三発と連射した。轟音に次ぐ轟音に次ぐ、轟音。

　しかし、いずれも当たらない。

　煉子が避よけているのではなく、綾花の狙いが定まっていないのだ。ただならぬ煉子の雰囲気に、すっかり動揺しているのだろう。

　三発目を撃ち終わったところで、綾花は自や棄けを起こしたように咆哮。

「あああああああああああああああぁアアアアアアアアアァ、もおおおおおおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオォ！」

　猟銃を構え、一直線に突っこんだ。

　二人の距離がみるみる縮まる。

「――――――――」

　煉子が真正面から相対し、氷蒼色の瞳を細めた。

　その顔面に銃口を向け、綾花が歯を食いしばる。

　刹那、煉子がわずかに身体を沈しずめた。




　そして――。





×　×　×






　張りつめた沈黙が降りる。

　誰もが固かた唾ずを呑んで、眼前の光景を凝視していた。

「……どうしたんだい、綾花ちゃん？」

　美貌を笑みの形に歪め、煉子が涼やかに問う。

　ふっくらとした唇の隙すき間まから、白く鋭い犬歯がのぞいた。

「殺るなら、早く殺ればイイ」

　その額に突きつけられているのは、銃口。

　銃身バレルが小刻みに震え、揺れ動く。荒々しい呼吸音が聞こえた。

「ふぅー、ふぅー……ふうううぅーッ！」

　両手でしっかりと猟銃を構え、綾花が歯を食いしばる。両の瞳は見開かれて血走っており、人差し指を引き金にかけたまま、氷蒼色の眼まなこをにらみつけていた。

　だが煉子は飄ひよう々ひようと、余裕あふれる態度で肩をすくめる。

「先の八発と同じ、指に力を加えるだけだ。簡単だろう？　いくら私でもこの距離から撃たれちゃったら、ひとたまりもないさァ。外はずすこともないだろうしねェ」

「…………殺す」

「うん。私のことが邪魔で憎たらしいんだったら、殺せばイイよ」

「……殺す！　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す、殺すッ！」

「ええっと、うん。口を動かすだけじゃ、殺せないけどね。殺やる気あるのかい？」

「う、うるさいッ！　黙れエエエェ！　言われなくても、望み通りに――」

「やめろッ！」

　瞬間、京輔は叫ぶ。

　崩れるようにヒザをつき、訴えかけた。

「やめてくれ、綾花……煉子を、殺さないでくれ……頼む」

「お兄ちゃん――」

　哀あい願がんする京輔へ、綾花が半眼を向ける。

　暗黒色の瞳は変わらず、なんの光も灯ともしていなかった。

「ふぅん、やっぱり大切なんだ？」

「大切だよ。当たり前だろ」

「……そうだね。毒されちゃってるもんね。ならいいよ、うん。殺すから。マスクさんを撃ち殺した後、お兄ちゃんを殺して、綾花も死ぬから……クスクス。そうだよ、早く殺やらなきゃ。今度こそ、しっかり眉間を狙って――」

「大切なのはお前だ、綾花ッ！」

　煉子へ向き直ろうとする綾花に、京輔は想いの丈たけをぶつける。

「お前のことが大切だから、人を殺してほしくねぇんだッ！　よりにもよって、オレの友達を……。お前は煉子たちに嫉しつ妬としてるのかもしれねぇけどな、オレにとって綾花はかけがえのない家族なんだよ！　唯ゆい一いつ無む二にの存在なんだ！　そんなお前が、こんな……焼きもちなんて理由で人殺しになっちまったら、オレは……オレは――」

「ねェ、綾花ちゃん……」

　ふいに、静かなソプラノボイスが響いた。

　煉子は綾花の横顔を見つめ、尋ねる。

「……君は、なんとも思わないのかな？」

　綾花が怪け訝げんそうに眉をひそめて、煉子をにらんだ。

「何がですか？　あなたを殺すのだったら、別になんとも――」

「そうじゃない。私が言っているのは、京輔のことさ。彼、とっても苦しそうじゃないか……辛つらくて、悲しそうじゃないか。自分の大事なヒトにあんな顔をさせておいて、君はなんとも思わないのかな？　って訊きいてるんだよ、綾花ちゃん」

「…………ん」

　一瞬だけ口ごもる綾花だったが、すぐに瞳を怒いからせて、

「お兄ちゃんを苦しめてるのはあなたたちですッ！　あなたたちが、お兄ちゃんを穢すから……全部あなたたちが悪いんですよ!?　あなたたちさえいなければ、綾花がこんなことする必要もなかった！　お兄ちゃんに、あんな顔をさせちゃうこともなかった……綾花じゃなくって、あなたたちが悪いんだああああああアアアアアアァ！」

　金切り声を出した後、「ふぅー、ふぅーッ！」と息を荒らげる。

　その呼吸が落ち着くのを待ってから、煉子はゆったり口を開いた。

「――言っとくけどねェ、綾花ちゃん」

　歯を剝むき、唇を歪める。

　刃物ナイフのように牙を光らせ、獰猛な笑顔で、

「私はいつでも君を殺せるんだよ？　君が引き金をしぼるより疾はやく、君の腕をへし折ることができるし、弾丸が撃ちこまれるより疾く、君の頭を吹き飛ばすことができる……ふふっ。君みたいなもろい人間、数秒あれば十分さァ。凶器はいらない。必要がない。素す手でで砕くだいて千切って引き裂いて、バラバラしてあげられるんだよォ？」

　瞳孔の開ききった目を爛らん々らんと光らせ、煉子が舌をのぞかせた。

　綾花が「……うっ」と気け圧おされ、身を縮ませる。

「だけど、私は殺さない。どうしてだか、わかるかい？」

「しっ……知らないですよ、あなたのことなんか！　別に、どうでも――」




「京輔が悲しむからさ」




　告げる煉子の眼まな差ざしは柔らかい。

　あるいは、調理実習のとき――綾花の料理を口にする京輔を眺めていたときも、煉子はガスマスクの下で、こんな表情をしていたのかもしれない。

「…………っ!?」

　綾花が目を見開いた。

　その瞳を真っすぐ捉え、煉子は続ける。

「私は、京輔が好きだから。京輔が悲しむことは、できる限りしたくないんだ。愛する京輔のためなら、私はどんなに強い殺意だって殺せる。嫉妬だって殺せる。不安だって殺せる。わがままだって殺せる。存在理由レーゾン・デートルだって殺せる。存在証明アイデンテイテイーだって殺せる。殺せなくても、殺してみせるッ！」

「なっ…………」

　視線と同じ、あまりにも真っすぐな言葉に、絶句する綾花。

　煉子が氷蒼色の瞳を細めた。そして、問う。

「――君はどうだい、綾花ちゃん？　京輔のために、自分の気持ちも殺せないのかい？　京輔を想う君の気持ちは、その程度なのかい？」

「……う、うるさい」

「君は結局、自分が一番大事なんだよねェ？　京輔じゃなくって！　『毒された』だの『穢された』だの理由をつけて、自分の気持ちを優先したいだけだもんねェ!?」

「……うるさい」

「やれやれ。がっかりだよ、綾花ちゃん。君が世界で一番大切なのは、京輔じゃなくて自分だったんだねェ、うん。楽勝すぎて嗤っちゃうなァ！　ふふふっ。自分の殺意すら殺せない君に、私が殺せるなんて思えない。ほらほら、どうしたんだい？　殺れるものなら殺ってみろよォ!?　アハハ！」

「うるさああああああああああああああああああああああああぁい！」

　ヒステリックに咆哮し、綾花が猟銃を構え直した。

　血走らせた瞳を限界まで開く。

　煉子の額に突きつけられた銃身が、ブルブル震えていた。

「殺してやる……殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る殺して殺る、殺して殺る……ッ！」

「――――――――」

　呪文のように呟く綾花を、煉子は見つめ続ける。

　煉子をにらむ綾花の瞳に、涙がにじんだ。

「綾花ッ！」

「綾花ちゃんっ！」

「……………………」

「うう……うううう……うううううううううぅ～～～っ！」

　京輔、舞那、鋭利が見守る中、綾花はうなる。引き金をしぼろうとするように、あるいは引こうとするのを抑えるように、歯を食いしばっていた。

　――やがて。

「うっ……うう……」

　綾花の顔がくしゃっと歪み、涙があふれる。

　力を失くした両腕から、猟銃が離れるのと同時。

「うあああああああああああああああああああああぁんっ！」

　泣き崩れ、綾花が両手で顔を覆おおった。

　嗚お咽えつを漏らす綾花の口から、言葉がこぼれる。

「綾花は、お兄ちゃんが好きだもぉん……マスクさんなんかに負けないくらい、大好きだもおおおぉん！　好きで好きで、誰にも渡したくなくて……お兄ちゃんは綾花の宝物だから……世界でたった一人だけ、信頼できる大事な家ヒ族トだからっ！」

　京輔への想いを叫び、泣きじゃくる。

「マスクさんやアホ羽ばねさんやあっちゃんに、取られたくなかった……絶対絶対、盗とられたくなかった！　もし、お兄ちゃんが綾花のそばから離れちゃったら、綾花はまた独りぼっちになっちゃう……そんなの嫌だよ。耐えられないよ……綾花にはお兄ちゃんしかいないのに……うう。綾花を独りにしないでよぉ、お兄ちゃあああぁん……」

「あ、綾花――」




「大丈夫だよ、綾花ちゃん」




　京輔が駆け寄るより早く、煉子がしゃがみこんだ。

　綾花の頭に手を置き、「よしよし」となでる。

「君は京輔が好きで、京輔も君が好き。君たち兄妹は両想いなんだ。その関係は簡単に壊れてしまうものなのかい？　私たち他人が引ひき裂さこうとして、すぐにプツンッと切れちゃうもろい絆きずななのかい、綾花ちゃん？」

「違いますッ！　そんなわけないでしょう!?」

　綾花が顔を跳ねあげ、煉子をにらんだ。

　煉子は満足そうにうなずき、相そう好ごうを崩すと、

「うん。だったら、心配いらないじゃないか。それにね、私は君から京輔を奪いたいんじゃない。君たち二人の世な界かに入れてほしいのさ」

「…………ん」

「もちろん、すぐにとは言わない。まだ出会ったばかりだし、君が私を信頼してくれるまで頑張るよ！　私は君が好きなんだ。正直、最初は『京輔の妹』だから仲良くしようと思ってたんだけど……同じ人を好きになった娘ことは、馬があうのかなァ？　気がついたらそんなの抜きにして、綾花ちゃんと仲良くなりたいって思ってた」

「――――――――」

　綾花が再び目を伏せる。

　その唇が、かみしめられた。

「え、ええっと……やっぱりダメかなァ？　私みたいな人殺しとは仲良くしたくない？　実は今この瞬間も、君を殺したくて仕方がないし……京輔が悲しむから殺さないけど、ゆくゆくは京輔を殺して、君も一緒に……ごにょごにょ」

「…………ない、です」

「うん？」

「人殺しとか、関係ないです！　綾花にとって、この世界の九十九パーセントは価値のないゴミですし……そんな人たち、どうでもいいです。どうなろうが、知ったことじゃありません。邪魔なら消せばいいって思います。なんとも思いません。ゴミを消すのに嫌悪感なんてないし、罪悪感もないです。まったく……ないです」

「……そうかい」

「でも」

　綾花が右手の平を見る。

　戸惑うように瞳を揺らして、




「――撃てません、でした」




　引き金に添そえていた指を、まじまじと眺める。

「綾花は、マスクさんを殺せなかった……マスクさんが死ぬ。いなくなる――そう思ったら突然、胸が苦しくなって。一緒に校舎を回ったこととか、先輩たちから逃げたこととか、勉強会のこととか、調理実習のこととか、色んなことを思い出して……」

「綾花ちゃん……」

「すごくイライラしてました。どうして殺せないんだ、って。ゴミを一つ片づけるのに何をこんなに手間取ってるんだ、って……けど、今ならわかります」

　綾花が煉子を上目遣いに見つめた。

「お兄ちゃんが嫌がるから、殺さなかったんじゃない。綾花が嫌だから、殺せなかったんです。綾花にとってマスクさんは――」

　ほのかに頰を染めて、言う。




「煉子さんはもう、ただのゴミではなくなってたんです」















「――――――――」

　綾花の言葉を聞いた煉子は、沈黙。

「あ、あの……煉子さん？」と綾花が眉をひそめた、次の瞬間。

「うっ……うがあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああァ!?」

　煉子が頭を抱えて絶叫し、床の上を転がり始めた。

「ひゃっ!?　どうしたんです、煉子さ――」

「来ちゃだめだッ！」

　近寄ろうとする綾花を制し、煉子が床に額をガンガン打ちつける。

「あァ、ヤバイ……この殺意メロデイはヤバイよおおおおおおおおおォ！　超高速のスウィープにグラヴィティ・ブラスト、七弦ベースの奔ほん流りゆうがドリルみたいに突き刺さってきて――ああああああァ、激うれしい！　激うれしすぎるうううゥ!?　こ、殺したい……殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい、殺したいいいィ！　なんて素敵なテクデスだ！　抑えられない……暴れる殺意を抑えられなひいいいいいいいいィ!?」

「煉子ッ!?　待ってろ、すぐに《安全装置ガスマスク》を――」

　京輔はガスマスクを拾いあげると、のた打ち回る煉子の元へ急行。

　何が起きているのかわからず、呆あつ気けに取られる綾花と野次馬たちの目の前で、煉子に《安全装置ガスマスク》を着けたのだった。
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「……貴様には失望したよ、神かみ谷や妹」

　綾花の銃撃騒動から、数十分。京輔たちは現在、久く瑠る宮みやによって新校舎の《職員室》へと連れてこられていた。黒塗りの執しつ務む机でふん反り返った久瑠宮が、横一列に並んだ五人――その真ん中に立つ綾花の顔へ紫し煙えんを吹きかける。

　綾花は「けほっ、けほっ」とせきこんだ後、三白眼を向けた。

「失望したって、久瑠宮先生……あなたが銃をくれたんですよね？」

「いかにも」

「いかにも、じゃなくてっ！」

　あっさり認める久瑠宮に、綾花が声を高くする。

　半なかば予想していた通りだが、綾花に猟銃を貸し与えたのは久瑠宮だった。

　京輔たちが校舎内を探し回っても見つからなかったのは、久瑠宮が綾花をかくまっていたからであり、京輔たちが授業を受けている間、綾花は新校舎にある《射撃場シユーテイングレンジ》で『美み槌づち』という教師から銃の扱い方を学んでいたらしい。

　黒幕であるところの久瑠宮が、肩をすくめる。

「失望したというのは、貴様が騒ぎを起こしたことにではない。今回も結局、誰一人として殺せなかったことに――だ、バカタレ。八発撃って全弾外すとは、出来が悪いにも程がある！　赤点どころか、追試不合格だぞ？　ふざけるな」

「ふざけてんのはテメェだろうがッ!?」

　京輔は身を乗り出して、久瑠宮の胸ぐらをつかんだ。

「オレの妹に何させてんだよ、サドババア！　ブッ殺すぞ、テメェ!?」

　だが、久瑠宮は喜色を深める。

「おおっ、ようやく人殺しをする気になったか！　嬉しいぞ、神谷。では、これからも神谷妹をたっぷり可愛がってやろう。肉親がひどい目に遭えば、貴様も正気ではいられまい？　ククク……やはり、妹を入学させたのは正解だったなァ」

「クッ!?　テ、テメェ――」

　沸ふつ騰とうしかけた京輔の頭を冷やしたのは、最後に漏らされた言葉だ。

　――入学させた、と。それは殺人『未み遂すい』にもかかわらず、綾花の入学を許可したという意味だろうか。あるいは、

「……入学前、綾花に猟銃を渡したのもテメェか、久瑠宮？」

「わたしじゃないが」

「あん？　なら、どこのどいつが――」

「宅配業者に決まっているだろう。送りつけたのはわたしだが、渡したのはわたしではない。なにゆえ、わたしがわざわざ手渡しせねばならんのだ？」

「屁へ理り屈くつこねてんじゃねぇよ！」

「やかましい」

　久瑠宮が額に煙草たばこを押しつけてきた。

「熱ッ!?」と手を離した京輔に、不敵な眼差しを注そそいで、

「……なぜ怒る？　貴様は感謝するべきではないか。贈った銃が不発だったおかげで、神谷妹は人を殺さず済んだのだから」

「あァ!?　ふざけんな！　テメェが綾花に銃を渡さなきゃ――」

「遅かれ早かれ、神谷妹は人を殺していただろう」

「…………は？」

「わたしは急せかしてやったに過ぎない。銃がなければ刃物で、刃物がなければ鈍どん器きで、鈍器がなければ素手で……そいつは人を殺していたはずだ。貴様の後を追いかけるためにな。今回だって同じさ。わたしがわざわざ関わらなくとも、神谷妹は煉子たちを排はい除じよしようとしただろう。――なァ、神谷妹？」

「……………………」

　久瑠宮の問いに、綾花は黙ったまま。否定も肯定もしない。

　ふてくされるように逸らされた目が、綾花の心を物語っている。

「まだかろうじて殺人処女ヴアージンだが、神谷妹は紛まぎれもないサイコパスだよ。人殺しをなんとも感じていないのだからな？　貴様という《安全装置リミツター》がなければ、容易たやすく一線を踏み越える。そして、神谷妹の倫理を歪めてしまったのは……貴様だ、神谷」

　――反論できなかった。

　京輔自身、薄々わかり始めていたことだ。

　かつて京輔が綾花をいじめから救い出した手段はあまりに強引で、それが綾花の世界を狭せばめてしまったこと。限られた関係は異常な執しゆう着ちやく心しんをはぐくみ、その強すぎる愛情が綾花の倫理を歪めてしまっていたこと。

　綾花を助けるつもりで振るった拳が綾花を堕おとし、綾花を守るつもりで振るい続けた拳が、綾花の闇をより一層深めてしまっていたこと……。

　だから、京輔には綾花を責めることができない。

　綾花を凶行に走らせてしまったそもそもの原因が京輔にあるなら、責められるのは、むしろ京輔で――。




「ううん。お兄ちゃんは、なんにも悪くないよ」




　そのとき、綾花の力強い声が響いた。

　綾花は胸に手を当て瞳を閉じて、追想するように、

「お兄ちゃんは、綾花を救ってくれたんだもん。あのときだけじゃない……何度も何度も何度も何度も助けてくれて、いつも綾花を守ってくれた。もしお兄ちゃんがいなかったら、綾花はこの世にいなかったかもしれない。だから、自分を責めないでほしいな。謝らないで。綾花を救ってくれたこと、間違いだなんて思わないでよ、お兄ちゃん……悪いのは、綾花。綾花が甘えすぎていたんだ。ごめんね、お兄ちゃん」

「綾花……」

「…………チッ」

　久瑠宮が舌打ちを漏らし、椅子にドカッともたれかかる。

「あー、つまらん。つまらんつまらん、実につまらん！　人情劇はよそでやれ。貴様らもういい、とっとと失うせろ。今回のところは大目に見てやる」

「……大目に見てやるも何も、あんたの仕し業わざでしょ」

「やかましいぞ、アホ羽」

「…………うざ」

　毒づき、鋭利が職員室を出ていった。後に「はわわ」と舞那が続く。

　京輔たちも退室しようとしたとき、

「ああ、神谷。貴様の卒業条件な――妹も加えてやろう」

　久瑠宮がそんなことを伝えてきた。

「神谷妹が誰も殺さず、誰にも殺されずに卒業式を迎えられたら、シャバに卒業させてやる。ちなみに、学院の正体はもう教えてあるから、説明する必要はないぞ？」

「……そいつはどうも。望むところです」

「うんっ！　お兄ちゃんのためなら、綾花も頑張るよ」

「ククク。せいぜいあがくんだなァ、兄妹。それから《殺害機関マーダー・メイド》――」

　笑みを消し、久瑠宮が煉子に半眼を向ける。

　久瑠宮はしばし、煉子のガスマスクをにらんでいたが、

「……いや、いい。貴様も失せろ」

「フシュー」

　それに対して、煉子は笑うのみ。何も言わずにきびすを返した。

　最後に残った京輔も綾花の手を取り、出口へ向かう。

　去り際、ドアを閉めるとき見えた久瑠宮は、

「――死にさらせ」

　忌いま々いましげに顔を歪めて、携帯ケータイ電話を操作していた。
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「久く瑠る宮みや先生には失望したよっ！」

　職員室を出た途と端たん、綾あや花かが怒りを爆発させる。

「まさか、あんなに腹黒いヒトだったなんて……お兄ちゃんの言う通りだったよ。久瑠宮先生はいい先生じゃなかった。お兄ちゃんや綾花をおとしいれて、殺し屋にしようとする悪い先生だった！　性根が腐くさってるよね、あのチビ」

「お、おい……『チビ』は禁きん句くだ。やめとけ。もし本人に聞こえたら――」

「チビ！　チビ、チビ、クソチビ！　久瑠宮先生のチビいいいぃ！」

「やめろって！」

　わめく綾花の口をふさいで、京きよう輔すけたちは職員室から離れた。

「だって、チビじゃん？」

「チビだけど。無む闇やみにかみつくんじゃねぇっての」

　吐息し、京輔は後頭部をかく。

「そんな風に攻撃しまくってるとな、全部自分に跳はね返かえってくるんだぜ？　相手を選ばず暴れ回ってたオレが、裏社会の奴らに目をつけられちまったみたいにさ」

「……むぅ。綾花はちゃんと選んでるもん」

「本当に？」

「うん」

「けど、久瑠宮は違ったじゃねぇか」

「そ、そういうこともあるよ……」

「逆に、お前が突っかかってた煉れん子こはいい奴だったよな？」

　押し黙る綾花に、京輔は続けた。

「敵視するのは、もっと相手を知ってからでもいいんじゃないか？　すぐに弾はじき飛とばすんじゃなくてさ。ゴミだと思って捨てちまったものが、実は宝物かもしれないだろう？　それって、すげぇもったいないと思うぜ」

「……………………」

　うつむき、綾花がぎゅっと拳こぶしを握にぎる。その唇くちびるがかみしめられた。

「アホ羽ばねさん！　あっちゃん！」

　いきなり大声で呼ばれ、鋭えい利りと舞まい那なが綾花を見やる。

「……何？」

「な、なんですか……？」

　壁にもたれて眉まゆをひそめる鋭利と、おっかなびっくり訊きき返す舞那。

　面おもてをあげて二人の視線を受け止めた綾花は、

「ごめんなさいっ！」と頭を下げた。

「たくさんひどいことを言ったり、したりしちゃってごめんなさい。いくらアホ羽さんが癪しやくにさわって生理的に無理でも言いすぎでしたし、あっちゃんがあざとくて鬱うつ陶とうしくてもやりすぎでした。反省してます。すみませんでした！」

「ええっと、謝られてる……のよね、あたしたち？」

「た、たぶん……そうだと思いますけど」

　顔を見あわす二人に構わず、綾花は続ける。

「……気づいたんです。不安に思っちゃうのは、相手を信じてないからだって。綾花はお兄ちゃんを信じますっ！　だから『盗とられちゃう』とか心配するのは、やめることにしました。そして――」

　綾花が、鋭利と舞那を上目遣いに見た。

「お兄ちゃんが信頼してるヒトたちのことも、信じてみようと思ったんです。なので、あの……紅羽さん、五十嵐さん！　綾花と……仲良くしてもらえません、か？」

「「――――――――」」

　沈黙が降りる。ほどなくして漏もれ出だしたのは、浅い溜め息だった。

「……ハァ。別にいいけど。紅あか羽ばねさんはやめてもらえない？」

「えっ。あ、あれ……？　紅羽――アホ羽さん、怒ってないんですか？」

「怒っちゃいないわよ。キツいのにはウチの妹で慣れてるし、ひどい目に遭あわされるのにも慣れているから。ただ――」

　顔を背けたまま、じろりと半眼を向ける。

「アホ羽さんもやめてくれない？　家名よりはいいけど、やっぱりムカつくし……鋭利でいいわ。今までのことは、呼び名を変えれば許してあげる」

「あ、ええっと……え、鋭利さん？」

「うん。それでいい」

　鋭利が口元をほころばせ、柔やわらかく笑んだ。その横顔をまじまじ見つめ、綾花が確かめるように「……鋭利さん」と繰り返す。

　まんざらでもなさそうな綾花に、舞那が「あのっ！」と呼びかけた。

「わたしも、綾花ちゃんと仲良くしたいです！　殺されそうになったのにはびっくりしましたけど、そこはお互いさまですし。ドン臭くさくって危あぶなっかしいわたしでよければ、仲良くしてもらいたいでちゅ！　うう……かんじゃいました」

「五十嵐さん……今の、わざとですよね？」

「ふえぇ!?　わ、わざとじゃないんですってば！」

「ふぅん、今度はかまないんですね……怪しい。やっぱり、あっちゃんはあっちゃんのままです。あざとい疑惑はまだ晴れないのです」

「ふえぇん。そ、そんなぁ……あうあう」

「……どんまい、あっちゃん」

「鋭利ちゃんまで!?」

　からかわれて驚く舞那を、綾花が「クスクス」と笑う。

　そのやり取りを眺ながめていた煉子も「フシュー」と笑った。

「どうやら、仲直りはできたみたいだね？　うんうん……めでたしめでたし、だよ！　ところで、綾花ちゃん。私のことなんだけれどさ――」

「……ん」

　真ま面じ目めな声で切り出され、綾花が表情を硬くする。

　そして、煉子は語り始めた。自分が人殺しのために生み出された殺し屋であること、三桁にも上る殺害経験があること、ありとあらゆる感情が『殺す』行為へ至いたってしまうこと、ガスマスクは強すぎる殺意を抑えるための《安全装置リミツター》であること。今は片想いのため止まっているが、ひとたび両想いになれば、京輔のことも『殺したい』と感じてしまうだろうということ……。

「――――――――」

　煉子の話を聞き終えた綾花はうつむき、口をつぐんでいた。

　前髪が陰になっているため、表情はよくわからない。

「あぁ……ご、ごめんよぉ！　私の正体は秘密にされているからさ、今まで告つげられなかったんだ。あの、なんていうか、その……ごめん。私は京輔のことが大好きで、振り向いてほしいと思ってて、けど振り向いてくれたら、京輔のことを殺しちゃうかもしれなくて、ええっと……ごっ、ごめん！　君から京輔を奪うばうつもりはないんだよ？　私が京輔を殺すときには、綾花ちゃんもまとめて殺してあげるしさっ！　そうすれば、君が言ってたように、あの世で一緒にいられるだろう!?　め、めでたしめでたし……」

「じゃねーだろ」

　ツッコむ京輔を無視して、煉子がそわそわとする。

　尚も弁明しようと言葉を探す煉子に、綾花がゆっくり顔をあげ、

「我慢してください」

　満面の笑顔で、そう言い放った。

「煉子さん、自分で言ってましたよね？　『愛する京輔のためなら、私はどんなに強い殺意だって殺せる。殺してみせる』って。なら、両想いになってもちゃんと殺してください。お兄ちゃんじゃなくて、自分の殺意を」

「ええっ!?　いや、言ったけどさぁ……想いが強くなればなるほど、殺意も強くなるんだよ？　マスクがなければ、それがずっと鳴なり響ひびいているんだよっ!?」

「知りません。何、弱音を吐いてるんですか……お兄ちゃんのために自分の殺意も殺せないんです？　煉子さんの気持ちはその程度なんです？」

「シュコッ!?　そ、それはぁ……」

「ああ、そうですか。煉子さんは結局、自分が一番大事なんですね？　なんだかんだと理由をつけて、自分の気持ちを優先したいだけですもんね？　クスクス」

「違うよっ！　私は京輔が何よりも大事で、誰よりも大切で……」

「はい。だったら我慢、してくれますよねっ！」

「――――――――」

　意い趣しゆ返がえしのつもりだろうか。微笑ほほえむ綾花に、煉子は絶句。

「うう……そ、そうだよね。本当に京輔のことが好きなら、我慢しなくちゃだもんね。綾花ちゃんの言う通りだよ……うう。な、なんだよぉ……これじゃあ両想いになったって、私はちっとも満たされないじゃないか。――あっ!?　でもさ、でもさぁ！　京輔が私に『殺されたい』って思ってくれれば、殺しちゃっても構わないよね!?」

「そうですね。お兄ちゃんが望むんだったら、いいんじゃないです？」

「……いいのかよ」

「うん！　そのときは、綾花も一緒に殺してもらうけどね？　お兄ちゃんと引き離されたくないし。煉子さんにだったら、殺されてもいいかなぁ……なんて！　えへへ」

「いいのかよ……」

　照れ笑いを浮かべる妹に、京輔は軽く眩暈めまいを覚えた。

　煉子が「フシューッ！」と大喜びして、綾花を抱きしめる。

「綾花ちゃんっ！　私、頑張る……頑張るよっ！　京輔を私に惚ほれさせて、殺意を我慢して……私に命を捧ささげたくなるくらい、ベタ惚れにしてみせる！」

「はい。そういうことなら、仕方がないのでアプローチを許してあげます。煉子さんには、色々教えてもらいましたし……その恩返しです。べっ、別に煉子さんが気に入ったわけでも、認めてあげたわけでもないんですからねっ!?」

　京輔はなんとも複雑な思いで、いちゃつく二人を眺めた。

　……はっきり言って、問題はまだ山やま積づみだ。

　相変わらず、綾花は人殺しをなんとも思っていないみたいだし、根底にある考え方や価値観はほとんど変わっていないようだった。

　久瑠宮が口にしていた通り、何かの弾みで人を殺しかねない危うさがある。

　しかし、それでも――。

「綾花ちゅわ～ん！」

「痛っ!?　ガスマスクが当たってます！　当てるのは、おっぱいだけにしてください！　ていうか、もう外はずしちゃったらどうですか？　いつもそんなの着けてたら、邪魔です。もったいないです。ほら、お兄ちゃんも喜んでくれるでしょうし！」

「ああ、うん。確かにそうだねっ！　外しちゃおっか。私もない方がいいんじゃないかと思っていたんだよ。この季節、やたらと蒸むれるからさぁ……」

「うんうん、外しちゃいましょう！　煉子さんなら問題ないですよ」

「フシュー。そうだよね、垂たれも型かた崩くずれもしないよね！　じゃあ、遠慮なく――」

「なんでそっちを外すんですかああああああぁ!?」

「君が外せと言ったからだよ？」

「綾花が言っていたのは、ガスマスクです！　ブラじゃありませんっ！」

「シュコー……なんだい、そっちかい。紛まぎらわしいなぁ……」

「紛らわしいのは、あなたです！　痴ち女じよですか!?　やっぱり痴女なんですか!?」

「まぁまぁ。コレあげるから、怒らないでよ」

「いりません」

　綾花が下着をはたき落として、煉子にジト目を向けた。

　鋭利が「……ふわぁ」とあくびし、舞那が「あはは。すっかり仲良しさんですね」とうらやましげに笑う。

　そんなやり取りを見ていると、なんとかなるような気がした。

　今回の騒動を経へて、綾花の世界は少しだが確実に広がっている。綾花自身にも広げる意思がある。ならばきっと、変われるはずだ。

　ゆっくり変えていけばいい。

　京輔一人では難しくとも、ここには鋭利や舞那、煉子という心強い存在がいた。

　実際、綾花を止めたのは、京輔ではなく煉子なわけで。

「……オレ、なんにもわかってなかったんだな」

　誰より一緒にいた妹を。何より大事に想っていた妹を……。京輔は、わかってやれていなかったのだ。そのことが、胸に鈍にぶい痛みを走らせる。

　綾花は言った。『甘えすぎていたんだ』と。

　それは自分も同じなのではないか、と京輔は思う。

　今までずっと、綾花のためだけに生きてきた京輔自身も、また――。

「……変わらなくっちゃ、ダメかもな」

「うん？　どうしたんだい、京輔。浮かない顔をして」

　ぽつりとこぼす京輔に、煉子が話しかけてきた。

　煉子は「ああ」と勝手に納得し、右手を突き出してくる。

「コレがほしかったんだね。はい、あげる！」

　握られているのは、脱ぎたてのブラジャーだった。カップサイズが大きすぎるのか、学院指定のしま模様ではなく、やたらと大人っぽい黒のレースだ。

　その下着から目を逸らし、煉子の手を押し戻す。

「いらねぇよ、バカ……ったく。いちいち調子を狂わせてきやがる」

「……？　京輔、なんだか顔が赤いよ」

「うるせぇ。さっさと着け直せ」

　吐き捨て、煉子に背を向けた。胸がドキドキ鳴っている。

　下着を目にしたからではない。これまで何度も色仕掛けを受けてきた京輔だったが、今感じている鼓動は、どうも種類が異なっていて――。

「お兄ちゃん」

　裾すそを引かれ、京輔は我に返った。

　綾花は背伸びをして、京輔の耳元へ口を寄せると、

「……応援、するから」

　ささやく。鼓動が跳ねた。

　綾花の言う『応援』が何を示しているのか、訊かなくともわかる。

　だからこそ、京輔は狼ろう狽ばいしていた。

「応援って、お前……」

「うん。綾花は応援してるよ、お兄ちゃん。綾花にとって、お兄ちゃんは大事な家族だもん。幸せにしてあげたいと思うし、幸せになってもらいたいって思う。そのためには最高の伴はん侶りよさんをゲットしなくちゃだもんね？　綾花には妹として、それを手伝う義務があるのです。悪い女の人たちにだまされないように綾花が目を光らせて、見定めて、サポートしてあげなくっちゃだからさ……綾花は、お兄ちゃんの恋路を邪魔するんじゃなくて、応援すると誓ちかったのです！　ふふふ」

「お、おう……」

　声を潜めて宣言し、綾花がチラッと視線を飛ばす。

　その先にあるのは、黒いガスマスク。綾花の中で、最高の伴侶（暫ざん定てい）が誰なのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。京輔の背に冷や汗がにじむ。

「アイツと両想いになったらオレ、殺されちまうんだけど？」

「心配ないよ。我慢するって約束してくれたじゃん！」

「…………どうだか」

　その後、何か色々言ってたし。いくら綾花の恩人だからといって、そう簡単になびいてたまるか――と、己おのれを奮ふるい立たせる京輔だった。

　煉子のことを想うと速まる鼓動から、意識を遠ざけるように……。
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　紅あかく染めあげられた室内に、人のものとは思えぬ絶叫がとどろく。

　白い腕が閃せん光こうのごとくひらめき、その音を止めた。

「――わたしだ」

　甘く舌っ足らずなロリータボイス。西にし陽びが照らす執しつ務む机でテスト問題を作成していた久く瑠る宮みやは、作業を一時中断し、携帯ケータイ電話を耳に押し当てる。

　白目をむいた猫のストラップが、首吊り死体のようにふらふらと揺れた。

「……………………」

　沈黙。しばらく待っても反応はない。

　久瑠宮の眉間にしわが寄る。執務机を指でトントン叩き、

「おい、わたしだと言っている。聞いているのか？」

『うん。聞こえているよ、ひじりん』

　イラだたしげに尋たずねた瞬間、返ってきたのはソプラノボイス。

「聞こえているならさっさと返事をしろ、グズが」

『ごめんごめん。ひじりんの声、可愛いからさ。つい聞き惚ほれちゃったんだ』

「……やかましい。無駄な時間を取らせるんじゃない」

『あれ、照れてる？』

「抜かせ。ブチ殺されたいか」

『いくら君でも、電話越しでは殺せないけどね？　ふふっ』

「死にさらせ」

　舌打ちし、椅子に背中を預けた。

『……それにしても久しぶりだね、ひじりん。元気にやってる？』

「うむ、愉たのしく殺やってるよ。貴様は？」

『う～ん、あんまりよくないね。標的さん、しぶとくて』

「らしいな。普通カタギじゃないと聞いている。アレの親なら無理もなかろうが」

『……アレ？』

「うむ。前に話したアレのことだよ。煉れん子この奴が惚ほれてる、例の男だ」

『――――――――』

　電話越しの気配が変じる。

　ややあって聞こえてきた声は、幾いく分ぶんトーンが落ちていた。

『……ああ、アレね。神かみ谷や京きよう輔すけくんだっけ。相変わらず首ったけなの？』

「だな。むしろ、ますます悪化している。メロメロだ」

　――ピキッ。何かにヒビが入る音。

『ふ、ふぅん……そうなんだ？　まさか付きあってはいないよね？　両想いになったらとどこおっていた殺意が流れて、殺しちゃうんだもんね？』

「そのはずだ。あくまで本人いわくだが」

『でもさ、でもさ！　手くらい繋つないでいるのかな？　スキンシップとか。キス……まではないよね？　さすがにないよね!?　もしもあったら、どうしよう！』

「知らん。わたしに訊くな。ただ――」

　空気を読んだ相手が鎮しずまるのを待ってから、告げる。




「煉子がわたしの命令に背そむいた」




『……へぇ。何、また京輔くんを殺させようとでもしたの？』

「いや。今回は妹の方だ。そいつを兄の前で半殺しにしてやれと命令していた」

　綾花に猟銃を与え、射撃場で銃の扱い方を学ばせている間――。

　久瑠宮は、煉子に命令を下した。

　京輔の前で綾花を返かえり討うちにして、殺意を覚えさせてやれと。本気で『殺したい』と感じさせ、人殺しの箍たがをゆるめるのと同時、妹の利用価値を図はかる……。

　綾花がうまく人を殺せば、京輔を揺さぶることができるし、鋭利や舞那が殺されたのなら、所しよ詮せんはその程度の人材だったというだけの話だ。

　そして、最愛の綾花に手を出されれば、京輔は煉子を許さないだろう。

　煉子の恋は失恋に終わり、異常エラーは解消。

　どう転んでも益えきはある。

　――はずだった。

「だが、奴はわたしの命令に背いた。事前に《安全装置リミツター》の鍵ロツクを解除してやり、実際外はずれたにもかかわらず……奴は己おのれの殺意を圧おし殺し、妹をなぶるどころか救いさえした。理由は聞き出していないが、奴は恐れたのだろう……わたしの罰ばつより、神谷に嫌われることをな。これはゆゆしき事態だぞ？　殺すために造り出された《殺害機関マーダー・メイド》が殺しを我慢するなど、あってはならないことだ」

『…………そうだね』

「やはり、奴を入学させたのは間違いだったのだ。道具に人間ごっこをさせるのは……貴様の気持ちも、わからなくないが――」

『ひじりん』

　有う無むを言わさぬ、穏おだやかな声。

『君の言葉はもっともだよ。正しい。けれどね、そんなことは最初っからわかってる。君にわかって、私にわからないわけないだろう？』

「…………む」

　傲ごう岸がんにも聞こえる物言い。

　しかし、決して不ふ遜そんではない。

　彼女の頭脳は卓たく越えつしており、久瑠宮など及ぶべくもないのだ。

　ただ、彼女が機き嫌げんを損そこねた理由はきっと、プライドとは関係がなくて。

「……すまない。言い方が悪かったようだな」

『うん。わかっていても、わかりたくないことはあるよね？　あの娘こは確かに《組織ウチ》の道具さ。ヒトじゃない。道具を造った本人が、必要のない学校に入れて、今さら人間扱いするのはおかしい。自分でもそう思っているよ？　だけど、私は――』

　電話越しの相手が言葉をつまらせ、静せい寂じやくが降りた。

　途と端たん、居心地が悪くなる。

「あー……その、なんだ。わたしもできる限り、貴様の味方をしたいと思っているぞ？　だがな、任務に支し障しようをきたすレベルで異常が出始めたなら、上層部も黙だまってはいまい。製作者であるお前の意向がどうあれ、このままだと煉子は――」

『え？　ごめん、モンスタードリンク取りに行ってた』

「死にさらせ」

『ごめんって。真ま面じ目めな空気になると、ついブチ壊したくなる持病の発ほつ作さでさ』

「そうか。今すぐ病院に行け」

『あはは。無理無理。私は忙しいんだよ』

「……ふむ。標的との鬼ごっこか。骨が折れるな」

『うん。今はかくれんぼだけどね？　標的さん、裏社会アンダーグラウンドにも繋がりがあるみたいでさ……予想以上に手間取ってるんだよ。まぁ、私は保護者として同どう伴はんしているだけだし、ほとんど旅行気分だけれどね？　おみやげ買ってあるよ、ひじりん』

「そいつはどうも。また送ってくれ」

　久瑠宮が携帯電話に吊るしているぬいぐるみも、友人からの贈り物だ。

《ブラックキャットT h e　B l a c k　C a t・マーダーM u r d e r》というメロデスバンドのマスコットキャラクターで、着信音にも彼らの曲を設定していた。すっかりお気に入りである。

　この友人とは趣しゆ味みがあうため、届くのが楽しみだった。

『やだ』

「……………………」

　どういうわけか、あっさり断られてしまう。

　ムスッとした空気が伝わったのだろう、相手は少し焦った様子で、

『違う違う！　送るんじゃなくて、手渡ししたいんだ』

「……手渡し？」

『うん。前々から気になってはいたんだけどさ、君の話を聞いたら、ちょっと放っておけなくなった。――そっちに行くよ、ひじりん。標的さんはひとまず他に任せて、私は煉子の様子を見に戻る。君もそうしてほしかったんだろう？』

「…………む」

　友人の言う通りだった。煉子の異常は深刻で、久瑠宮の手に余あまる。

　製作者である彼女が出向いてくれるというなら、ありがたい。

「そうだな。助かるよ」

『うん。上には私がかけあっておくから、君はのんびり牛乳でも飲のんでてよ。私が戻る頃までに、成長してるといいんだけどねぇ』

「……貴様。こっちに着いたら、しばき倒してやるからな」

『ええっ!?　私が言っているのは、煉子のことなんだけど……ふふっ。半年ぶりだし、楽しみだなぁ！　君や煉子に会うのはもちろん、例の――神谷京輔くん。娘の初恋相手にも、是ぜ非ひ会いたいね。会って色々訊きたいよ。なんでフッたの？　とか。どこまでしたの？　とか。煉子をどう思う？　とか。答えによっては、許さないかも』

　友人の声は笑っていたが、心中穏やかではなさそうだ。

　久瑠宮は思わず苦笑した。道具を『娘』呼ばわりするとは……。

　煉子に対する友人の愛着は、親バカの域いきである。

『じゃあ、そういうわけだから……よろしくっ！　また連絡するよ』

「うむ。貴様は貧弱なのだから、身体には気をつけるのだぞ」

『ひじりんは頑がん強きようすぎるけれどね？　君も気をつけて。ばいばいっ！』

「ああ。またな」

　――プツン。返答してすぐ、通話は切れた。

　吐息し、携帯電話を耳から離す。自然と笑みがこぼれた。

　太陽はすでに落ち、部屋には薄闇が降りている。机の上に放り出された携帯電話だけが明るい。

　画面に残る着信履歴には、今しがた通話していた友人の名が刻まれていた。




　氷ひ河かわ零れい子こ、と…………。
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